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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　Ⅳ　もう一つの筺。







　その柩ひつぎのことは憶おぼえている。


　ユーフロジーヌ自身の柩のすぐそばにあったため、目が醒さめたとき、一いつ瞬しゆん、この地下室が墓所ではないかと疑ったのだ。


「これは？」


「ご存じありませんでしたか？　六人目の旦那だんなさまの遺作です」


　鞄かばんの中から、小ぶりの釘くぎ抜ぬきを出して、アルマは蓋ふたを留めている釘をはずしはじめた。


「ということは、ひょっとしてあなたの妹？」


「いいえ。お嬢じようさまの、です」


　ぎっ、と名残なごり惜おしげな悲鳴をあげて、錆さびた釘が背せ伸のびした。横からのびたユーフロジーヌの右手が、二本の指でそれをつまみ、白しろ詰つめ草くさでも摘つむように抜きとる。


「わたしの……妹？」


　釘をすべて取り除いてしまい、腰こしを落としたアルマの両手が、ぐっ、と柩の蓋を押してずらした瞬間、ユーフロジーヌはその意味を理解した。


　一瞬、柩の中に入っていたのは、姿見の鏡ではないかと思った。


　そうではない。


　深い紫むらさきのベルベットの床とこにつき、胸の上で指をからませているのは、美しい少女であった。十二、三。ユーフロジーヌよりも、若じやつ干かん、若いかもしれない。


　細身ではあるが、病的とまではいえない肢し体たいを、上質の絹でつつんでいる。スカートを飾かざる幾いく重えものフリルに、裾すその繊せん細さいなレースの縁ふち取どり。大きく開いた胸むなもとにリボンと薔薇ばらのコサージュを配した、黒色のシュミーズ・ドレスだ。


　いや、黒ではなく、葡萄ぶどう酒のような深い紅色だろう。同系色の薔薇たちが生き地じに刺し繡しゆうされ、棘とげのある蔦つたを彼女の全身にからませている。


　金よりかは灰かい白はく色しよくと呼ぶべき髪かみは、ひたすらに長く、水のように肩かたを流れて、柩の内側を浸ひたしていた。頭巾ヘツドドレスをつけてはいるが、髪は結ゆわれていない。


「この子は……わたし？」


　おそるおそる伸びたユーフロジーヌの手指が、不可視の鏡面を素す通どおりして、少女の貌かおに触ふれた。羽う毛もうのような睫まつ毛げの繊細な感かん触しよく。


「亡なくなる前のお嬢さまです。手術痕あとがないでしょう」


「わ、わたし、こんなにいじわるそうな顔じゃないわ。この子はつんとしていて、冷たくって、なんだか気位が高そうで……そういえば、なんだか……」


「なぜ、〝いじわるそうな顔〟で、わたくしの顔を見るのですか」


「へ？　や、やあね、性格がひねくれていそうな感じが、あなたと似ているなんて少しも思っていないのよぅ」


　露ろ骨こつなごまかし笑いで、ユーフロジーヌは侍じ女じよの頭をぐりぐりとなでる。紫し紺こんのおかっぱ髪は、まだ水気を帯びていた。


　子供の機き嫌げんをとるようなあつかいに、アルマは逆にへそを曲げてしまう。


「この予備のお体は、六代目の旦那さまがお造りになったものですから、生前のお嬢さまのお姿とは多少の誤差があると思われます」


「面おも影かげがあなたに似ているのは、どうして？」


「わたくしのほうがお嬢さまよりもかわいいので、旦那さまがそうお造りになったのです」


「………」


「おそらく、わたくしやメルセデス、コンスタンスたちの製造法を参考にして造られたためではないかと。鋳い型がたで造るわけではないので、外形が似るとは思えませんが」


　ユーフロジーヌが不死の領域に住んでいるとはいっても、肉体は不ふ滅めつではない。さまざまな施せ術じゆつのおかげで、数百年、朽くちることはなかったものの、生活の上で破損はまぬがれなかった。指先を包丁で切ったりといった些さ末まつな疵きずから、大たい剣けんで腕うでを斬きり落とされたり槍やりでおなかを串くし刺ざしにされたりといった重大な損傷まで、その生活の時間の長さに比例して、さまざまな怪け我がをユーフロジーヌは経験してきた。


　むろん、その損そん壊かいの度合いにかかわらず、死に至ることはありえないのだが、反面、不死者ノスフエランであるユーフロジーヌの肉体は、治ち癒ゆということを知らない。壊こわれたら、人の手で修復せねばならないのだ。


　針と糸で直せる疵ばかりではない。程度を超こえた欠損は、新しい部品でおぎなうしかなかった。部品とは、すなわち魔ま術じゆつの技法で加工した死体、あるいは──造られた死体。


　この骸むくろは、素材として製作された、産まれながらの死体なのであった。


「そのお体は壊れすぎました。新しいお体と交こう換かんしましょう」


「それはいやっ」


　ユーフロジーヌの体に疵痕が多いのは、何も不死の術のせいではない。極力、もともとの体を維い持じしたいという意志のあらわれなのだ。


　大きな疵を負ったとき、毀き損そんした体を捨てて、新品の体に移ることもできた。それは、旧来の肉体を修しゆう繕ぜんするよりも、はるかに簡単な作業である。しかし、ユーフロジーヌは、太陽の下に暮らしていたころの自分の体をとどめることを選んだ。


　ぼろ雑ぞう巾きんのようになっても、その顔や手や足には、想おもい出が染しみついていたから。


「申し訳ありませんが、今はわがままを聞ける事態ではありません。それにお嬢さま、そのお顔や腕の損傷は、わたくしでは修理しかねます。選せん択たく肢しはありません」


「でも……せめて、壊れたところだけなら」


「そのような急場しのぎの修繕では意味がありません。思い出してください。あの皆みな川がわ由ゆ衣いという娘むすめのことを」


「あの、おっぱいが大きくて、中国拳けん法ぽうの人？」


「おっぱいはどうでもいいです。問題なのは、中国拳法のほうです。信じがたいことですが、生身の人間でありながら、彼女はお嬢さまを格かく闘とうにおいて退けました」


「とっても強い人なんだもの」


「東洋の武術は精神性や伝統に拘こう泥でいしすぎて非実用的だと思っていましたが、あのような奇き術じゆつじみた技わざを見せられては、考えをあらためざるをえません。力学的には説明がつくのでしょうが、だからといって、アフリカ象をも殴なぐり殺せるお嬢さまを布一枚であしらうなど……」


「東洋の神秘ね」


「銃じゆう器きを保有した警官のほうが、よほどやりやすい相手です。必然的に、もう一度、彼女と戦わねばならないわけですが、お嬢さまは勝てますか？」


「それは……」


　無理だ。


　もともと生前から、運動は得意なほうではなかった。喧けん嘩かは好きではないし、争いごとはこわい。自分が死なないとわかっていても、他人が傷つくのを見るのはいやだ。


　そのような内面的な弱さにくわえて、先ほど受けた目や手指などの損壊はけっして軽けい微びなものではないし、左ひだり腕うでの不具合をはじめとした体たい軀くの老ろう朽きゆう化かそのものも、なるほどアルマがいうようにユーフロジーヌの運動機能をそこなっているのは事実だ。


　戦いの中での洞どう察さつ力や判断力に長たけている由衣が、そうした欠点を見すごしてくれるとは、とうてい考えられなかった。


「一部分を交換するにしても、手間は同じです。この際、合理性を重視してくださいませ。機能の不安定な古いお体では、人間たちと戦うにも不利です。お嬢さま、もしも感傷でそのお体に執しゆう着ちやくなさっているのでしたら、そのような甘いお考えでは、これから先、とてもこの世界で生き抜いてはいけません。最善をつくす不断の努力が必要なのです」


　常からきびしいことを口にするアルマ・Ｖだが、このときは厳げん酷こくといってもいい冷れい徹てつさと熱意を、そして何より強い思いやりを、その幼い姿からユーフロジーヌは感じた。


「……わかった。体を換かえましょう」


「では、さっそく。十分で済みます」


　それは、着き替がえと同じだった。


　古く傷いたんだ衣ころもを脱ぬいで、新しく美しい衣に着替えるのだ。


　ユーフロジーヌの肉体には、ふつうの生物における脳や心臓といった重要器官がない。つまり、体のある部分を破壊されたり、切断されることにより、死（便べん宜ぎ的な意味での）につながることがないのだ。


　精神面の活動にも、同じことがいえる。頭脳を銃じゆう弾だんで粉ふん砕さいされても、今そうであるように、意識にも知能にもほとんど影えい響きようがない。


　それは、人間の脳に該がい当とうする自じ我がの座がないことを意味している。いってみれば、肉体のすべての箇か所しよに、普ふ遍へん的に魂たましいが宿っているのだ。人間としての形状が、ユーフロジーヌ自身を人間のように認にん識しきさせているともいえる。


　腕や足はいうにおよばず、たとえ頭が欠損しても、人間の形をしているかぎり、ユーフロジーヌは滅ほろびない。


　では、原形をとどめぬまでに、はげしく破壊された場合どうなるのか？


　答えはしごく単純で、より質量の大きい部位に、自我は付属する。爆ばく弾だんで五体を粉々にされれば、四散した肉にく片へんのもっとも大きい一片に意識は残り、ハムのように輪切りにされれば、もっとも直径と厚みがある一枚に意識は残る。仮に、体を中心線に沿って均等に両断されたとしても、ほんの一ミリグラムでも重いほうに、ユーフロジーヌの魂こん魄ぱくはとどまるのである。


　そうした理り屈くつさえ踏ふまえていれば、体を交換するのは簡単だ。


　まず、もとの体の、首から上を切除する。


「ううー……この感触がいやなのよー」


「ご辛しん抱ぼうなさいませ」


　即そく席せきの手術台とした柩の蓋の上に寝ねそべったユーフロジーヌは、のこぎりの刃はが頸けい骨こつをけずる振しん動どうを身のうちに感じて、顔をひきつらせる。


　のこぎりを引くアルマのほうも、慣れない力仕事に四苦八苦である。両手でのこぎりを前後に動かす都度、みょんみょん、と薄うすい刃が躍おどって、なかなかはかどらない。


「も、もうちょっと丁てい寧ねいにお願い」


「申し訳ありません。ところで、肺と声帯をつなぐ気道が遮しや断だんされているのに会話ができるというのは、どういう原理で発声しているのでしょう」


「そういうこと考えると、世の中、きりがないと思うわ」


　ごとり、と首からはなれたユーフロジーヌの頭が、まな板のような蓋に落ちた。


「あわわ……目が、目がまわるぅ」


　二本にたばねた金きん髪ぱつにまみれて、ごろごろと転がる頭を、あわてて左右の手でつかまえる。


　断首されたユーフロジーヌ自身の体が、ばんざいの恰かつ好こうをして、みずからの生首を捕ほ獲かくしたのだ。


　このとき、ユーフロジーヌの意識と感覚は、頭部と胴どう体たいの両方に混在している。切断されても、それが自主的であったり、距きよ離りが近い場合には、そうなるのだ。体から分離した眼球が、そこに捉とらえた映像を本体に送るのは、そのためである。


　しかし、その状態から、頭部を新しい胴部に接合すると、感覚はそちらに集合する。


「失礼します」


　ユーフロジーヌの手から、彼女の頭を受けとったアルマが、青果店で買ったスイカを運ぶ子供みたいに、それを抱だきかかえて、となりの柩に移動した。


　そこに収納されている新品の死体は、すでに頭部を切断されている。もともと、予備品として用意されていたものであるから、そのような状態で保存されていたのだ。


　その新しい肉体の肩かたの上、頭部があるべき空間へ、ユーフロジーヌの頭を置く。位置と向きをたしかめつつ、切断面同士を密着させると、


「押さえるわ」


　死体の両りよう腕うでが持ちあがり、すげ替かえられたユーフロジーヌの頭をささえた。


　この瞬しゆん間かん、ユーフロジーヌの個としての感覚は、新たな体に注入されたのだ。連れん絡らくが絶たれた古い胴部は、すでに単なる有機物の塊かたまりでしかない。


　もし、こうなる前の段階で、古い胴体に新しい頭部を接続していたなら、意識はそちらに移っていただろう。ふたつの肢体に、ひとつの魂。先に人間としての形を成したほうが、ユーフロジーヌとして完成するのだ。


「第一段階は完かん了りようです」


　現時点で、ユーフロジーヌの肉体構成は、古い頭部に新しい胴部である。


　むろん、これで終了したわけではない。損害の大きな古い頭部を、新しいそれとつけ換えねばならない。
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　手順は、先ほどとまったく同じだ。今、新しい胴体につけたばかりの頭を、ふたたびアルマが持ちあげ、横に置く。


「な、なんだか緊きん張ちようするわ」


「なんの不安要因もありません。ただ、視覚が転移する際、幽ゆう体たい離り脱だつのような錯さつ覚かくがあると思いますので、目をつぶっていたほうがよろしいかもしれませんね」


「そうする。ぱっとやっちゃって。ぱっと」


「では」


　床ゆかからはえたユーフロジーヌの生首が、片方しか残されていない目をぎゅっと閉とざすのに前後して、アルマの手は、その右どなりに置かれていたもうひとつの生首を取りあげた。肌はだにひとすじの縫ほう合ごう痕こんもない、美しい顔である。


　その新しい頭部が、さっきまで収まっていた場所へともどされた。すなわち、新しい胴体の首の上に。


　ひたり、と傷口と傷口があわさった瞬間。


　闇やみの中で、水の浮ふ力りよくに抱いだかれた体が、波に強く運ばれるのを感じた。


　流れの中でたゆたうユーフロジーヌを目覚めさせたのは、するどい破は裂れつ音だった。


　鉄てつ砲ぽうの音！


「急ぎなさい、ユーフロジーヌ」


「は、はい」


　階下にいるお父さまの呼びかけに答えて、ユーフロジーヌはあわてて荷物を手にとった。





　引っ越こしの支し度たくは、少し遅おそかったようだ。


「もう三日、いや、二日早く報しらせがとどいていれば……」


　お父さまの嘆なげきを、闇雲に連続した銃声が中断させた。


　フランス兵は、もう中庭ジヤルダンまで這は入いりこんできたものとみえる。


　形式の上でビュルテンブルク選せん帝てい侯こうに拝はい跪きしているとはいえ、シュトゥディオン男だん爵しやく家は、遠くはブルゴーニュ公国の金羊毛騎士団トワゾン・ドールに席を占しめたこともある名門の血族、近くはドイツ騎士修道会総長の縁えん、そして何より、ほかの神聖ローマ帝国諸侯と同様、小なりとはいえ所領を有する独立国家だというのに。


「お父さま、メルセデスたちは？」


「みな先に出たよ。脱出のための退路を確保しているはずだ。だが、長くはもたないだろう……嘆いている場合ではないな。用意はできたかね？」


「ばっちりです」


　火急の事態だ。調度家具のすべてを屋や敷しきから持ちだすことはできないが、なんとか身のまわりの品々だけは荷物にまとめることができた。


「よし……いや、よくない」


　書しよ籍せきを主とした自身の荷をあらかた階下の馬車に運び終えたお父さま──六代目シュトゥディオン男爵は、ドレス姿の一人ひとり娘むすめが背中にかついだ象を見て、階段に向けかけた足を止めた。


　中国人の職人の手になる陶とう製せいの実物大の仔こ象ぞうの置物は、華きや奢しやなユーフロジーヌの背中に乗っかり、そのまま腹の下に押しつぶしかねない風ふ情ぜいだ。


「それは置いていきなさい」


「けれど……お気に入りです」


「馬車をつぶすつもりかい？」


「軽いもの」


「おまえには軽くても、馬たちにとっては重すぎる客だよ」


「お馬さんは丈じよう夫ぶな生き物です」


「いや、そうだが、おまえほどでは……とにかく、それはいかにも大きすぎる」


　仕方がない。


　ユーフロジーヌは、荷に紐ひもをといて、窯かまから産まれた東洋の動物を、床に置いた。


　ぎしり、と床板が不平をもらす。それはもう、重いのだ。


「ほかの荷物は？」


「お父さまの御ご本ほんや薬品は、もう馬車の荷台に」


「よし、急ごう」


　庭木を震ふるえあがらせ、窓のガラスを叩たたく、雷らい鳴めいの連弾。


　見境なく鉄砲を放はなって厭あきない、あの野や卑ひな兵隊たちが、この欧おう州しゆうを支配しているなんて。


　ナポレオン・ボナパルトという小男は、噂うわさのとおりの軍神マルスの化け身しんにちがいない。


　正面玄げん関かん前の車寄せランベに、四頭立ての旅馬車ベルリネーズが待っている。からっぽの御ぎよ者しや台だいに、お父さまが駆かけあがった。


「早く乗りなさい」


「はい。あ、そうだ、少し待ってください」


「待つ？　待てないよ」


「忘れ物です」


　回れ右をしながら、肩かた越ごしに応こたえ、ユーフロジーヌは屋敷に取って返す。


「いや、忘れ物じゃなくてだね……この状じよう況きようを！」


「厨ちゆう房ぼうの棚たなに、トルコ産の黒胡こ椒しようの瓶びんが置きっぱなしです」


「そんなものは置いていきなさい！」


「すぐもどります」


　その言葉がお父さまの耳にとどいたかどうか。つむじ風の軽けい捷しようさと気ままさで、すでに一階の廊ろう下かをまっしぐらに走りぬけたユーフロジーヌは、厨房の扉とびらをくぐり、


「胡椒、胡椒……と」


　壁かべにずらりと居並ぶ食器棚を見まわして、お目当ての小瓶を見つけるや、それを右手につかまえて、すぐさま来た途とを引き返した。


　ぱぁん、ぱぁん、と火にくべた木の枝がはじけるような銃声が、思いのほか、近い距離で聴こえる。見れば、庭に面した窓という窓はくだけて、緋ひ色いろの絨じゆう毯たんにきらきらと月明かりの欠片かけらをまぶしている。


「あら」


「いたぞ、娘だ」


　往いきはよいが、帰りは狼おおかみ。長い廊下の真ん中で、ばったりと邂かい逅こう。


　フランス陸軍の紺こん色いろの軍服が、ざっと一個小隊で、十四人ばかり。銃じゆう剣けんをひらめかせて、それぞれの銃口が、少女の胸へと集まる。


「困ったわ」


　立ち止まり、頰ほおをなでたユーフロジーヌに、制帽シヤコーの房ふさ飾かざりもあざやかな少しよう尉いが、訛なまりのあるドイツ語で語りかける。


「お嬢さんフロイライン」


「はい」


「あなたは、シュトゥディオン男爵フライヘル・シユトウデイオンのご令れい嬢じようですね」


「はあ、一応」


「皇こう帝てい陛下より、あなたとご父君の身み柄がらを拘こう束そくするよう、下命がございます。ご同道願えましょうな」


「ごめんなさい。今日、お引っ越しなんです」


　愛想よく、至し極ごくおっとりと固辞を表明してみせる。少尉は嗤わらった。


「転居ですか。だが、ご父君はもう先にお発たちのようですよ」


「あら。わたしがもたもたしてるから」


　ユーフロジーヌの耳は、すこぶる性能がいい。遠ざかる馬ば蹄ていの響ひびきに、鞭むちの音が聴ききとれる。玄関側から、建物の外を、ぐるりと裏手に向かっているようだ。どうも、正門はすっかりフランス軍にふさがれてしまった模様だ。


「悲ひ嘆たんは無用です。彼もじきに捕とらえ、おつれしましょう。あなたは、一足先にわれわれとともに本国へ向かっていただきます。よろしいな」


「よろしくありません」


　すぐにもどると、お父さまと約束したのだから。


「わたし、もう行きます」


「残念ですが」


　行かせはしない。長銃マスケツトの群れが、無言のままにそう告げている。


「こわいです」


　ユーフロジーヌは、正直につぶやいた。


「ほら、こんなに」


　軽くかかげてみせた両手は、恐きよう怖ふで小刻みに震えている。


　その手ににぎられた香こう辛しん料りようの瓶に目をとめ、少尉は皮肉げに唇くちびるをゆがめた。


「まさか、その胡椒を撒まいて、くしゃみで兵士を右往左往させてやろうと？　現実は三文劇の舞ぶ台たいほど都合よくありませんよ」


「いいえ。これは大事なもの。お父さまの好物の地じ鶏どりの蒸むし焼きには欠かせないもの。それに、とっても高価なんです。撒くだなんて、もったいない」


　ぎこちなく微笑ほほえみ、ユーフロジーヌは唐とう突とつに動いた。


　刹せつ那な、二十八箇この眼球が、少女の姿を見失った。


　見失ったことに彼らが狼ろう狽ばいする前に、床ゆかを蹴けったユーフロジーヌは、ふわり、と高い天てん井じようの曲線アーチすれすれを白い蝶ちようのように一転、左右の壁を二度、三度と踏ふんで、兵士たちのはるか背後に着地した。


　英国風アングロマニーのスペンサージャケットとあわせて身につけたドレスの、三段のフリルに縁ふち取どられた裾すそが、ぱっ、と傘かさのように拡ひろがる。


　空気の流れと、一いつ瞬しゆん、頭上をよぎった影かげに気づいた兵卒たちが、うろたえつつ後方に銃を向けるが、ユーフロジーヌはすばやく廊下を横に折れて、彼らの視野から身を隠かくす。


　発ほつ作さ的な銃じゆう撃げきが、曲がり角の壁をはげしくけずった。


「追うんだ！」


　若い小隊長の怒ど声せいを背に、ユーフロジーヌは廊下を駆ける。


　途中、走りにくい靴くつをぽいぽいっと捨て、今は裸足はだしで、しっかりと地面をとらえて駆ける。


　向かう先は玄関でも裏口でもない。


　階段を一息に上り、散らかり放題の書しよ斎さいを素す通どおりして、二階の露台バルコニーへ。


　疾しつ走そうしてきた勢いそのままに、ユーフロジーヌは、夜空に張りだした露台、その大理石の手すりを踏みつけて、ひょう、と宙空に跳ちよう躍やくした。


　馬蹄と車輪の音を聴いて、ちゃんと距きよ離りを測っていた。


　ぴったりの呼吸のはずだ。


　半秒ほどの浮ふ遊ゆう感かんののち、闇やみの中を落下したユーフロジーヌの肢し体たいは、どすん、と御者台に受けとめられた。思いきり、おしりを叩たたかれたみたいな衝しよう撃げき。旅行用馬車の大ぶりな車体が、斜ななめに傾かたむき、からくも顚てん倒とうをまぬがれた。


「悪い子だ」


　横で手た綱づなをあやつるお父さまが、ちょっとこわい顔をした。


　新しい乗客をくわえた馬車は、速度をゆるめずに、裏門を通過する。


「心配するじゃないか」


「ごめんなさい。でも、ほら」


　危険と引き換かえに落らく掌しようした忘れ物を、ユーフロジーヌは示した。


「……あら」


「割れてるじゃないか」


　大勢の兵隊の追つい捕ふを遁のがれてきたのだ。緊きん張ちようして、力んでしまったらしい。


　握にぎりつぶしたガラス瓶の破は片へんが、真っ白なてのひらをずたずたに刺さしている。


　痛くはない。けれど、これでまた疵きずが増えてしまう。


「あとで縫ぬってあげよう」


「はい」


　お父さまに縫ってもらうのは、じつは好きなのだった。


　なんといっても、今のお父さまは、前の五人のお父さまのだれよりも手先が器用で、ユーフロジーヌの躰からだが毀こわれたときには、いつもやさしく、とてもやさしく直してくださるのだから。





　そうして、ユーフロジーヌは六人目のお父さまといっしょに所領を逐ちく電でんし、英国ブリテンに渡わたったのだった。


「つらいかね？」


「いいえ。慣れてますから」


　実際、もう慣れっこなのだった。こうした出来事は。


　教皇庁に逐おわれて僻へき辺へんのルーマニアへ移住したり、マルタの騎き士し修道会に焼き討うちされてヴェネツィアの商館から遁にげたり、商工会議の傭兵ランツクネヒトにおびえながらライン川沿いの都市を転々としたり、イベリア半島に荘しよう園えんを持ったはいいものの、ハプスブルク王家と回教徒の両方から目の敵かたきにされたり……三番目のお父さまは、異い端たんだとか悪あく魔まと契けい約やくしただとか二百近い罪状をがなりたてられて火あぶりにされてしまったのだった。


　そして今度は、ヨーロッパの富と土地を食べつくしかけているナポレオン・ボナパルトという怪かい物ぶつに目をつけられたというわけだ。


「やはり、持ち逃にげはまずかったかな」


　お父さまはなかなか脳天気だ。


　なんでも、フランス軍がエジプトに遠えん征せいしたとき、ボナパルトはパリのフランス学士院に依い頼らいして大勢の学者をつれていったのだが、その中のひとりとして、お父さまも招しよう聘へいされたのだという。


　神聖文字ヒエログリフの石版をロゼッタ村で見つけたり、スカラベやミイラなどの大量の副ふく葬そう品ひんを発見したりと、たいへんな学術的功績があったらしい。


「だが、けっきょくは英国に降こう伏ふくしたために、すべては大英博物館に向かってしまったわけだ。フランスの人々がエジプト遠征で手にしたものといえば、万ばん能のう薬という触ふれこみで貴族の間に流行しているミイラの肉だけさ」


「効くんですか？」


「効くものか。腐ふ敗はいを防止するさまざまな薬品や香辛料には、いくらか効能があるかもしれないが」


　成り上がりのフランス皇帝に冷や水を浴びせるつもりだったのか、それとも学者ならではの研究欲か、お父さまは、こともあろうに発はつ掘くつされた貴重な品物の一部を、勝手に持ち帰ってしまったのだ。


　それじゃあ怒おこるのも無理ないなぁ、とユーフロジーヌは思うのだが、お父さまには信念があるらしい。


「どれほどの利器でも、使い方のわからない者が持っていたら無益だろう。あれは、彼らには不相応だ。わたしが、いや、おまえが持っているのが一番いいんだ。おまえが持っていてこそ、はじめて意味があるのさ」


「そうかしら」


「そういうものだ。それがあると、具合がいいんじゃないかね？」


「はい」


　不思議と、以前よりもずっと躰が軽い。関節がなめらかに動き、筋肉がしなやかに伸しん縮しゆくし、五感が抜ぬけるように敏びん感かんなのだった。


　さながら、百年前のように（あまり覚えてはいないんだけど）。


　英国は、強大なフランスに抵てい抗こうしている唯ゆい一いつの国で、進歩的なお国くに柄がらだと聞くから、おかしな言いがかりをつけられて危害をくわえられることもないと、お父さまは言う。


　平へい穏おんが永くつづくといいのだけれど……。





　もちろん、平穏は永くつづかない。


「永くつづかないからこそ、平穏には黄おう金ごんにまさる価値があるんだ」


　前のお父さまなら、そんなことを言いそうだが、その六人目のお父さまは、英国に移住して十六年目の冬、オクスフォード大学の教員室で亡なくなってしまった。高こう齢れいといろいろな薬品の服用によって、心臓の動脈が弱くなっていたのだという。


　そして、今の、七人目のお父さまは──じつは、その七人目のお父さまこそ、平穏をおわらせた張本人、不穏そのものなのだった。


「アメリカに行くことにした」


「お引っ越こしですか？」


「ああ」


「アメリカって、どこかしら」


「新大陸だよ。聞いたことないか。ちょっと前まで、大英帝てい国こくの一部だったんだ。先生ドクトルの遺産と屋や敷しきを売れば、船と株式会社の権利が買える」


　野心にみなぎる眼まな差ざしは、すすけた壁かべ紙がみを透とおして、もう大洋の向こうに据すえられているらしい。先生というのは、先代のお父さま。七人目のお父さまは、その養子になって、研究のお手伝いをして、ユーフロジーヌの新しいお父さまになったのだ。


「向こうの土地なら、何百エーカーでも二束三文だ。農場で小麦を作って、こっちで売れば、何倍の利益だ？　自分の船で運べば、馬ば鹿かみたいな手数料マージンを払はらう必要もない」


　新しいお父さまは、まだ若く、とても賢かしこく、前のお父さまは将来を期待してらしたのだが、あまり勉強や研究やユーフロジーヌの躰のことには興味がないようで、あれこれの商売に手を染めては、そのたびに転居することになった。もちろん、場所を移るたびに、住居は少しずつ狭せまく、みすぼらしくなったし、先代が大切にしていた書しよ籍せきや骨こつ董とうのたぐいはみるみる消えていった。


　それでも、ユーフロジーヌにとっては唯一の身よりだったから、だまって従うほかない。


「それで、お引っ越しの日取りは？」


「明日にも、だな」


「じゃあ、わたしも支し度たくしなくちゃ」


「ああ、いいんだ」


　きょとんとするユーフロジーヌに、お父さまはあごで表を示した。


「あんたは、あれに入ってしばらく眠ねむっていてくれ」


「あれ、ですか」


　すきま風が窓まど枠わくをがたがたと歯は嚙がみさせる都度、カーテンがはためく。その間から、庭に横たえられた縦長の木製の箱が見てとれた。


　柩ひつぎだ。





　長方形の暗あん冥めいの底で目をとざし、少女は思った。


　しばらくって、いったいいつまで寝ねていればいいのかしら。


　闇の中、かすかな話し声が耳じ朶だにとどいた。


「高く買ってくれとは言わないさ。おれとしては、借金が帳消しになるだけで文句はない」


　お父さまだ。


「だが、おまえさん、こいつは売り物になるのかね」


「稀き代たいの錬れん金きん術じゆつ師にして名医、あのシュトゥディオン男だん爵しやくの遺品だぜ」


「ふん……パラケルススの弟で子しのシュトゥディオンの後こう裔えいか。詐さ欺ぎ師しを客員教授に雇やとうようじゃ、わが国の大学も、カリオストロを招いたフランス宮きゆう廷ていと変わらないな」


「ご託たくはいい。買うのか、買わないのか」


「買おう。ロンドンの薔薇ばら十字協会というのが、そういうものを蒐しゆう集しゆうしているらしい。それにトルコや中国の貿易商には売れるだろう」


「決まった。これで清々する」


「しかし、錬金術だか死し霊りよう使いだか知らないが、こんな娘むすめの屍し体たいを何百年も保存しておくってのは、どういう感興なんだろうね」


「さあな。それより、現金で頼たのむぜ」


　娘？　屍体？　ええと、それってわたし？


　遺産を売るって……いくらなんでも、あんまりです。


　もうこのまま、ずっと寝ていたい。外国に売るなり、ばらばらにして燃やすなり、大英博物館に飾かざるなり、勝手にしてくれたらいい。わたし、知らない。


　ふて寝してしまうユーフロジーヌだった。





「お嬢じようさま」


　深海のような暗みに、ちかっ、と音がはじけた。


　──既聴感デジヤ・アンタンデユ。





　美しい屍しかばねでしかなかった少女の睫まつ毛げが、そよ風に触れたかのように震ふるえた。


　ゆっくりと上じよう昇しようする瞼まぶたの向こうにあらわれた眸めは、黄昏たそがれの色。


「いかがですか？　お体の機能に不具合はございませんか？」


　侍じ女じよの問いかけに応じて、うっすらと開いた桃とう唇しんが、はじめて言葉を発する。


「ピース」


　天使がもしも人語を口にするとしたら、祈いのる民衆は、この声を聴きくにちがいない。


　柩から持ちあがった雪像のような右手が、ピースサインを作っていた。


「センスが古いです」


「おばあさんですから」


　にっ、といたずらっぽく歯を見せた少女の表情は、ユーフロジーヌのものに相そう違いなかった。


　たしかに、姿は別のものだ。双ふた子ごのように瓜うり二ふたつではあるものの、目鼻の細密な造作にはあきらかな差異がある。疵きずもない。三百年、顔にこびりついていた不幸、恐きよう怖ふ、懊おう悩のう、孤こ独どく、そうした内向きの暗さが、ぬぐったように落ちている。


　少し吊つり目気味の大きな双そう眼がんや、きゅっと上がった唇くちびるの両りよう端たんには、どこか奔ほん放ぽうな、小こ悪あく魔まのような甘あま酸ずっぱい香かおりさえあった。


　それにもかかわらず、その表情にまとわりつく雰ふん囲い気きのやわらかさは、ユーフロジーヌ以外のだれのものでもない。


　からっぽの器うつわに、魂たましいが入ったのだ。


「そこにおかけになってください。傷口を縫ほう合ごういたします」


「うん」


　頭がずれないように両手で固定しながら、ユーフロジーヌは新調したばかりの体を注意深く起きあがらせ、柩から出た。


　古いオルガンの椅い子すに腰こしかけ、切断部の処置をアルマにまかせる。針金と接せつ着ちやく剤ざいで頸けい椎ついを接合し、筋肉をつなぎあわせ、皮ひ膚ふに針をはしらせる。


　その間、ユーフロジーヌの緋ひ色いろの眸は、柩の蓋ふたの上に寝しん臥がする少女をながめていた。


　こうして、他者の目になって見てみると、なんと哀あわれな娘だろう。


　醜みにくい疵きず痕あとに、みすぼらしい被ひ服ふく、それに片手の指は欠け、喉のどもとの肉は爆はぜ、顔面の半分はざくろのようだ。あちこちに軽い焦こげ痕あともある。足の爪つめがほとんどはがれていることに、はじめて気がついた。


　ユーフロジーヌは、その体にきざまれた新旧三百年ぶんの疵を、ひとつひとつ視線でなぞり、思い出す。


　あれはヴェネツィアでの手術の痕、あれはリトアニアで受けた剣けんの疵、あれはドイツ騎き士し修道会に射られた矢疵、あれはお屋敷を焼かれたときの火傷やけど、あれはイスパニアで神聖庁サント・オフイシオの異い端たん審しん問もん官から拷ごう問もんを受けた痕、あれはスイス傭よう兵へいに撃うたれた鉄てつ砲ぽうの疵、あのてのひらの疵は胡こ椒しようの瓶びんをにぎりつぶしてしまって、その怪け我がをお父さまが縫ぬってくださったのだった……。


　肉を突つく針のやさしい感かん触しよくがよみがえり、ユーフロジーヌは手の指をにぎった。


　真新しい、石せつ膏こうのようなてのひらに、さくら貝の裏側に似た光こう沢たくをもつ爪が、わずかにくいこむ。


　いやな出来事もいい想おもい出も、あの体にはしっかりと記録レコードされている。それを忘れないようにしよう、そうユーフロジーヌは決めた。


「おわりました」


　アルマが道具を鞄かばんにしまい、かわりに懐かい中ちゆう時計を出した。この倉庫にあったもので、戦前、東京大学の前身である第一高等学校の優等生に贈おくられた恩おん賜しの銀時計だ。


「もうじき約束の三十分です。人間たちは、平和裡りの解決をのぞんでいないようです」


「あなたも、でしょう？」


「ご冗じよう談だんを。わたくしは争いごとを好みません。できることなら、彼らには自殺でもしていただきたいものです」


「な、なんていうことを言うの！」


　侍女の両りよう肩かたに手を置いて、ユーフロジーヌは真っ正面から相手の顔を見つめた。


「自殺だなんて、産んで育ててくださったご両親に申し訳ないわ。だれにも理解されないと思っていても、あなたが死ねば悲しむ人はどこかにきっといるし、それに生きてさえいれば、かならずいいことだってあるのよ。自じ慢まんじゃないけれど、わたしなんて、ふつうの人なら通算八百回は死ぬくらいひどい目に遭あってきたけれど、一度も自殺なんてしたことないわ。できなかったんだけれど」


「お話はもっともですが、わたくしを説得されても困ります」


「……え？」


「ですから、わたくしは自殺などするつもりは毛頭ありません」


「そうでしょうとも」


「では、今の体験談をからめた熱弁はなんだったのですか」


「……さあ？」


　迷めい惑わくそうに目をほそめるアルマと顔を突きあわせたまま、ユーフロジーヌは首をかしげた。


　アルマの仏ぶつ頂ちよう面づらに、ふと不安の影かげがよぎった。


「まだ、新しいお体に馴な染じんでらっしゃらないようですね。頭の回転が遅おそいというか……回転軸じくがずれまくっています」


「そ、そうかしら」


「まあ、もともと出来がいい頭ではありませんでしたから、多少、具合がおかしくなったとしても、さしたる影えい響きようはないでしょう。だいじょうぶです」


「……だとしても、馬ば鹿かにされているかそうでないかくらいはわかるのよ？」


　ユーフロジーヌの、ほわん、とした無む垢くなほほえみの裏から、剣けん呑のんな威い圧あつ感かんをおぼえて、アルマは顔をそらした。取ってつけたように咳せき払ばらいをする。


「おそらく、一時的な違和感にすぎないと思います。ところで、今をもって、三十分の期限が経過しました。時間切れタイムアツプです」


「もう五分くらい待ってあげたらどう？　先方にも事情があるのでしょうし」


「こちらにも事情があるのです。五分の時間を、彼らと競きそうことになるかもしれません」


　どういう意味だろう。侍女の言葉の意味合いを判じかねるユーフロジーヌに、一枚の折りたたまれた紙が手て渡わたされた。


　開いてみると、それは大学と周辺の地図であった。


「お嬢さま、走ってください」


「はい？」





　八月の夜明けは早い。


　気象庁の発表を信じれば、この季節、五時前にはすでに太陽が顔を見せているはずだ。


　しかし、今、須す藤どう裕ゆう紀きはまだ夜の中にいた。


　頭上に錯さく綜そうする樹木の枝葉が、払ふつ暁ぎようのあわい光を吸収し、地上にはわずかな分け前しかこぼしてくれない。


　道は暗いが、しかし、空気は冷たく、むしろ快適といえた。風が、体の熱を汗あせとともに吹ふきさらってくれる。森林の湿しめり気けも、焼けつく喉を癒いやしてくれた。


「高校以来、だよな」


　アスファルトを蹴ける両りよう脚あしのテンポにあわせて、裕紀は独白する。


　走行中に声を発するのは、呼吸の乱れにつながるが、沈ちん黙もくはおそろしかった。


「ちくしょう。やっぱ、なまってるわ」


　大学の裏門を出てから、まだ二十分もたっていない。高校時代は、陸上部の朝練で、毎日、三キロは走っていたものだが、怠たい惰だな大学生活は、すっかり足あし腰こしの筋肉や肺活力を奪うばってしまったとみえる。


「まあ、下りなだけ楽だけど」


　だが、坂道を駆かけおりるのは、足を前へ出せば体が進むとはいえ、膝ひざには負担がかかる。


　大学から最も寄よりの人家まで、最短距きよ離りであるこの車道を走れば、人の足でも三十分前後で到とう着ちやくするはずだが、それは考えていたよりも苦しい道のりになりそうだった。


　だが、足をゆるめるわけにはいかない。一秒一秒が、生命と同じ重さなのだ。


　ふもとの商店街が見えたら、コンビニでも八百屋でもいい、電話さえあれば。警察に通報して、助けを呼ぶのだ。説明なんて悠ゆう長ちようなことはできない。とにかく大勢の警官に大学へ向かってもらう。


　それが裕紀の役目だ。その肩に、いや、足に仲間たちの安否がかかっている。


「走れメロスだ、こりゃ」


　メロスよりも気楽なことは、復路の心配をしなくていいことだが、そのかわり磔はりつけにされかねないセリヌンティウスは四人もいる。そのうちひとりは、もう磔台に縛しばられ、槍やりの穂ほ先さきで脇わき腹ばらをちくちくやられているのも同然だ。


「昌まさ弘ひろ……殺されたりしてねえよな？」


「だいじょうぶ。ご無事ですよ」


「そっか。よかった」


　安あん堵どの息をついた直後、裕紀の心臓は破は裂れつしかけた。


「お、おまえ、どうやって!?」


「どうって、走ってきたんですけど」


　右横にならんで走る少女は、頭の両側で二すじにたばねた銀ぎん髪ぱつをなびかせ、不思議そうに目をまたたいた。その可か憐れんな顔が、裕紀よりもずっと高い位置にある。


　スカートをひらめかせて跳はねる彼女の細長い両脚が、裸足はだしで白いガードレールを踏ふんでいるのを見て、裕紀は気が遠くなった。


「口くち裂さけ女が時速六十キロで走るって、本当かもしれない……」


「わたし、お口なんて裂けてません」


「あんたのことじゃなくて、そういう妖よう怪かいがいるっていう伝説が……って、悠長に説明してる状じよう況きようじゃねえよ。来るな！」


　半はん狂きよう乱らんで振ふりはらった裕紀の腕うでは、ユーフロジーヌの足をすくって、ガードレールから車道の外側の断だん崖がいへと叩たたき落とす──ことはできなかった。


　ひょい、と跳ちよう躍やくしたユーフロジーヌは、刃は物ものの上をわたる軽かる業わざ師しのように、難なく白い鉄板の縁へりに降りる。


「うわぁ！」


　バランスを失った拍ひよう子しに、足をからませて転てん倒とうした裕紀は、路面を一転し、ガードレールの下をくぐって空中に飛びだした。


　落差十メートル以上の崖がけだ。


　青年を不本意な投身自殺から救ったのは、たおやかな二本の細腕だった。


　シャツの奥おく襟えりをつかまえ、自分よりも体重がある裕紀を宙ぶらりんにしたユーフロジーヌは、膝をかがめ、ぎゅっと両の足指をちぢめてガードレールをつかんでいる。二人ぶんの重量を虚こ空くうにささえているのは、その小さな十本の指だけであった。


「だいじょうぶですか？　早まったことをなさらないでください」


「………」


「よいしょっ、と」


　呆ぼう然ぜんと青ざめた裕紀を、さながら幼児にでもそうするように路上に立たせてから、ユーフロジーヌは腰に手をあて、ちょっときびしい顔をした。


「あのですね、命を粗そ末まつにしてはいけませんよ？」


「……ありがとう」


「いえいえ」


　めずらしく自分が他人に説教できる立場にいることが気分よく、しかし照れくさくて仕方ないという様子で、ユーフロジーヌは右手をひらひらさせた。


　ぴょん、と路面に降りてから、ちょっと遠えん慮りよがちに笑いかける。


「若いときは、何かと自暴自じ棄きになってしまうものですけれど、みずから命を絶つおこないは神さまもお赦ゆるしになりませんし、ご両親を悲しませてしまいます。人生をやりなおすのは、いつからだって遅すぎるなんていうことはありませんよ」


「いや……今のは自殺未み遂すいじゃなくて、事故だから」


「え？　そうなんですか？」


　目をまるくするユーフロジーヌを、裕紀はまじまじと直視した。


「おまえ、あのゾンビ女だよな？」


「そういう呼び方は失礼だと思うんですけど、たぶんそうです」


「顔が……髪かみの色も変わった？　まさか疵きずが治ったのか？　あんな大おお怪け我がが？」


「あ、お気づきになりました？　体を換かえたんです」


　髪型を変えたことを友人に指し摘てきされたとき、妙みよう齢れいの少女がはにかむのと同じ表情で、ユーフロジーヌはスカートの裾すそをつまんで、貴族らしくお辞じ儀ぎをしてみせた。


　外がい貌ぼうの変化以外の、もっと微び妙みような異変を、裕紀は感じたかもしれない。おそらく、それは明るさや屈くつ託たくのなさというべき、一種の魅み力りよくだったろう。


「おれを殺しにきたのか？」


「はあ。申しあげにくいんですが、そうなんです」


「じゃあ、なんで今、助けてくれたんだ」


「えっ？」


「ほっとけばよかっただろ。おまえが何もしなきゃ、おれは崖の下でぺしゃんこだ」


　言われてみれば、そのとおりだ。ユーフロジーヌは腕組みをして唸うなった。


「んー……ま、まあ、あれは武士の情けというものです。これからは真しん剣けん勝負ですよ」


　ユーフロジーヌの右手が腰のうしろに消えた。


　転てん瞬しゆん、リボンで結びつけられていた手て斧おのが、銀の光を引いてチアリーダーのバトン・トワリングのようにひらめき、ひたり、と刃やいばを獲え物ものに向けた。


「おれの運もここまで、って感じだな」
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　意外にも、青年は騒さわぎたてることも逃にげだすこともしなかった。木立の影を受けた顔にあるのは、恐きよう怖ふと絶望と諦てい観かん、そして、かすかな満足感だった。


　後ずさりながら、腰のチョークバッグから細い円えん筒とう形の道具を出したのを見て、ユーフロジーヌは身を硬かたくした。


「だけど、おれがおまえに捕つかまるのは、ある意味じゃあ予定どおりなんだよ」


　しゃがんだ裕紀の右手が、その赤い円筒の先せん端たんをアスファルトにこすりつけた。


　白い閃せん光こうにつづいて、化学的なピンクの炎ほのおがはじけた。同時に、毒々しい色の煙けむりが、まるで絵の具のような濃のう度どで噴ふん出しゆつする。


「ばっ、ばっ、爆ばく弾だん!?」


　ユーフロジーヌの舌がもつれた。この人間は、自分を道づれに自決するつもりなのだ。命を粗末にしてはいけないって言ったのに。


「ハ、ハラキリですか!?　バンザイですか!?　カミカゼですか!?」


「おまえは三十年前のアメリカ人観光客か？」


「ド、ドイツ生まれですっ。アメリカはきらいですっ」


「落ちつけ。これは爆弾じゃねえよ」


「……はい？」


　半べそをかきながら、意味もなく足あし踏ぶみしたり、目と上半身だけで右往左往していたユーフロジーヌは、操者が手を止めた瞬間の操り人形みたいに、ぴた、と身動きをやめた。


　そういえば、煙ばかりは景気よく出るものの、一向に破裂する気配がない。


「こいつはただの発はつ煙えん筒とう。合図だ」


「合図？」


　あっ、とユーフロジーヌは息を呑のんだ。


　この若者は、警察に助けをもとめるために下山した。それは分が悪い賭かけだ。無事に民家までたどりつけたら勝ち、追いつかれれば負け。三十分のアドバンテージがあるとはいえ、競走の相手が尋じん常じような脚きやく力りよくとは考えていなかっただろう。


　危険な役目だが、彼にも利益はある。一抜けできるからだ。


　とにもかくにも、追っ手よりも先に繁はん華か街がいに逃げこみ、警察に保護されてしまえば、身の安全は保証される。その後、警察隊が大学に到着するまで、仲間たちは恐怖と危険に耐たえなくてはならないが、彼だけは別の場所で疲つかれた体を休めることができるのだ。


　結果的に、彼は賭けに負けた。しかし、それは人間たち全員の負けではないのだ。


「狼煙のろしですね、それは」


「そういうこと。何も、おれ自身が生きて警察署に駆けこむ必要はないんだ」


「……まだ空は暗いですし、ここは樹木が邪じや魔まをして煙が高くのぼりません。ふもとの町のみなさんだって、この時間ではほとんどまだお休みになっていると思います」


「勘かん違ちがいしてるみたいだな。これは外部の人間への合図じゃないんだよ。ちゃんと見てくれているやつがいるんだ」


　みずからの生命をあきらめた者の落ちつきが、青年に奇き妙みような威い厳げんをあたえていた。


　ユーフロジーヌは気け圧おされて、唇くちびるを嚙かんだ。どうやら、自分は後手にまわってしまっているらしいという焦あせりもあった。


　問いつめなくては、そう勢いこんで口を開いたユーフロジーヌより早く、その声が詰きつ問もんを放っていた。


「なんだい、この煙は？」


　三十代後半ほどだろうか。背の高い男だった。


　背せ丈たけだけでなく、肩かた幅はばも広い。胸むな板いたも厚く、白いスラックスパンツの太ももの部分は生き地じが張りつめていた。趣しゆ味みのよくない紫むらさき色いろをした柄がらものの開かい襟きんシャツの胸もとで、これまた悪趣味なネックレスが純金のきらめきを見せつけている。フレームのないサングラスは、紫し外がい線を遮しや断だんするためというより、表情に迫はく力りよくを増す役割を担になっているようだ。


　スラックスと同色の背広を右手で肩にかけ、額に汗あせしているところからすると、今、この山道をのぼってきたところらしい。


「おい、お兄さん。その煙は消せないのか？」


「で、電話！」


「ああ？」


「携けい帯たい電話！　もってませんか？」


　藪やぶから棒にすがりついた裕紀の形相に、男はぎょっとあごを引いた。が、すぐに細く剃そった眉まゆを器用に使って、苛いら立だちを主張する。


「ああ、ケイタイなら」


　上着の内ポケットから出てきたのは、五つほどの携帯電話の束であった。


　それぞれに昇のぼり竜りゆうや弁財天などの個性的すぎるペイントがほどこされている上、ディズニーやサンリオのマスコットキャラクターのぬいぐるみがごってりと塊かたまりになっている。


「見苦しいが、仕事用、組長オヤジ直通、家庭用と使いわけてるんだ。ちなみに、ストラップは自分の趣味だ」


「貸してください。早く！」


「落ちつきな、兄さん。いいかい、おれがどんな人間に見える？」


「やくざでしょう」


「そう。いわゆる暴力団ってやつだ。そういう人間にものを頼たのむときは気をつけないといけないな。やくざの貸しは三倍返し、というだろう？」


「いいから、さっさと貸してくれ！」


「だめだ。何もいじわるで言うんじゃない。あんたの将来のためだ。どんなに困っても、おれみたいな職業の輩やからに頼み事をするもんじゃない。ほかを当たるんだな」


「そんな場合じゃないんだよ！」


　男の太い腕に突つきとばされ、発煙筒を手落としながらも、裕紀は必死に叫さけんだ。


「あんた、あいつが見えてないのか？」


「ん？」


「は、はじめまして」


　ゴリラのような巨きよ軀くにおびえ気味で、ユーフロジーヌは硬い笑えみをつくった。


「これはどうも。こちらこそ、はじめまして」


　気の弱い相手なら目つきだけでも胃い潰かい瘍ように追いこめそうな強面こわもてに反して、男は律りち儀ぎに頭をさげて挨あい拶さつを返した。直後、ぐい、と裕紀の首っ玉をつかまえて、耳もとに口を寄せる。


「──おい。なんでこんなところに外人さんがいるんだ？」


「それより、子供がでっかい斧もってる不自然さに驚おどろけよ！」


「苦手なんだ、海外あつちの人間は。ここだけの話、若い衆つれて面倒みかじめ料の回収に店ぇまわるときも、応対に金きん髪ぱつ女でも出された日にゃあ、緊きん張ちようでガチガチさ。言葉が通じなかったらまずい、日本人は失礼だと思われやしないか、と冷や汗が出る」


「……やくざ向いてないんじゃないですか？」


「そう思うときもあるが、お兄さん、おぼえておくといい。人間ってのはどんな環かん境きようでも働く努力を怠おこたってはならないんだ。向き不向きもあるだろうが、このご時世、贅ぜい沢たくはいえないだろう。仕事がうまくいかねえとき、なんやかやと運や他人のせいにしたがる野や郎ろうも多いが」


　女性的なメンソールの煙草たばこを口にはさみ、男は地面に転がっていた発煙筒を手にとって火をつけた。


「まわりに原因を探してるうちは、まだ人間として未熟。精神論でいっているんじゃないぜ？　人間の一生は世界との戦いだが、けっして二極対立の論理に陥おちいるべきじゃない。その摩ま擦さつから生じるのは、原理主義の甘ったれた考えだけだ。自分も世界の一部だと理解すれば、どんな理り不ふ尽じんなこと、残ざん酷こくな日常だって受けいれられるもんさ」


　抛ほうられた発煙筒が、魚のはらわたのような煙で放物線を残して、崖がけ下したに去った。


　その軌き跡せきを追う男の眼まな差ざしは、深く傷ついた求ぐ道どう者のそれである。


「社会に出た以上、仕事は大人の義務だ。税金どうのこうのって話じゃなくて、自分の人生の舵かじを取ることが義務づけられているんだ。お兄さんたちみたいな若い人にはまだわからないだろうが、仕事をして生活するってのは、それだけでもきついことさ。だが、仕事を日々のルーティンにしてしまうと、人間は死んでしまう。生きるために仕方なく、なんて言い訳をしている連中は、まだ人生を歩きだしてさえいない。自分が生まれた幸運、ここに在る意味……常に死という終点を念頭において、なお自己の可能性を吟ぎん味みし、全力で追求しつづけることが、人生なんだ」


　軽く頭上を仰あおいだ大男の両眼を、木漏もれる朝焼けの陽ひが細めさせた。


　お、おー、と感かん嘆たんにうめき、ユーフロジーヌは拍はく手しゆをした。右手は斧をにぎっているため、ぽふぽふ、と気の抜ぬける音しかしないが。


「むずかしくてよくわかりませんけど、なんとなく感動しました」


「いやいや、よしてくれ、外人さん。ご覧のとおり、おれは親にも見放された、しがないやくざ者さ。素人しろうとさんがた相手に語れるような自じ慢まんはひとつもない」


　男の薄うすい唇の隙間から出た紫し煙えんが、裕紀とユーフロジーヌの鼻先を通りすぎる。


「さしあたって、あんたたちに対して今おれがしなきゃならないことは、これだ」


　携帯電話と入れかわりに、上着から男が引っぱりだしたのは、もはや驚くほどのものではない。拳けん銃じゆうだった。ただし、警察官のそれとはことなり、自動式オートマチツクである。


「おれに出くわしたのは運がなかったとあきらめてくれ。殺しはしないから安心してほしい。ただ、警察マツポにたれこまれると困るんで、少しつきあってもらう」


「運がないのは、あんたのほうだと思うな」


　平素であれば、銃器はもちろん、この男の外見だけでも裕紀は震ふるえあがっただろう。しかし、今は、そんなものは比ではない脅きよう威いが、すぐ間近に存在しているのだ。


　どれだけ危機的な場面に遭そう遇ぐうしてしまったのか自覚していない男を、憐れん憫びんの目でながめる。


「あんた、となりの市で警官に怪け我がさせたっていう暴力団員だろ？　ニュースで逃とう走そう中だっていってたけど、逃にげる場所をまちがえたね」


「どういう意味だ？」


「その事件なら、わたしもパソコンで読みました。あなたが犯人さんだったんですね。たしか、お名前は田た代しろさん」


「そこまで知ってるんじゃあ、ますます逃がすわけにはいかないな。この先の大学から来たんだろうが、引き返してもらおう」


　銃口越ごしの脅迫は、ユーフロジーヌの顔をぱっと明るくした。


「大学にもどるんですか？」


「そうだ。ちょうど休きゆう暇か中なら、人も少ないだろう。お尋たずね者が身を隠かくすには絶好の場所だ。運よく、こうして人ひと質じちとも巡めぐり合えたことだしな」


「よかった！」


「いや、よくはないだろう。あんたたち側にしてみたら」


「わたし、これから急いでもどらなきゃならないんです。その人のこと、しばらくお願いします。大学にお友達がいるので、つれていってあげてください。わたし、一足お先に向こうへ行きます」


「一足お先じゃなくてな……話を聞いてるのか？　あんたもいっしょに来るんだ」


　拳銃の狙そ点てんを少女の胸の中心にさだめながらも、田代の岩をけずったような横顔は、戸と惑まどいに揺ゆれ動く。


　ユーフロジーヌの言動は、裕紀にとっても予想外だった。


「おまえ、どこに行くつもりだよ？　おれを殺しにきたんじゃないのか？」


「ごめんなさい。あなたは後まわしです。逃げられちゃう心配もなさそうなので」


「……まさか、おまえ」


「わたし、わかっちゃいました」


　半分はもったいぶって、半分は気の毒に思って、ユーフロジーヌは微び笑しようした。


「さっきの狼煙は、助けを呼ぶためじゃなくて、お友達に連れん絡らくするためですよね？　あなたの目的は町へ出て、助けを呼ぶこと。けれど、それだけじゃありません」


　発はつ煙えん筒とうは、裕紀の試みの失敗を知らせる合図であるが、それは同時に、構内に残った三人が別の行動を起こすための布石だ。


　裕紀が失敗したということは、そこにユーフロジーヌがいるということ。すなわち、地下倉庫で阿あ部べ昌弘を見はっているのが、アルマだけであることの証左であった。


　今まで、裕紀が逃とう亡ぼうを図はかることも抵てい抗こうもせず、眼前の殺人者とのんきに会話をつづけていたのも、時間を引き延ばすための自己犠ぎ牲せい的なやり方にちがいない。


「死体のわりに、頭がまわるじゃねえか」


「えへへ、新品の体にしたおかげですかね？」


「だが、いくらおまえが健けん脚きやくでも、今から間にあうかな。もう相棒のちびは殺されてるかもしれないぜ？」


「わたしが言うのもなんですけれど、あの子、とっても悪わる知ぢ恵えが働くんです」


　ユーフロジーヌは左手を腰こしへやり、斧おのを右手で指揮棒タクトみたいに振ふった。


「ひょっとしたら、あなたのお友達のほうが危ないかもしれませんよ？　それに、もしもあの子に何かあったら、わたし、あなたたちを全員殺します。何百年かけても」


　おっとりした所作とはまるで逆に、その赤い眸めは冴さえている。


　裕紀は絶句した。


　ユーフロジーヌはかまわず、ガードレールに飛び乗ると、蚊帳かやの外で手持ちぶさたに拳銃をかまえていた田代に向きなおり、ぺこり、と低頭した。


「それじゃ、その人のことお願いします。逃がしてあげたりしないでくださいね」


「それはもちろん……いや、待て。あんたが逃げてどうする？」


「撃うて！」


「なんだって？」


「撃つんだよ、早く！」


　嚙かみつかんばかりの裕紀の剣けん幕まくに、いかついが不思議と理性を感じさせる巨漢の顔立ちが、やおら険しさをにじませた。


「馬ば鹿かなことをいうものじゃない。人間を撃ハジくってのがどういうことか、堅かた気ぎのあんたにはわからないのかもしれないが、軽々しくはやしたてるのはよすんだ」


「やくざが四の五の言うな！　撃つ気がないなら、よこせ！」


「乱暴はよせ」


　およそ暴力団員らしからぬことを口にして、青年の胸を押しもどしたはずみに、田代の右手の拳銃が咆ほう吼こうした。


　とっさにかかげた斧の刃やいばの部分に、ぢっ、と鮮せん烈れつな火花が咲さいた。


「ひゃあ！」


　弾だん丸がんは防いだ。が、とてつもない衝しよう撃げきに、声を裏返らせたユーフロジーヌの体が、ガードレールの上で反りかえる。


「落ちろ！」


　田代の脇わきの下をかいくぐるように手を伸のばした裕紀が、ごつごつした男の手の上から拳銃をつかみ、無理矢理、引き金を押しこんだ。


　二度、たてつづけの発はつ砲ぽう音が山やま間あいにこだまする。


　火花とともに、白い塗と料りようが飛散した。銃弾はガードレールにふたつの穴を穿うがっただけだ。


　そこに佇ちよ立りつしていた少女の姿はない。


「なんてことを！」


　石みたいな拳げん骨こつを頰ほおげたに受けた裕紀がもんどり打って転がるのを捨て置いて、田代はガードレールに駆かけより、身を乗りだした。


　崖下に目をやるが、そこに彼が予期したような悲ひ惨さんな情景はなかった。


　ユーフロジーヌは、車道のすぐ下にぶらさがっていた。


「ぶ、無事だったのか」


「はい。ご心配おかけします」


　手にした斧の鉄てつ刃じんが、絶ぜつ壁ぺきからはえた樹木の幹にひっかかっている。


「待ってな。今、ロープのかわりになるものを……」


「あ、お気づかいなく。わたし、このまま失礼しますから」


「このままって、あんた」


　男の困こん惑わくを、ユーフロジーヌは行動によって、驚きよう愕がくに変えた。


　そろえた両足を大きく蹴けりあげ、体を振り子のように揺らすと、反動と遠心力を味方にして空中に舞まいあがる。さながら、体操選手のように。


　田代の頭上に張りだした樫かしの木の梢こずえに左手をかけ、そこでふたたび勢いをつけると、今度はさらに大きく飛ひ翔しようして、崖の中腹にあるさっきとは別の樹きの幹に降りる。距きよ離りにして二十メートルも離はなれたところだ。


　ざっ、と葉が散り、幹は釣つり竿ざおのようにたわんだ。


　そのばねを最大限に利用して、ユーフロジーヌは跳ちよう躍やくした。


　猛もう禽きんが羽ばたく姿に似ていた。一いつ瞬しゆんにして、その影かげは田代の視界から消え去った。


「……なんていう身軽さだ」


「これでわかっただろ。あいつのことが」


「ああ……来日中のボリショイ・サーカスの団員。そうだな？」


「うん。ぜんぜんちがう」


「だろうな。ボリショイ・サーカスが来日しているなんて話は聞かないからな」


　肩かたをすくめ、汗あせでずれたサングラスを指でなおした田代に先立ち、裕紀は歩きだした。坂道を、上に向かって。


　その背中に、田代の右手が差し向けられる。硝しよう煙えんのにおいをまとった銃口とともに。


「どこへ行くんだ？」


「学校におれをつれていくんじゃないの？」


「いやにものわかりがいいじゃないか。逃げないのか？」


「あんたはどうせ、おれを町に逃がしちゃくれないんだろ？　だったら少しでも早くもどって、昌弘を──友達を助けなくちゃならないんだ」


　吐はいた唾だ液えきが、日ひ陰かげの土を赤黒くした。先ほど、田代の太い腕うでで殴なぐられたとき、口の中の肉を切ったのだろう。


　昌弘をはじめ、修しゆう一いち郎ろうや眞ま子この身が案じられるが、今はできることをするほかない。そして、ユーフロジーヌには気取られなかったが、あの発煙筒には、もうひとつの意味があったのだ。


　それはもう、はじまっているはずだった。


「何も走ることはないだろう」


「急ぐんだ」


「事情があるみたいだな。さっきの外人さんと関係あるのかい？」


「そうさ。あんたも、もう巻きこまれてるんだぜ？」


「あの娘こがふつうじゃないことはわかった。だが、話は大学についてから聞こう。発煙筒や銃声がだれかの注意を引かなかったともかぎらないからな」


　上着の袖そでを腰に巻きつけると、田代は巨漢らしからぬ加速で、若者を追い抜ぬいた。


　逆三角形の筋肉で形成された背中が、みるみる曲がり道を遠ざかる。


「もたもたしていると、置いていくぞ」


「……おれを置いてってどうするんだよ」


　人質も何もないもんだ、とあきれる裕紀だが、さすがに拳銃を所持した相手を出し抜こうというほど果断にはなれなかった。





　たしかに、第二次世界大戦の前に建設された建物というだけのことはある。


　地下の物置は、数十年という時間を文化的な側面からけずりだし、それらを陳ちん列れつしている民みん俗ぞく資料館であった。


「さっきから、何してるんだい？」


「あなたに説明する必要性を感じません」


「つれないこと言うなよ。今は密室にふたりっきりじゃないか」


「では教えてさしあげます。わたくしが今しているのは、あなたを殺す準備です」


「まあ、そうだとは思ったけど……」


　後ろ手に縛しばられ、巨きよ大だいな木製の棚たなを背にして座りこんだ青年は、聞かなければよかったという顔をした。


「無む駄だだと思うけど、一応言わせてもらうと、おれを殺すのは損だと思うぜ。万が一のとき盾たてにできる人質だろ？」


「わかっています。今は殺しません」


　アルマは、倉庫じゅうを物色して集めた物品を、段ボール箱の上にならべて、念入りに調べはじめる。


　ライター用オイルの缶かん、旧式のガス焜こん炉ろ、ガスボンベ多数、七輪、ビニール袋ぶくろいっぱいの黒い塊かたまりは木炭だ。本当は練炭が望ましいのだが、そう都合よく道具がそろうわけもない。


「一酸化炭素か」


「はい。致ち死し性が強い上、特別な技能もなく製造できる毒ガスです。ここのような閉へい鎖さ空間では不完全燃ねん焼しようを起こすのも容易ですし、最大限の効果があるでしょう。さらに、無色、無む臭しゆうですので、あなたの仲間たちに気づかれる心配もありません」


「きみは脱だつ出しゆつするつもりか？」


「いいえ。お嬢じようさまがお出かけになってから、じき十分がすぎます。もし、人間たちがあなたを見捨てて全員で逃にげだしたのなら、今ごろ、道半ばにして皆みな殺ごろしでしょう。ですが、おそらく彼らも、そのような無む謀ぼうな試みはおこなわないと思われます」


「だろうな。助けをもとめる使者はひとりでいい。残りは全員、安全な場所で身を隠かくしているほうが無難だ」


「ええ、ですが、仮に彼らにいま少しの勇気と知ち恵えがあれば、ここに来るでしょう。お嬢さまの留守の隙すきに、あなたを助けるために」


「……そんな危ない橋をわたるかな、あいつらが」


「どうでしょうね。わたくしよりも、あなたのほうが彼らの性情を知ち悉しつしているのではありませんか？　友情はどうしたのです？」


「友情は疑わないが、しょせんはただの学生だからな。警察や軍隊じゃねえんだ」


「あるいは交こう渉しようにやってくるかもしれません。お嬢さまがいなければ、精神的にも優位に立てるでしょう。いずれにせよ、わたくしはそうした可能性を考慮して、対策を講じるまでです」


　アルマは床ゆかに置いた七輪に木炭を容いれ、ライター用オイルをじゅうぶんに注いだ。両手でにぎったジッポの火打ち石を、小さな親指で摩ま擦さつさせる。


「やっ……！」


　予期せぬほどの勢いで、ぼわんっ、と膨ぼう張ちようした青い炎ほのおにびっくりして、尻しり餅もちをついてしまう。


「だいじょぶかい？」


「……オイルの燃焼性を過小評価していました」


　にやにやした昌弘の視線を背中に感じつつ、アルマは澄すました挙きよ措そで立ちあがり、おしりの埃ほこりを払はらった。黒いスカートの生き地じに白い汚よごれは目立つ。


「やっぱり子供だな。火遊びはよしたほうがいいよ」


「ご忠告、痛み入ります。あいにく、わたくしはあなたより年配ですが」


　耳を赤らめながらも、表情は憮ぶ然ぜんとして、アルマは火が収まるのを待ってから、七輪の上に段ボール箱をかぶせた。把とつ手ての穴があるので、酸素の供給にさしつかえはない。


　この場に、ユーフロジーヌがいないことが幸いだった。失態の目もく撃げき者は、すぐに彼ひ岸がんの住人となる運命にある。


「一酸化炭素中毒でおれを昇しよう天てんさせてくれるのはいいとして、この部屋にいるなら、きみだって危ないだろ。おれと心中するつもりなら別だけど」


「そのようなつもりはありません。わたくしの体は、あなたがたと構造がちがいます。血液中のヘモグロビンによって酸素を運うん搬ぱんするわけではないので、ＣＯガスは無害です」


　しかし、人間たちにとっては、大気中にわずか０・１５％が含がん有ゆうされるだけでも死につながる危険な気体なのだ。たとえ死にはせずとも、急性中毒によって嘔おう吐とや神経麻ま痺ひ、昏こん倒とうなどの症しよう状じようにおちいり、行動能力はいちじるしく減げん衰すいする。


「公平フエアじゃねーな……」


「とんでもありません。生物としての──という表現が適切かどうかはわかりませんが──性能でいえば、わたくしは人間にくらべて脆ぜい弱じやくです。体力の勝負では勝ち目がないことは明白ですので、自分にとって有利な方法を選せん択たくしたまでです」


「おれたちが、きみを囮おとりにしてお嬢さまに罠わなを張ったように、か」


「そのとおりです。あとは、わたくしは待つだけです」


　引きずってきたオルガン用の椅い子すに、アルマは行ぎよう儀ぎよく腰こしをおろした。


　まるで名門私立小学校の面接のように、青年と向かいあう。


「あなたが死ぬのが先か、お仲間がやってくるのが先か、それとも、それより早くお嬢さまがおもどりになるのか。ほどなく答えがはっきりするでしょう」


「もうひとつ」


　不意に、青年が腰を伸のばした。アルマは警けい戒かいしたが、じゅうぶんな距離をたもっている。味気ないが重じゆう厚こうな陳列用の棚から、彼は動けないはずだ。


　昌弘の端たん麗れいな面相がゆがんだ。


　それは憤ふん怒ぬのためかと思われたが、そうではないことをアルマはすぐ理解した。


「もうひとつ可能性があるんじゃないのか？」


　天てん井じよう近くまで高さのある棚が、大きく傾かしいだ。ぎっ、ぎっ、と木材たちの呻しん吟ぎん。


　昌弘の体を緊きん縛ばくするロープは、棚の中を通して縦板に何度も巻きつけられている。どんなに力のある男でも、それをちぎって脱出することは不可能だ。だが、棚そのものを破は壊かいしてしまえば、少なくとも身動きはできるようになる。


　彼は、背中で棚を押し倒たおすことで、それをやってのけた。


　とてつもない轟ごう音おんだった。


　縦二・五メートル、横よこ幅はばにいたっては五メートルはある陳ちん列れつ棚だなが、そこに収納してあったおびただしい品々を道づれに、床へと倒れこんだのである。局地的な地じ震しんといってもいい。


　無数の瓶びんがくだけてホルマリンが飛び散り、ゴムのように白茶けた胎たい児じや人体の一部、小動物たちが逃げだした。化石標本の三さん葉よう虫ちゆうが真っ二つになり、アンモナイトの殻からが欠け、羊歯しだ植物がばらばらになる。筐はこの中に縫ぬいつけられていた数万匹びきの蝶ちようや甲こう虫ちゆうが、いっせいに床に躍おどった。もうもうたる埃にまぎれて羽ばたくのは、色あざやかな浮うき世よ絵えや春画、明治期の新聞や錦にしき絵えたちだ。


　棚は、隣りん接せつするもうひとつの棚をも巻きこんで倒壊した。下した敷じきになった段ボール箱のいくつかは、中身もろともひしゃげている。


　やや離はなれたところにある管楽器たちが、しつこく共鳴の余よ韻いんを引いて、震動のすさまじさを主張した。


「なんて粗そ野やな……」


「悪かったな！」


　両耳をふさいで、けたたましい騒そう音おんに耐たえ、空気の震ふるえに首をちぢめていたアルマは、ぎょっとして顔を前にもどした。


　そのあごを、白い革かわのサンダルがしこたま蹴けりあげる。


「借りるよ」


　椅子といっしょに後方へ転がったアルマに断ってから、床に落ちていたライターをサンダルで踏ふみ、昌弘はそれを器用につま先で宙に蹴飛ばした。小腰をかがめて、頭上を越こえさせたそれを、後ろ手でつかまえる。


　安物のロープの樹じゆ脂し素材は、刃は物ものよりも、むしろ熱に弱い。


「あち、熱あっちぃ」


　じりじりとビニールの繊せん維いが溶とけはじめる。


「う……」


　寝ねている場合ではなかった。口と鼻から流れる血液が、ぼたぼたと床板を叩たたいて、紫むらさき色いろの水玉模様を描えがくのを見ながら、アルマはなんとか身を起こした。


　すぐそばの低い棚にあったガラスの花瓶をつかみ、無言のまま、投げつける。


「危ねえっ」


　若者の脚あしに蹴られて逸それたエミール・ガレの模造品が、地面に落ちて、水すい晶しようの雨あま粒つぶとなった。その破は片へんに彼がひるんだ瞬しゆん間かん、アルマは床を蹴った。


　俊しゆん敏びんな小動物のように、姿勢を低くして、肩かたから相手にぶつかる。


　どん、と強い衝しよう撃げき。腰だめにかまえた果物ナイフの切きつ尖さきを、男の脇わき腹ばらに埋まい没ぼつさせる。


「……残念」


　白はく刃じんは、シャツの腹部に触ふれるわずかに手前で止まっていた。アルマの左右の手首を、昌弘の両手がつかまえている。


「もう少し、きみが力持ちなら、やばかった」


「申しあげたように、わたくしの身体能力は人間に劣おとります」


「そうみたいだな」


「あっ」


　アルマの秀しゆう麗れいな顔がうしろに反り、魚の腹のように白い喉のどを見せた。手首を圧あつ迫ぱくする握あく力りよくと、肘ひじ関節にかかる荷か重じゆうに耐えられず、刃物が足もとに落下した。


「ほんとに細いんだな。簡単に折れちまいそうだ」


　空気をもとめるように空中を仰あおぐ少女の苦く悶もんの仕し種ぐさ、わなわなと震える半開きの唇くちびるに、嗜し虐ぎやく心をそそられたのかもしれない。ぐいぐいと腕うでに力をこめるたび、それに呼応して痙けい攣れんするアルマの姿体を楽しみながら、顔を寄せてささやいたのが、昌弘の失敗だった。


　苦痛に涙なみだぐみ、ひたすら天井を凝ぎよう視ししていた金褐かつ色しよくの双そう眸ぼうが、大きく開かれた両眼の中をすべって、彼の横顔をとらえた。


　瞬間、背筋を弓なりに反らしていたアルマの上体が、がばっ、と青年を抱ほう擁ようした。ごきゅ、と関節がずれるいやな音がした。


「こ、このガキ！」


　みぞおちを膝ひざで突つきあげられて、アルマの小しよう軀くは軽々と吹ふき飛んだ。


　楽器類をひっくり返して、音楽的な雑音を巻きたてつつ転倒したアルマは、脱だつ臼きゆうした右腕の肘にかまわず、ホルンやトロンボーンや木もつ琴きんを体でかきまぜるように這はいずりながら、部屋の奥へと進んだ。


　埃と汗あせと血にまみれて、物もの陰かげを匍ほ匐ふく前進するアルマの歯が、何か貝の肉のようなものを咬かんでいる。


　耳だ。昌弘の左側の耳を、咬みちぎったのだ。


「……ちくしょう。痛いってぇ……しゃれになんねえぞ、おい！」


　ひざまずいて絶ぜつ叫きようする昌弘の左ひだり肩かたは、真しん紅くに濡ぬれている。顔の側面を押さえた手の指の隙間から流れる血は、かなりの量であった。


　激痛に耐える彼の頭上で、透とおった破は裂れつ音がした。


　直後、空間の色しき彩さいが黒に沈しずみ、真っ二つに折れた白いガラスの筒つつが、すぐ間近の床に激げき突とつしてはげしく四散した。


「野や郎ろう、蛍けい光こう灯とうを……どこ行きやがった！　出てこいよ！」


「なんと陳ちん腐ぷな恫どう喝かつですか。出ていく理由がありません」


　部屋の隅すみ、槍やりを手にしてたたずむ西洋甲かつ冑ちゆうの背後に身をひそめたアルマ・Ｖは、相手の耳にとどかぬ声でつぶやいた。その耳の片方を咀そ嚼しやくしながら。


　右肘の関節部分の神経を引きむしる規則的な痛みをこらえ、急いでお仕着せのボタンをはずしていく。鼻血も丁てい寧ねいにぬぐっておかねばならない。人間とは色がちがう。


「体組織のサンプリングはこれで間にあいますが、あとは──」


　この騒そう乱らんの物音を聴ききつけて、階上の人間たちが早く来てくれることを願うばかりだ。


　こんなときこそ、ユーフロジーヌがいてくれたらと思うが、それは非理論的な願望である。いかに彼女の走力でも、これほど早く仕事を果たしてはもどってこられまい。


　本来、お屋敷の掃除ハウスキーピングを別にすれば、もっぱら頭脳労働が専門である自分が、まさかこんな野や蛮ばんなことをするとは……。


　扉とびらを打つ音がした。


　金属の板を、こつこつ、と拳こぶしが軽く叩く。ユーフロジーヌが帰き還かんしたのではない。決めてある合図とはノックの回数がちがう。


「……だれだ！」


「わたし」


　扉に駆かけより、ためらいの数秒をはさんで問いかけた昌弘に、外側から応じたのは、落ちついた少女の声。


「眞子ちゃんか」


　昌弘の体から緊きん張ちようが抜ぬけ、扉の横の壁かべに背中をつけて、ずるずると少し腰を落とす。


「待って。今、開けるから」


「あなたが待ちなさい」


「何？」


　錠じよう前まえのつまみを回し、把とつ手てにかけた青年の手が凍こおった。眞子の口調は吹雪ふぶきに似ていた。


「扉を開けるのは待つように、って言ったの」


「ど、どうしたんだよ。ほかのみんなは？　裕紀と由ゆ衣いちゃん、それに先生は？」


「ぼくでしたら、ここにいますよ」


　修一郎だ。あいかわらず危機感とは縁えんのない語気である。


「先生、裕紀たちはどうしたんですか？」


「彼らは来ていません。別の所用で出で払はらっていまして」


「馬ば鹿か。敵によけいな情報をあたえるんじゃないわよ」


「敵？　おい、冗じよう談だんだろ」


「あなた、どうして自由に身動きできるの？　捕つかまって縛しばられていたはずでしょ。あの小さいコスプレメイドはどこ行ったの？」


　つまらない誤解が生じていることに、昌弘は気づいた。おそらく眞子は、彼がアルマに脅おどされて応答しているのではないかと疑っているのだ。むろん、彼女たちを油断させ、室内へと招き入れるために。


　状じよう況きようからすれば無理もないが、いちいち理を尽つくして説明している時間が惜おしい。


「くだらない。苦労して人ひと質じち状態から、起死回生の大逆転したってのにさ」


　把手をひねり、鉄てつ扉ぴを押し開ける。内外の空気に強い流れが起こり、さまざまな匂においが混ざりあった。血、埃ほこり、木材、錆さびた鉄、ホルマリン、木炭の赤熱する臭におい、リンスの花の香かおりと眞子のほのかな青果じみた体たい臭しゆう。


「さがって」


「ちょ、ちょっと」


「さがるのよ」


　少女の手にある拳けん銃じゆうが、昌弘に強い抗こう議ぎを許さなかった。


「ひどいありさまね」


「そうなんだよー。あのちびっ子に耳かじられてさ。痛てえわ血ぃ出るわ……」


「あなたじゃなくて、この部屋」


　哀あわれっぽく同情をもとめた昌弘は、眞子の冴さえ冴ざえとした蒼そう眼がんが自分を見ていないことを知り、落らく胆たんした。


「もう少し、よろこんでくれてもいいんじゃないかな」


「ああ、生きていてよかったわね。敵の虜りよ囚しゆうとなってわたしたちに迷めい惑わくをかけた気分はどう？」


「どうって言われても……」


「ところで、双ふた子ごの兄弟がいたのは知らなかったわ」


「え？」


　眞子の視線をたぐって、そちらに首をめぐらせた昌弘は、刹せつ那な、脳を漂ひよう白はくされた。


　ブロック塀べいのように規則正しく積みかさねられた段ボール箱の陰から、頼たよりない足どりであらわれたのは、長身の美青年。阿部昌弘だった。


　ただし、その双子は服を身につけておらず、ありあわせの白い布を腰こしに巻いているだけである。また、皮ひ膚ふにも痣あざが目立ち、右腕を脱だつ臼きゆうしていた。


「うそだろ……」


「眞子ちゃん、騙だまされるな──」


「──そいつは偽にせ者ものだ。でしょ？」


　二人めの阿部昌弘の台詞せりふを先取りして、眞子は薄うすくほほえんだ。


「ちがうんだ、眞子ちゃん。あいつの──」


「──あいつのほうが偽者なんだ。でしょ？」


「あ、うん。そう」


「はっきりいって、わたしには見分けがつかないわ。どう？」


「ぼくにも同一人物にしか見えないな。ここは暗すぎるよ」


　妹に水を向けられた修一郎は、あまり熱心とはいえない観察眼を、ふたりの青年の間に往復させた。


「じょ、冗談じゃないぜ。おれが本物だ」


「近づかないで。撃うつわよ」


「よせよ！　あいつを見てみろ。裸はだかなんて、どう考えてもおかしいだろ。あのちびっ子メイドだ。あいつが化けたとしか思えない」


「それが事実だとしたら、すばらしい能力です。光学的な偽ぎ装そうなのか、それともタコなどの水すい棲せい生物のような方法で擬ぎ態たいしているのか」


　修一郎の目が、やにわに熱心なかがやきを放ちはじめた。実物を手で触れて確かく認にんしたいという欲求に、靴くつがじりじりと床ゆかをこすっている。


　専門は自然科学の分野ではなく、人文科学だったはずだが、知的好こう奇き心しんに関する貪どん欲よくさは、あるいは研究者の条件なのかもしれない。


　人間たちの様子に注意しながら、アルマは、今は阿部昌弘の形をしている体軀に口を開かせた。


「服はそいつに盗とられたんだ。そいつに近寄ったらだめだ。仲間のふりをして、きみらを殺すつもりなんだ」


「馬鹿いうな！　見ろよ、おれは怪け我がしてるんだぞ」


「怪我なら、向こうのあなたもしているみたいよ」


　眞子は冷静だ。どちらの青年からも、一定の距きよ離りを維い持じして、両手でささえた拳銃を油断なくかまえている。半径二メートルの真空の球体が、彼女を保護しているかのようだ。


　アルマはなんとかして、その真空の領域に入らねばならなかった。


　今、この場においては、眞子が女王だ。


　その庇ひ護ごを受ける相手は、どちらか一方の阿部昌弘であり、もう一方は死なねばならない。その命運を分けるのは、弁舌と時間である。


　そう。時間はきわめて限定されている。アルマにとっては。


「わかった。こういう場合の定石だ」


　昌弘──もちろん本物のほうだ──は、事ここに至って、ようやく平生の彼らしい放胆さを取りもどしたらしい。肩をすくめた仕し種ぐさには、自信と、他人を惹ひきつける魅み力りよくがあった。


「ルパン三世が銭ぜに形がた警部に変装したとき、どうやって見破ればいいのか？」


「顔のマスクをはぎ取る」


「でも、きみはおれにもあいつにも近づきたくない。接せつ触しよくせずに真しん偽ぎを質ただす方法は？　なんでも質問してくれ。答えに窮きゆうしたほうが偽者。簡単だろ？」


「それじゃあ、ツヴィングリがチューリヒのグロース・ミュンスター教会の司牧司祭に就任したのは西せい暦れき何年？」


「……ツヴィングリってだれ？」


「そっちは？」


「一五一九年。一五〇五年にバーゼル大学で修士マギステルの学位を取得して、グラールス、アインジーデルンの司祭を経たのちのことだ」


「正解。ということで、あなたが偽者ね」


「待て、待て、待て！」


　指し向けられた銃口をかき消すように、青年は両手を左右に振ふった。


「そ、そういうクイズ王決定戦的な質問はおかしいだろ！」


「兄さんの講義で習う内容だと思うけれど。もうひとりは答えられたわけだし」


「もっと身近な、友達しか知りえないようなプライベートな質問にしてくれないと！」


「だめね」


「な、なんでだよ？」


　氷原の女王の返答はすげなかった。昌弘はすでに、無罪を訴うつたえる囚しゆう人じんである。


「わたしがあなたと会ったのは昨日。それ以前の面識はないから、あなたに質問すべき事こと柄がらも、その答えが正当なものかどうかも、判断することができないわ」


「じゃあ先生が」


「ぼくだって、週に一度の講義でしか、きみとは顔を合わせませんから……せめて須す藤どうくんか皆みな川がわさんがいてくれれば」


　事態を打開する手段は見失われた。だが、それがつけ入る隙すきでもある。


「ここでこうして睨にらみあっていても埒らちがあかない。いったん上へ行かないか？」


　その申し出は、アルマの賭かけだ。


「疑われている以上、抵てい抗こうはしないよ。ただ、上のほうが明るいし、尋じん問もんもしやすいだろう」


「そういえば、この部屋はやばい。一酸化炭素中毒になるぞ」


　ふたりの阿部昌弘の警句に、眞子は視線をすばやく動かした。陳ちん列れつ棚だなが崩ほう壊かいした際、風で覆おおいの段ボール箱が飛んだのだろう、七輪が露ろ出しゆつしている。


　すでにアルマは、人間たちをＣＯガスで殺害する計画を抛ほう棄きしている。扉が開いている状態では不完全燃焼による一酸化炭素の発生も期待できない。今は、それよりも、とにかく階上へ出て、逃にげる隙をうかがうことだ。


　そのためには、第一に、この地下倉庫から出なくてはならない。


　しかし、女王の宣告は酷こく薄はくだった。


「どちらか知らないけれど、化け物を生かして外へ出すつもりはないの」


　眞子は笑っていた。


　年若い少女に似つかわしく、明るく華はなやかに、白くきれいな歯並びを見せて。


　その透とう明めいな笑え顔がおに、真っ赤な生命の色がぶちまけられた。


　淡たん泊ぱくな銃声と同時に、青年の左胸から鮮せん血けつが噴ふきだし、空気中に赤い霧きりをまぶした。弾だん丸がんに心臓を破壊された昌弘の長身は、いともあっさりと崩くずれ落ちた。


「これで結論が出たわね」


　シリンダーが空になった拳銃が、床に捨てられた。眞子のおだやかな微び笑しようは、残った青年に向けられている。


　彼のむき出しの肩が震ふるえていた。恐きよう怖ふと、肉体的な限度がもたらす現象だった。


　がくり、と膝ひざが折れた。


「幽ゆう霊れいの正体見たり、枯かれ尾お花ばな、というところかしら」


　むわっ、とシナモンの香りのする水蒸気が、青年の背中から立ちのぼる。


　放熱と水分の排はい出しゆつ、それにともなう体組織の振しん動どうを経て、ようやく面おもてを持ちあげたとき、そこにうずくまっている裸ら体たいは、もはや十歳ほどの繊せん弱じやくな少女のものであった。


「……この場合、枯れ尾花の正体が幽霊だったというべきです」


「そうかもね」


　ほっそりした両りよう脚あしをやや開き、とがったあごを引いて、クリムトが描えがいたプリマヴェージの娘むすめのように直立する少女の、不敵な笑顔。


「まさか、ああも躊ちゆう躇ちよなく、仲間を殺すとは想定外でした」


「あら、誤解よ？　わたしはどちらが本物の彼なのかわからなかった。だから、合理的な手段に訴えたの。銭形警部に化けたルパン三世が変装を解くのは、決まって本物がひどい目に遭あったあとでしょう？」


「申し訳ありませんが、アルセーヌ・ルパンが三代も続いていたとは初耳です」


「おまけに、外見を見るかぎり、日本人よ」


　眞子の貌かおは、なぜ、このようなとき、こうも生き生きと精せい彩さいを放つのだろう。みずからが手にかけた人間の死体をまたぎつつ、右手がカッターナイフの刃はをちきちきと押しだす。


　アルマは覚かく悟ごを決めた。


　だが、あきらめてまな板の上の鯉こいのように腑ふ分わけされるつもりは毛頭ない。


　眞子の歩数をかぞえながら、そっと左手を床に這はわせて、指に触ふれた金属棒をにぎる。楽器類とともに放置されていた、譜ふ面めん台だいの支柱だ。


「片かた腕うででやる気？」


「ええ」


　アルマは体を起こしざま、左手を思いきり横に薙ないだ。地上すれすれを旋せん回かいした金属棒が、七輪を払はらった。


　横よこ倒だおしになった陶とう器きの壺つぼが、灰の煙けむりを吐はき、灼しやく熱ねつした炭のつぶてが飛び散る。


　眞子が目をかばって顔の前に手をかかげた瞬しゆん間かん、アルマは渾こん身しんの瞬発力をこめて走った。


　前へ。


　眼前の少女さえやりすごせば、扉とびらのそばにいるのは、丸まる腰ごしの兄だけだ。


　しかし、眞子の横を駆かけぬけるその刹那、アルマは、黒い革かわ靴ぐつと同色のハイソックスにつつまれた脚に足首を苅かられて、もののみごとに転てん倒とうした。


「どーこ行くのよ？」


「くあ……」


　転んだ拍ひよう子しに、脱だつ臼きゆうした右腕の肘ひじから先が、おかしな角度に曲がってしまった。痛みの電流に歯を食いしばり、しかしアルマは、俯うつぶせた体を急いで反転させた。


　とたんに、腹部に重くてあたたかいものが、勢いよく落ちてきた。


　げほっ、とうめいたアルマの視界を、眞子の楽しそうな笑顔がふさいだ。天てん井じようを背景にした彼女の頭とう髪はつは、混じりけのない闇やみ色が灰でくすんでいる。


「熱いじゃない」


　どこか、はしゃぐような声こわ色いろである。侍じ女じよの腹の上に馬乗りになった灰かぶり姫サンドリヨンは、体の芯しんが冷えるほど美しい顔をしていた。


　右手には銀の刃は物ものを、そして左手には、顔に飛来した炭の塊かたまりをつかみ取って、しっかりと五指でにぎっている。ステーキ脂あぶらが鉄板の上で蒸発する匂におい。


「……重いので、どいてもらえませんか？」


「女性に言う台詞せりふじゃないわね」


「あ！」


　アルマの裸の肢し体たいが身もだえした。その未発達の乳ち房ぶさの間に、眞子の左手が押しつけられている。まだ火の赤みを帯びた炭がくだかれ、すり潰つぶされ、白はく煙えんをあげる。


　青白い真しん珠じゆのような皮ひ膚ふに烙らく印いんを焼きつけた眞子のてのひらも、ひどく爛ただれていた。


　その手指が、大きく脈打つアルマの体の表面を蛇だ行こうする。汗あせの玉を集めた指は、唇くちびるへと運ばれ、蛭ひるのような舌が雫しずくをすくった。


「あなたの汗は、理科室の味がする」


　腹部に密着した太ももと、薄うす衣ぎぬ一枚を隔へだてた股こ間かんの火ほ照てりを、アルマは感じとっていた。


「やはり、あなたはサディストですね」


　眞子は否定しなかった。にこっ、と子供らしく破顔して、首を傾かたむけてみせる。


　その右手が蝶ちようのように揺ゆらめきはじめていた。ちかり、ちかり、カッターナイフの刃をきらめかせて。


[image: ]


「眞子、壊こわすのは惜おしいよ」


「だまれ」


　背中越ごしに兄の哀あい願がんを一いつ蹴しゆうして、眞子はにこやかに右手を下ろした。


　周囲は薔薇ばらの園そのだ。天使が舞まっている。




　Ⅴ　復讐者アラストル。







　いやな予感がした。


　予感などというのは、なんら霊れい的てきな現象ではなく、生物が脳の原始的な部分で感受する、微び細さいな匂いや音などの五感情報の解かい釈しやくにすぎないとアルマは言っていたが、それと同じものが感じられるのだから、やはり自分は生きているのだとユーフロジーヌは自信を深めた。


　新しい体の性能はいい。


　大学の構内へ帰着するのに、十分を要さなかった。もっとも、それは人間の通行をこばむ獣けもの道みちを走り、谷底の渓けい流りゆうを跳とびこえるという離はなれ業わざをした上でのことだ。


　その高性能な体が、異変を告げていた。


　旧館には人の気配がない。火災のあとの炭と水のにおい。階段を下りるにつれ、別のにおいが強くなった。血だ。


「ただいま、アルマ・Ｖ！」


「おかえりなさいませ」


　という愛想のない返事を期待したが、扉を開けたそこは、無音だった。


　アルマは、確かにそこにいた。


　いや、在った、というべきだろう。


　幼い体は、一枚の布も身にまとっていなかった。床ゆかに大の字に横たわり、天井を見ている。横一文字に裂さかれた喉のどの傷は、まだ濡ぬれて光っていた。アメフラシの威い嚇かく液に似た、紫むらさき色いろの血だまりが床に広がっている。まるで、紫の鏡。


「アルマ？」


　ユーフロジーヌは膝ひざをかかえて、紫鏡の上に仰ぎよう臥がした侍女の顔をのぞきこんだ。


　銀色の髪かみが、ぱさり、とアルマの目にかかる。瞼まぶたは動かない。


「帰宅した主あるじへのご挨あい拶さつはどうしたの？　ねえ、アルマ？」


　アルマの顔がぼやけた。視界にあるあらゆるものが輪りん郭かくをくずし、溶とけあってパレットの上の絵の具のようになる。


　卑ひ怯きようだ。これは涙なみだでなくて、肺や皮膚から吸収した空気中の水分をそのまま排はい出しゆつしているだけなのに、それなのに、こんなに胸が苦しい。


　ぼたぼたと際限なくこぼれ落ちた水すい滴てきが、置物のようにも見える少女の頰ほおや額に当たってくだける。


「アルマ……だれがあなたを殺したの？　この人？　もう、ひどい人！」


　癇かん癪しやくを起こした幼児のように、手についたものを片かたっ端ぱしから、阿あ部べ昌まさ弘ひろの死し骸がいに投げつける。


　うわぁん、と泣きじゃくりながら投とう擲てきされた瓶びんや木箱や骨格標本や薬簞だん笥すなどによって、たちまち青年の肉体はぐちゃぐちゃの挽ひき肉にくになってしまう。


「ほら、やっつけたわ。ちゃんと仕返ししてあげたわ。だから、ねえ、目を開けてちょうだい」


　そんなはずはない。


　もう二度と、例の機き嫌げんの悪そうな表情を見ることも、あの憎にくまれ口を聴きくこともできない。たったひとりの従者は、死んでしまったのだ。


　ユーフロジーヌは、侍女のか細い体をやさしく抱だきあげ、頰をすりつけた。


「あなたが死んでしまったら、だれがわたしの体を縫ぬってくれるの？　もう年下のくせに生意気だとか、背せ丈たけに反比例して偉えらそうだなんて思わないから……お願いよ」


「そんなことを思ってらしたのですか」


「ええ。だから、もうそんなこと思わないから……あら？」


　啞あ然ぜんとして目をみはったユーフロジーヌの、文字どおり目と鼻の先に、侍女の生意気そうな顔がある。しっかりと視線をむすんで。


　十秒というのは、ふたりの人物が見つめあうにしては長い時間だ。


「……ええと……あわぁっ!?」


　いったん横を向いて混乱した頭の中を整せい頓とんしたのち、愕がく然ぜんと身を引いたユーフロジーヌの腕うでから、侍女の短たん軀くが抛ほうられた。


　どさっ、と床に転がったアルマは、苦しげに身動きして、怨うらめしそうに主人を見あげる。


「……瀕ひん死しの従者を投げ捨てないでください」


「ご、ご、ごめんなさい。平気？　健康？　怪け我がはない？」


「見ればおわかりでしょう。怪我だらけです」


「でも、よかったわ」


　洟はなをすすり上げたユーフロジーヌの両眼が、また潤うるんできた。


　あらためて、アルマの体を起こしてやり、ぎゅっ、と頭を抱く。わずかに化学薬品のような刺し激げき臭しゆうと、甘かん味み料を彷ほう彿ふつとさせる甘い香かおりが、髪から匂った。


「おやめください。わたくしは、あくまで旦那だんなさまの命令にしたがってお嬢じようさまのお世話をしているだけで、主従関係以上の感情を持ちあわせておりません」


「そんなさびしいこと言わないで」


「端たん的てきに申しあげれば、お嬢さまとの同性愛的な関係は断固として拒きよ否ひします」


「どうせい……そ、そういうつもりはないの！」


　あわてて侍女の肩かたをつかんだ両腕を突つきはなし、距きよ離りを取るユーフロジーヌ。


　アルマはうなずいた。


「それでしたら、けっこうです。念のために申しあげると、わたくしには性的な欲求も機能もありませんので、ご期待にはそえませんよ」


「だから、そういうつもりはないってば……」


「わたくしの唇を奪うばっておきながら、ずいぶん冷たいおっしゃりようですね」


「奪われたのは、わたし！」


　辟へき易えきしながらも、ユーフロジーヌは胸の奥に深い安あん堵どが染しみわたっていくのを感じた。このあつかいにくさ、減らず口、ぶっきらぼうな態度。アルマ・Ｖだ。


「それでお嬢さま、首しゆ尾びはいかがです？」


「こんなときまで、お仕事のこと？　それよりも、早く手当をしなくちゃ」


「緊きん急きゆうを要するのです。話してください」


　侍じ女じよの強い要よう請せいに折れる形で、ユーフロジーヌは手短に、須す藤どう裕ゆう紀きを殺せなかったこと、その理由や、田た代しろというやくざの出現をつたえた。


「なるほど、目的をとげられなかったのは心残りですが、すぐに引き返してきたお嬢さまのご判断は正しかったと思われます」


「けれど……もっと早く帰ってきたら、こんなことには」


　頭こうべをたれたユーフロジーヌの唇の隙すき間まで、鮫さめの歯がきしんだ。


　いや、そもそもアルマをひとりで残すべきではなかった。どんな効率的な作業も目的の達成も、彼女の安全にはかえられない。家族なのだ。


「お嬢さまにはなんの落ち度もありません。わたくしの予測が甘かっただけ、自じ業ごう自得にすぎません。それよりも問題なのは、皆みな川がわ由ゆ衣いです。先ほど、彼女がここに来なかったのは不自然です。彼女は街へ向かったのでしょう。追わねばなりません」


「でも、それは須藤っていう人が」


「彼の合図には、ふたつの役割があったのです。ひとつはお嬢さまの留守中にわたくしを殺して、阿部昌弘を救出すること。もうひとつは、皆川由衣へ出立をうながすこと」


「あ……そういうことなのね」


　地図を脳のう裏りに思い描えがいて、ユーフロジーヌは得心した。


　この大学からふもとの商店街までは、須藤裕紀が走った車道が最短の道であり、当然、彼もそれゆえに選んだのであろうが、別のルートもあるのだ。


　かつては農道として使用されていた山道が、ぐるりと逆から丘きゆう陵りようをまわりこむ形で、市街へとつづいている。そちらは倍ほども時間を要する道のりであるが、ユーフロジーヌが裕紀を追って遠ざかったあと出発したとなれば、じゅうぶんに可能性のある方法といえた。


「彼女は、今、そちらの道を走っていると思われます」


「今から間にあうかしら」


「道なりに追うのではむずかしいですが、まっすぐに向かえば、かならず追いつきます」


「まっすぐに？」


　人間は人間の作った道を進むしか、山をおりる手段がない。しかし、道路以外の空間にも地面はひろがっているのだ。


「わかったわ。けれど、その前に、まずあなたの怪我を治さなくちゃ。すぐにお医者さまを呼んできてあげるからね」


「どこから医者をつれてくるおつもりですか」


「もちろん病院よ」


　毛布の上にアルマを寝ねかせ、立ちあがったはいいが、ユーフロジーヌの足はすぐには動かない。病院があるとすれば、ふもとの繁はん華か街がいであろう。そこまで行ってもどるには、それなりの時間がかかる。おそらく、皆川由衣が山路を降りきって、警察署の門をくぐるにはじゅうぶんなくらいの時間が。


　第一、病院に行ったところで、人間の医者になんと説明すればいいのだろう。


　それでも、じっとしていることはできない。なんとかしなくては。自分が。


「落ちついてください」


　アルマの冷えた手が、足の甲こうに置かれた。


「医い療りようがどれほど進歩していようと、医師たちにわたくしの体を治すことはできません。シュトゥディオン男だん爵しやくの名と技わざを継けい承しようする術者でなくては」


「そんな。それじゃあ、どうすればいいの？」


「どうしようもありません」


　まるで他人ひとごとのように、アルマは断言した。


　ユーフロジーヌは声を失った。この侍女がうそを言うはずがない。どうしようもないと言うからには、本当にどうしようもないのだ。


　だが、受けいれられない。そんなことは。


「だめよ！」


　いつになく強い語気で、ユーフロジーヌは告げた。主人としての、はじめての命令だ。


「許さない。勝手に死ぬなんて、ぜったい許さない」


「無理をおっしゃらないでください」


　アルマはほほえんだ。


　わがままな娘むすめに手を焼いた母親が、軽く叱しかろうと口を開きかけて、しかしどうしようもない愛情のために、つい口もとをゆるめてしまった。そんなほほえみだった。


「どのみち、わたくしの体は数時間中には壊こわれる予定だったのです。それが人間の手で破は壊かいされた、それだけのことです」


「ど、どうして？」


「わたくしの体は、元来、他人の姿に変身できるように造られておりません。ですから、この侍女の姿と、もうひとつ休きゆう眠みん中の姿、そのふたつ以外の形を得るときには、対象の肉を摂せつ取しゆせねばなりません。サンプルを解かい析せきし、その情報にもとづいて肉体を再構築する作業は、わたくし自身にとって非常な負担となり……体組織を急速に劣れつ化かさせ、機能を減げん衰すいさせます」


「そんなの……聞いてない……」


「話せば、お嬢さまはきっとお止めになったでしょう？」


「あたりまえでしょう！　なぜ、そんな無茶なことをしたの！」


「必要だと判断したからです。短時間に効率的に、人間たちを駆く逐ちくしていくために」


「だからって……」


　途と絶だえたはずの涙が、また、ふるえる瞼まぶたからこぼれはじめた。


　その涙るい滴てきを受けるアルマの顔は、おだやかな微び笑しようをくずさない。


「お嬢さま、わたくしは少し自うぬ惚ぼれておりました。いくら力が強くとも、また死から遠いところにいらっしゃる御おん身みでも、この発達した文明世界で人間たちを相手にするのは、お嬢さまにとっては荷が重い。ですから、わたくしが知ち恵えでお助けせねばならない、と」


「そう、そうよ。わたし、あなたがいないと何もできないんだもの」


「いいえ」


　静かな口調で、だが、はっきりと侍女は否定した。


「わたくしが人間たちに囚とらわれたとき、お嬢さまは幾いく重えもの罠わなをかいくぐって、わたくしを助けてくださいました。あのとき、はっきりと思いました。わたくしがそばにいなくとも、お嬢さまはご自分の才覚で、じゅうぶんに人間たちに抗こうしうるだけのお知恵をもった方です」


　はじめて耳にする、すなおな賞しよう讃さん。


　そのことが衝しよう撃げきであり、ユーフロジーヌにアルマの死が不ふ可か避ひなものであるという事実を克こく明めいに知らしめた。


　かつて味わったことがない恐きよう怖ふに四し肢しがふるえる。


　自分だけが、この世界に取り残されてしまう。お父さまもいない、コンスタンスもメルセデスもフェルジナントもマルクルもコンラートも……そして、アルマ・Ｖも。


「待って。だめよ、わたし……わたしひとりで、なんて」


「だいじょうぶです」


　すがり寄り、侍女の小さな手をにぎるユーフロジーヌの両手に、もう一方のアルマのてのひらがかさねられた。その手の、なんて頼たよりない軽さ。


「お嬢さまなら、きっとおひとりでもできます。わたくしが断言いたします。人間たちを殺して、石をとりもどせます」


「いやよ。できない、あなたがいなくちゃ」


「できます。さあ、お行きなさい、わたくしのお嬢さま」


　この侍女が、こんなにやさしい笑え顔がおを見せるなんて、想像できただろうか。


　本当に小さな、その手が、干し草のように落ちた。


「アルマ、アルマ……」


　答えはもう、返ってこない。


　澄すんだ琥こ珀はくの双そう眸ぼうが、もう自分を見ていないことを知っても、ユーフロジーヌは呼びつづけた。声を止めたら、認めてしまうから。


「………」


　呼吸することをやめた灰かい白はく色しよくの胸、わずかな乳ち房ぶさのふくらみに額を密着させ、祈いのるように身を折っていたユーフロジーヌは、ばね仕じ掛かけの人形のように顔をあげた。


　殺人鬼きの貌かおを。





　外気の匂においは、すでに朝のそれであった。真新しい眼球に、陽ひ射ざしがまばゆい。


「暑くなりそうね」


「お気をつけください。手早く仕事をすませないと──」


「はいはい。死体は腐くさっちゃうから、でしょう？」


「そのとおりです。お体を新調なさって正解でしたね」


　完かん璧ぺきな状態で保存されていた新品の肉体は、すぐに腐ふ敗はいをはじめるということはない。


　不本意ながら、ゾンビ呼ばわり、死体あつかいにはもう慣れっこだ。憂ゆう鬱うつをため息であらわしながら、ユーフロジーヌは赤あか樫がしの梢こずえを蹴けった。


　ざざぁっ、と葉は擦ずれのざわめき。木こ洩もれ陽と陰いん影えいの連続。浮ふ遊ゆう感かん。風。


　およそ十五分も走っただろうか。


　その間、雑草や樹木の皮や岩いわ肌はだを蹴ってきたユーフロジーヌの両の裸足はだしが、ふたたび人間の手によって敷ふ設せつされた路面を踏ふんだ。


　もっとも、それはアスファルトの舗ほ装そう路などではなく、粗そ末まつな砂利じやり道なのだが。


「間にあったかしら？」


「間かん一いつ髪ぱつのようです」


　耳もとで、アルマが応じた。彼女がそう判断した理由が、道の先に視みえる。


　人ひと影かげだ。


　坂道を下ってくる。つまり、山頂の方角からやってきたのである。


　クリーム色に緑色のクローバーがちりばめられたキャミソールとリンネル素材の六分丈たけパンツという服装は、前々世紀の感覚からすると、下着も同然だ。ましてや、着用者の体つきは、同性のユーフロジーヌの目にも、すこぶる官能的である。


　一歩駆かけるごとに、短めの髪かみとたわわな胸がはずむ。


「う、うらやましくなんてないもの」


「何がですか。まあ、おおよその想像はつきますが」


「いいえ！　それ、ぜったいちがうから！　その想像はちがうから！」


　皆川由衣の姿は、もうはっきりと汗あせばんだ顔の表情が見てとれるほどの距きよ離りにあった。


　走ってきた呼気の荒あらさをそのままに、脚あしを止めて、こちらを凝ぎよう視ししている。


「……どうして、ここにいるの？」


「近道してきました」


　この農道は、バスの路線が通っている車道よりも距離的に遠まわりな上、山肌を蛇だ行こうしている。もし、大学から、一直線に市街をめざせば、大おお幅はばに時間を短縮できるはずだった。


　いうまでもなく、それは地図上のことであり、現実の大学近きん隣りんには、はげしい上り下りもあれば崖がけも森林も小川もある。そこを直線で横切るなどというのは、翼つばさをもつ生き物にのみ可能なことであるが、ユーフロジーヌはその卓たく抜ばつした身体の機能によって、鳥たちに近いことをやってのけたのだ。


「はー。山越こえ谷越え……あれ？　そういえば、顔の疵きずとかどうしたの？」


「体を取り換かえまして」


「ふぅん。よくわからないけれど、イメージチェンジって感じ？　にしても、よく先回りしてここに来られたねー」


「ちょっとだけ、頭を使いましたから」


　須藤裕紀の合図があった時刻から、人間の平均的な長距離走力を考慮して、由衣の進行距離を仮定し、そこよりも二キロほど先の地点をめざした結果が、この出で遭あいである。


　到とう着ちやくと邂かい逅こうがほぼ同時であったことを考えると、想定よりも由衣の脚きやく力りよくはかなり優ゆう秀しゆうだったことになる。きわどい勝負だったのだ。


「頭を使ったのは、お嬢じようさまではありません。わたくしが……」


「わかってる。あなたの知恵がなくちゃ、馬ば鹿か力ぢからだけのわたしなんて、日本で社会問題になっているニートの若者たちより役立たずだもの」


「そこまでは言っていませんが……すなおでけっこうです」


「えへへ」


　かたわらの侍じ女じよを見おろし、はにかむユーフロジーヌ。


　由衣の善良そうな、男女問わず好感をおぼえる顔に、不ふ審しんの色がかすめた。


「ゾンビ子ちゃん、だれと話してるの？」


「ぞん……ユーフロジーヌです！」


「すごい名前だねー。フランス貴族っぽい」


「一応、貴族です。イタリアふうの名前なので、フランスっぽくはないと思いますけど」


「たしかドイツ人のはずだよね？　どうしてイタリア語の名前なの？」


「それはですね、昔はイタリアが文化的に欧おう州しゆうで一番進んでいた国で……あの、ルネサンスってわかります？」


「お嬢さま、ご歓かん談だんはそのあたりでおやめください」


「はぁい」


　侍女の苛いら立だたしげな咳せき払ばらいに、ユーフロジーヌは口をつぐみ、由衣はふたたび怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。


「だから、だれと話してるの、ってば」


「だれって……わたしの侍女ですよ。アルマ・Ｖです」


　礼れい儀ぎにのっとれば、供の者や使用人を紹しよう介かいすることは社交上ありえない。それだけに、その所作には、格別の愛情がにじんでいた。


　だが、ユーフロジーヌの右手が示した空間に、人の姿はない。


　ただの透とう明めいな空気と、むせかえるような緑の植物と灰色の砂利道があるのみだ。


「だから、だれも──」


「あら！　アルマったら、そんな。失礼よ」


　由衣の言葉を蹴散らすような嬌きよう声せいとともに、ユーフロジーヌの右手が、不可視の侍女の肩かたを小こ突づく。


「すみません。お気を悪くなさらないでくださいね。うちの侍女、子供のくせに口が達者なんです」


　にこやかな笑顔を向けられた由衣は、呼気を呑のみこんだ。


　我が子を自じ慢まんする親にも似た、押しつけがましい笑みの中で、紅あかい眸めだけは昏くらくよどんでいる。狂きよう気き、いや、憎ぞう悪おの眼まな差ざしだった。


「そっか」


　由衣は恐きよう慌こうを起こすでもなく、落ちついてつぶやいた。


「眞ま子こちゃんたちは成功したんだね。あんたの侍女……あのちびっ子を殺して、昌弘くんを助けることができたんだ」


「だから！」


　ユーフロジーヌの口こう腔こうから、ひび割れた金切り声がほとばしった。


「アルマはここにいるって言ってるでしょう！」


　怒いかりと憎にくしみと、何よりも恐怖にひきつった、ひどくいびつな表情を見つめて、由衣は無言だったが、その痛ましげな態度がかえって、ユーフロジーヌをいらだたせた。


「なんですか？　なんで、黙だまってるんですか？　……何よ、その目は！　あなたたちが……殺したんでしょ、わたしのアルマを！」


　その罵ば声せいが、みずから糸を断たつハサミだった。


　外敵を威い嚇かくする獣けもののように歯ぎしりし、真っ向から人間の娘むすめを睨ねめつけるユーフロジーヌの両の赤眼が、涙なみだでゆらめき、溶よう岩がんのようにたぎった。


「あなたたちが……許さない。みんな殺してやる」


「それはあたしも──」


　くりっとした由衣の目が、冷れい却きやくされ、収縮したかのように細まった。


　斧おのをかまえる暇ひまさえなかった。


　一度のまばたきにも満たない瞬しゆん間かんに、ユーフロジーヌのふところにすべりこんだ由衣の肘ひじが、どすっ、とみぞおちに打ちこまれた。


「あ……」


　声にならない苦く悶もんの息が、前かがみになるユーフロジーヌの喉のどからこぼれた。


　由衣の体が反転した。


　山林の涼すずしい空気が鳴った。由衣のたくましい右みぎ脚あしが、真横から頸けい椎ついをきれいに薙ないだ。


　たまらず、ユーフロジーヌの華きや奢しやな体は路ろ傍ぼうの草むらに倒たおれこむ。


「せいっ！」


　気合いの声とともに、型を決める由衣。


　やはり、彼女が体得している東洋の格かく闘とう技ぎは脅きよう威いだった。


「あたしだって、東あずまくんや沙さ也や香か先せん輩ぱいをあんたに殺されてるんだ。それに、ここにあんたが来たってことは、裕紀くんだって……そっちだけ被ひ害がい者しやみたいに泣かれたくないよ」


　ユーフロジーヌは、すぐには立つこともできない。


　脳のう震しん盪とうなどの肉体的現象はありえないはずだが、心理的なショックによって身体の機能が麻ま痺ひするのは、どうしようもなかった。不死身の怪かい物ぶつの中身は、ただの小こ娘むすめなのだ。


「お嬢さま、ダメージはないはずです。立ってください」


　淡たん々たんとしたアルマの声を想像して──悲しいけれど、それは想像──ユーフロジーヌは、地面に立てた斧にすがりつくように上体を起こした。


「あんたって、強いんだけど、なんか弱いよね」


「馬ば鹿かにして……」


　くやしいが、体術に関しては、向こうが一枚も二枚も上手だ。


　もともと運動が苦手で、腕わん力りよくと頑がん丈じようさだけが取り柄えのユーフロジーヌである。それで三百年間やってきた。


「だいたい日本人のくせに中国拳けん法ぽうなんて、おかしいと思うわ」


「ちがうよ、これは空手」


「また、二週間でおぼえたんですか？」


「大学の講義で取ってるの。ダイエットにもいいっていうから」


　皮肉に対してまじめに答えを返す由衣の身がまえには、一見して、隙すきというものがない。


　そう判断して実力差に愕がく然ぜんとできるほど、ユーフロジーヌは武術の心得がなかった。無知であるがゆえに、果断でもある。


「参ります！」


　右手に斧をひっさげて、全力で駆ける。地面と平行に翔とぶように。


　たとえば、通勤中のサラリーマンだとかファミリー・レストランの店員だとか昼休みに校庭でドッジボールをする小学生であったなら、何もできずに胴どうを真っ二つにされていただろう。


　日常の中では対たい峙じすることのない心からの殺意と、常識外のスピードに反応もできず、彼らはわけもわからないうちに死体へと変わるのだ。


　しかし、由衣はそうした不測の攻こう撃げきに、しなやかに対処できる柔じゆう軟なんな心と体をもっている。生活の中で硬こう直ちよくすることのない楽天的ともいえる精神こそが、彼女の才能の根源だ。


　鋼はがねの刃やいばは、由衣の体をとらえることができずに空転した。


　並みの人間であれば、空から振ぶりした凶きよう器きの重さに引っぱられてよろめきもするが、そこは非常識と形容される怪力である。刃はとんぼ返りに標的を追つい尾びする。


「さすがに速いね。だけど──」


　砂を擦こするように歩を運び、二度、三度と連続する斬ざん撃げきをかわした由衣が、袈裟けさ懸がけに空を裂さいた白はく刃じんを紙かみ一ひと重えでやりすごすのと同時に、つい、とてのひらで斧の柄を押した。


　勢いあまってつんのめるユーフロジーヌと体の位置を入れ換えるように移動した由衣が、どん、とはげしく大地に右の足形をきざんだ。


　踏ふみこみと同じ瞬間に、右みぎ腕うでが直線に伸のび、強きよう烈れつな正拳が無防備な脇わき腹ばらにめりこむ。


　ぼぎっ、とおぞましい異音がした。


「──とろいよ」


　背骨をくの字に曲げて、横ざまに吹ふっ飛んだユーフロジーヌは、びりびりと痺しびれるような衝しよう撃げきの中で、その嘲ちよう弄ろうを耳にした。


　砂利じやり道の一方はなだらかな勾こう配ばいの森林だが、反対側は崖である。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきという表現は過か剰じようかもしれないが、落ちればただではすまない。


「あ、危ない」


　ユーフロジーヌは両足をふんばって、なんとか転落をまぬがれた。踵かかとの数センチうしろは、もう虚こ空くうだ。


　この狭せまい農道にはガードレールなどない。振り向いて下方を見やると、崖がけ下したは沢さわなどではなく、冷蔵庫やテレビといった電化製品、古い家具、ドラム缶かんなどが岩いわ肌はだを覆おおい隠かくしていた。不心得な者たちにとって、恰かつ好こうの不法投とう棄きの現場となっている模様だ。


「あそこに交ざるのは……いやね！」


　左側頭部をねらった由衣の回し蹴げりを、上半身をそらして回かい避ひ。バランスをくずしたところに、今度は地面すれすれの足あし払ばらいがきた。かわせない。


　脛すねが薙ぎはらわれ、視界が傾かたむいた。


　刹せつ那な、右手を横に伸ばして、斧の刃を灌かん木ぼくの枝にひっかける。ぐい、と腕を引いて、落下しかけた体を強ごう引いんに路上へともどした。


　着地して、安あん堵どする余よ裕ゆうもない。由衣はもう、こちらに向きなおっている。


　突とつ如じよ、眼前が真っ暗になった。スニーカーの裏だ。


　悲鳴をあげて、両腕で防ぐ。いや、その必要はなかった。もとより、その上段蹴りは陽動フエイントだ。すっ、と収縮した由衣の右脚は、直後、がらあきの腹部に叩たたきこまれた。


「げほっ」


　品のよくない悶もん絶ぜつの声とともに、口こう腔こうの奥から嘔おう吐と感がこみ上げる。吐と瀉しやするものなどないのだが、その感覚は本物だ。苦痛ではなく、悪お寒かんというべきか。


「まだだよ！」


　由衣は詰つめをおこたらない。身を折ったユーフロジーヌの顔面を、跳はねあがった膝ひざが痛打した。赤いしぶきが飛び、長い銀ぎん髪ぱつが拡ひろがって緑の山景に紗しやをかける。


　天を仰あおいだユーフロジーヌのあごに、とどめとばかりに、渾こん身しんの蹴りがくわえられた。


　ぐわん、と世界が鳴動した。青空、木々の深緑、弧こを描えがくトンビの影かげ、雑草、そうしたものが瞬時に変転し、気づいたときには、地面をごろごろと転がっていた。


「……このっ」


　小石と砂さ塵じんを巻きあげつつ、斧を地べたに食いこませ、どうにか体を止める。埃ほこりにむせながら、膝を立てるが、どうもおかしい。


「あら？」


　視野が低く、いちじるしく横に傾けい斜しやしている。


「変ね」


「ちょっとあんた……首、首」


「あらまあ、はずれてしまったのね」


　さすがに気味が悪そうに顔をゆがめた由衣に指し摘てきされ、ユーフロジーヌは果実のようにたれさがった頭部を両手で持ちあげ、本来の位置へと移動させた。


　ずれていた頸椎が、奇き異いな音とともにはまりこむ。だが、それだけでは少々、心こころ許もとない。


　肩かたがけ鞄かばんから出した瞬間接着剤ざいを首筋にやり、その先せん端たん部を縫ほう合ごう痕こんの隙間にねじこむ。


「……うわぁ」


　なんともいえない様子でうめく由衣ほどではないにしろ、ユーフロジーヌも毛虫でも触さわっているような心地ここちだ。自分の体内に、みずからの手で異物を挿そう入にゆうして処置をするのは、なかなか慣れるものではない。お父さまなら、平気なのに。


「首の接合部はまだ安定していません。頭部への打撃には警けい戒かいしてください」


　侍じ女じよがいたなら、そう警告してくれたにちがいない。


　そして、戦いに時間をかけるのは得策ではない、とも。大学構内に身を隠しているほかの学生たちが、いつまでもじっとしているという保証もないのだ。あの田代というやくざの男も、学生たちの行動を制限するという意味では助けられたが、しょせんは人間である。殺すべき対象だ。


「わかっているけれど、そう都合よくはできないのよ、アルマ」


　鼻血をすすり、涙なみだぐんだ目をまたたきながら、ユーフロジーヌは敵対者の姿を見る。


　東洋武術らしい洗練されたかまえをとりながら、しかし、すぐに襲おそいかかってくる様子はない。こちらの頑がん健けんさに舌を巻いているのかもしれなかった。


　鞄を地面に置き、丁てい寧ねいにベルトをたたんでから、そこに縫ぬいこまれたひまわりの花を、ユーフロジーヌは見おろした。あの愛想のかけらもない少女が、なぜこんなかわいらしい意い匠しようを気に入っていたのか。


　それを尋たずねることは、もうできない。


　胸が苦しい。人間──目の前の女に対する憎にくしみで頭が熱くなる。


「わ、わたしは、あなたを殺します」


　威い儀ぎをただし、ユーフロジーヌはなるべく威圧的な声を発した。


「それから、すぐに大学へもどって、あなたのお友達をひとり残らず殺します」


「死し刑けい宣告のつもり？　さんざん殺しておいて、今さら」


「もっとおびえてください！　怒おこって、絶望して、悲しんでください。死んでしまったアルマと同じくらいつらい思いをあなたたちがしなきゃ、あの子がかわいそうです！」


　この娘むすめの冷静な立ち居振ふる舞まいが、癇かんにさわる。


　他人に対して、こんな気持ちになったのは何百年ぶりだろう。苦しめて、痛めつけて、悲鳴をあげさせて、殺してやりたいなどと思ったことは。


　おそろしい。だが、もう止まらない。


「あなたたちが悪いんです、ぜんぶ、あなたたち人間が！　どうして、わたしたちを起こしたりしたんですか？　百年間そうだったみたいに、ずっとほうっておいてくれたら……せめて、盗ぬすんだものをすぐに返してくれたら……」


「ごめんね」


　半身のまま、わずかずつ接近しながら由衣は、内心の複雑さを顔と声にあらわした。


「あたしたちも悪気はなかったんだ。東くんや昌弘くんがあんたのものを盗んだのはよくないと思うし、メイドを殺したのも……そのせいであんたが怒る気持ちもわかるけど、でも、あたしたちも黙だまって殺されるつもりはないの」


「いいですよ。黙って死ぬだなんて、困ります。思いきり泣き叫さけんでください。アルマがいる天国にも聞こえるくらいに」


　由衣の表情が、やおら大人びたものに変わった。


「けっきょく、あたしたちもあんたたちも同じだね。愛情だとか友情だとか連帯感だとか仲間意識だとか、そんな気持ちに左右されて、必死でがんばってるだけ」


　すでに対峙する双そう方ほうの間かん隔かくは、およそ五歩までちぢまっている。


「あたしはあたしの気持ちで、友達を助けるために、あんたをばらばらにしてでも、ここを通っていくよ」


　かまえの型を維い持じしていた由衣の肢し体たいが、すばやく動いた。


　上段の突つき。ユーフロジーヌはよけない。おそろしく回転の速い左右の連打を、両腕を交差して耐たえる。単発の攻撃ならば、反射的によけられないこともないが、それによって生じる隙を由衣は見み逃のがしてくれない。


　肉を切るのに失敗したふりをして、次の一撃で骨を叩たたき割るのが、彼女のやり方だ。


　だが、ユーフロジーヌにも自分なりの戦い方がある。


　肉体的な頑強さ、そしていじめられっ子特有の精神的な忍にん耐たい強さが、何よりの武器なのだ。


　間断なく降りそそぐ由衣の拳こぶしが、ふっと途と絶だえた。


　来る──ユーフロジーヌは腰こしを落とし、脚あしをやや開いて身がまえた。


「鋭えい！」


　凄せい烈れつな気合いとともに、胴のど真ん中に打ちこまれた左の前蹴りが、肋ろつ骨こつに防ぼう御ぎよされていない腹部に埋まい没ぼつした。


　前かがみになったユーフロジーヌの背中が、どん、と振しん動どうする。靴くつをはいていない両足が、砂利を散らして後退した。





「あ!?」


　由衣の顔がこわばった。上目づかいに彼女を見あげて、ユーフロジーヌはほほえんだ。


「つかまえましたよ？」


　熟成しきった葡萄ぶどう酒と同じ色のドレスの腹をとらえた由衣の左足首は、真っ白な両腕にしっかりと抱かかえこまれている。


　だが、由衣の狼ろう狽ばいはほんの一いつ瞬しゆんだった。


　いや、こわばったように見えた顔が、ふっと笑った。


「つかまえたのは、こっちだよ」


　みずから相手に体重をあずけるように、もう一方の脚で地を蹴り、身をひねる。


　砂さ塵じんをひいてしなった右脚が、ユーフロジーヌの側頭部に吸いこまれる。


　──来た。


　ユーフロジーヌが待っていたのは、これだ。


　案の定、側頭部をねらった上段のまわし蹴り。


　学生寮りようでやりあったとき、ユーフロジーヌの肉体に不具合があることに、由衣は気づいた。左ひだり腕うでがうまく動かず、そちら側からの攻こう撃げきにたいして、半呼吸、反応が遅おくれることを。


　そして、先ほど、頸椎がずれたのを見て、そこが構造的にもろい部位だと判断したはずだ。つまり、とどめの一撃はかならず、左から、頭をねらってくる。わざわざ左の前蹴りを捕ほ捉そくさせておいて、両腕を封ふうじるという周しゆう到とうさも、頭部への打撃を確実にするための布石だ。


「くあ……！」


　だが、わかってさえいれば、何もこわい速さではない。しょせん人間だ。


　苦鳴をもらした由衣の右脚の脛に、鮫さめのごとき白い歯並びがくいこんでいる。


　つ、とユーフロジーヌの桜色の唇くちびるの端はしから、赤いしずくが落ちた。


　みしみし……と頑がん丈じような建材がしなるような微び音おんとともに、骨に亀き裂れつが入ってゆく。


「うふふ」


　白銀の前まえ髪がみの陰かげで、緋ひ色いろの目がにたりと笑い、口の端が吊つりあがった。


「この、化け物！」


　腕と口によって両脚を捕とらえられ、宙ちゆう吊づりにされた由衣が、苦痛に耐えながら、上半身を持ちあげた。がばっ、とユーフロジーヌの顔におおいかぶさるようにして、右の手刀を突く。


　目突きだ。


「馬ば鹿かな人」


　足首の骨を咀そ嚼しやくしながら、ユーフロジーヌは冷れい笑しようした。


　その左手が、由衣の右手首をつかんでいる。


「……そんな」


「びっくりしましたか？　新しい体なんです。左腕はなんの不自由もなく動きます。こんなふうに」


　ぱん！　と小気味よい破は裂れつ音。


　手首の肉と骨が、にぎりつぶされたのだ。


「いやああっ」


　とうとう由衣の喉のどを悲鳴がふるわせた。痛み、恐きよう怖ふ、絶望、そうした感情が声や涙となって体の外へとあふれ出す。


　いい歌声だと、ユーフロジーヌは思った。アルマをうしなった心の痛みを癒いやしてくれる。甘い蜜みつのように。


　もっと。もっと聴ききたい。


「こんなものじゃあ……こんなものじゃあ、許さないんだから！」


　歓かん声せいといっていい叫びとともに、ユーフロジーヌは、由衣の左ひだり脚あしをかかえこんだ右みぎ腕うでを振ふりまわした。


　由衣の頭が地面と接せつ触しよくして、真っ赤なしぶきがぶちまけられる。道ばたの木立に激げき突とつして、背骨がきしむ。血と吐と瀉しや物が、あたりかまわず飛散した。


　けたたましい笑い声に巻きあげられるように、由衣の体が空中に投げだされた。


　宝石みたいな血のしずくをまとわりつかせながら、彼女のしなやかな肢体が天てん穹きゆうをまたいで、崖がけ下したへと消える。


　あたりに群生する杉すぎの枝がさんざめき、最後に、どかん、と無機的な激突音がした。


　それを最後に、山やま間あいから音が絶えた。


　鳥の声も、風さえもない静せい謐ひつの中で、ユーフロジーヌは青空を仰あおぎ、深く吐息した。


「やったわよ、アルマ」


　だが、まだだ。まだ四人、残っている。


　鞄を取りにもどろうと、きびすを返したユーフロジーヌの足が、べちゃり、と何かを踏ふんだ。


　足裏にへばりついたのは、頭とう髪はつのかたまり。頭ず蓋がい骨こつからはがれた頭皮の一部だった。


「………」


　なんとなく振り返り、崖の下を見やると、断だん崖がいの底を埋うめつくした粗そ大だいゴミの中に、赤黒い人ひと形がたの肉につ塊かいがあるのがわかった。


　半分、蓋ふたの開いた冷蔵庫にだらしなく身をあずけている由衣は、うつろな目で虚こ空くうを見ている。半開きになった口に、もう蠅はえが出入りしていた。


　死んでいる。殺した。


　あの善良で天真爛らん漫まんな娘を、自分が殺したのだ。


　ざわり、と肚と裡りに湧わきたった罪悪感を、無理矢理に押しつぶす。


「あなたたちがいけないのよ」


　そうだ。アルマを殺した人間たちの仲間なのだ。殺されて当然だ。


　ふたたび憎ぞう悪おで心が灼やける。痛い。痛い。痛い。憎い。





　須藤裕紀が無事にもどってきたことは、眞子と修しゆう一いち郎ろうの予想に反することであったが、彼の同行者の存在はさらに信じがたいことといえた。


「しばらく世話になる」


「……馬鹿なの、この人は？」


　義ぎ理り堅がたく挨あい拶さつを述べた田代にではなく、眞子は裕紀に問いかけた。


「おれも止めたんだけどね……どうも警察に追われているらしくて、街へは行かせてくれなかったんだ」


「そういうことだ。すまないが、お嬢じようさんとそっちのお兄さんにも勝手な行動は遠えん慮りよしてもらう。危害をくわえるつもりはないし、一晩したら出ていくから心配は無用だ」


「いやだと言ったら？」


「ま、眞子、刺し激げきするんじゃないよ。こういう粗そ暴ぼうでじゅうぶんな教育を受けていない輩やからは、知的な劣れつ等とう感を暴力でくつがえすことをいとわないんだ」


「あなたのほうが刺激していると思うけれど？」


　が、その相そう貌ぼうから想起されるほどに、巨きよ漢かんは力に依い存そんした人間ではないようだった。


　温室栽さい培ばいのもやしのような修一郎をだまらせるには、眼力だけで事足りると踏んだのかもしれない。言葉は妹のほうに向けられた。


「悪いが、あんたたちにいやだとは言わせない。おれにこれを使わせないでくれ」


　水色のカーボン製の椅い子すに腰をおろした田代が、上着をめくると、内ポケットにおさめられた拳けん銃じゆうの銃じゆう把はが、室内のとぼしい明かりを吸って黒光りした。


　窓を背にして立つ眞子の青い目が、いくぶん細くなった。


「いいもの持ってるじゃない」


「堅気には無む縁えんなものだ。もちろん、子供にもな」


「どうかしら。その手の道具には慣れているつもりだけれど」


「……どうも、尋じん常じようじゃないな」


　椅子の背もたれに大きな背中をあずけて、田代はサングラス越ごしの視線をめぐらせた。


　教会の穹窿ヴオールトに似たアーチ構造の屋根の下、広大な空間が、今はわずか四人の人間のために使用されている。


　体育館だ。


　ワックスで磨みがきこまれた飴あめ色の床ゆかを見おろす観客席に、彼らはいる。


「なんだって、あんたらはこんなところに隠かくれているんだ？」


「殺されたくないからよ」


「学生の冗じよう談だんにしては、物ぶつ騒そうな話だ」


「冗談なもんか。あんただって死体を見ただろ？」


　Ｔシャツをまくりあげて、タオルで背中の汗あせを拭ふきながら、裕紀が口をとがらせた。


　ここへ来る途と中ちゆう、遊歩道に放置されたままの警察官の遺い骸がいを、ふたりとも目まの当たりにしているのだ。


「ああ。だが……大おお江え健けん三ざぶ郎ろうの小説だったかな、大学生が死体を水すい槽そうに沈しずめたりするのは。医学部では解かい剖ぼうの臨りん床しよう実験などもするんだろう。そういうものを持ちだして、いたずらをしているとも考えられる。かなり悪あく趣しゆ味みだが」


「医学部があるのはここじゃない、都内にあるべつのキャンパスだよ。信じられないってんなら、ほかの死体も見せてやろうか？　もう四人も殺されてるんだ」


「五人よ」


「むやみに外へ出るのは危険です。やめなさい、須藤くん」


「なんだって？」


　裕紀が問い返したのは、むろん修一郎の助言ではなく、眞子による数字の訂てい正せいについてだ。


　窓辺にたたずむ眞子は、さもどうでもいいというふうに髪かみの毛を指にからませつつ、くりかえした。


「わたしたちが確かく認にんした死者は五人、そう言ったの」


「五人？　やってきた警官はひとりだったはずだ。計算があわない。そういえば、昌弘と皆川は……？」


「皆川さんなら、須藤くんの合図があってすぐにここを出ていきましたよ。きみが殺されたと思っていたから、生きてると知ったらよろこぶでしょう」


「そうですか。それで、昌弘のほうは？　おれたちより先に、あのゾンビ女がこっちに来たはずなんで、心配していたんですけど」


　修一郎の返答は、沈ちん黙もくだった。


　動どう悸きが速まるのを感じながら、裕紀は眞子のほうへと視線を向けた。


「死んだわ」


　少女は顔色も変えず、好きな食べ物でも答えるように告げた。


「それよりも、あの化け物があなたたちより先にここへもどったっていうことは、今、この構内のどこかにいる可能性が高いってことね」


「ちょっと……ちょっと待てよ」


　思案顔で床板をローファーで踏みはじめた眞子の肩かたを、裕紀の手がつかまえ、強ごう引いんに自分の正面へと運んだ。


「どういうことだよ？　昌弘が死んだって？」


「計画は失敗したっていうこと。彼を助けることはできなかったの」


「そんな馬鹿な！　説明しろよ！」


　逆上した裕紀の五指が、セーラー服の生き地じにしわを彫ほり、その下の柔やわ肌はだに食いこんだ。


　眞子の眉まゆが震ふるえる。


「説明するも何も、事実は事実よ。あの人は死んだ」


「なんで……時間はあったはずだろ！　あのメイドだけなら、どうにでもなったはずだ。なのに、どうして！」


　我を失って詰きつ問もんする青年の喉に、うしろから太い筋肉の束がまわされた。


「そのくらいにしておくんだ」


　静かな制止の声と同時に、田代の腕が、力ずくで青年を少女から引きはがした。


　体格以上に、腕わん力りよくの差は大きい。床に腰こしをつき、そのまま座りこんでしまう裕紀に、田代はいささか同情のこもった目を落とす。


「話はよく呑みこめないが、女子供に乱暴するのは感心できない」


「部外者が口出しするのかよ」


「もう、おれも巻きこまれているんだろう？　あんたがそう言ったんだ。たしかに何かろくでもない事態らしい。仲なか違たがいすることがプラスとは思えないな」


　その言葉を、田代は態度で示してみせた。


　自分で引き倒たおした若者に手を貸して、床から椅子に移動させてやる。


「状じよう況きようがはっきりしてきたわね」


　すでに裕紀とのやりとりは忘れたように、眞子が唇くちびるを指でなでた。


「あの化け物はたぶん、大学にもどってすぐ地下室へ向かったはず。けれど、手下のメイドはもう死んでいる。ということは、皆川さんが街へと走っていることは知らない」


「ぼくらが地下室にいるとき、出くわさなくて助かったなぁ」


「あのメイドにとっては、不幸だったけれどね」


　しかし、そうなると疑問なのは、ユーフロジーヌの現在の居場所である。


「今ごろ、手下の仇あだを討とうと、血ち眼まなこであたりを駆かけずりまわっているのかもね」


　くくっ、と眞子の喉のどが鳴った。猫ねこのような笑い。


「……彼女はここへ来るだろうか？」


「さあ。この大学は広いもの。しらみつぶしに建物を調べていけば……いいえ、ひょっとしたら、もうそこの入口の前まで来ているかもしれないわね」


　陳ちん腐ぷな脅おどし文もん句くに反応し、修一郎はわざわざ背後に目をはしらせる。


　耳を聾ろうする破は壊かい音は、そのとき起こった。


　とげとげしい音おん響きようにふさわしく、鋭えい利りできらびやかなガラスの破は片へんが、体育館の中央あたりの床を叩たたく。


　天てん井じようの一部が曲面的な天窓になっており、そこからほっそりした人ひと影かげが降ってきた。


　陽光の中、きらめく透とう明めいなかけらをまとい、夜色のドレスがはためく。


「あいつだ！」


「待って。変よ」


　色めきたち、無数の釘くぎを打ちこんだ木製バットを手にとる裕紀を、眞子が叱しつ咤たした。


　直後、轟ごう音おんをたてて、黒衣の少女が床に着地した。


　いや、それが着地といえるだろうか。ほとんど真っ逆さまに、肩かた口ぐちから床板に激げき突とつし、それきり身動きひとつしない。


「……し、死んだ？」


「ちがう」


　死んでいたのだ。


　がらんとしたバスケットコート内に、人形のように倒れこんだ少女の体からは、頭部が欠落していた。


「囮おとりよ！」


「正解です」


　耳もとにかかった笑いの吐と息いきに慄りつ然ぜんとして、眞子は身をひるがえした。


　それよりも早く、窓から突つきでた細ほそ腕うでが、黒くろ髪かみの襟えり足あしをつかまえ、乱暴に引きもどす。


「眞子ちゃん！」


「動かないほうがいいですよ」


　裕紀が声をつまらせたのは、乳白色の髪をした少女の声、そして顔つきの変わりように驚きよう愕がくしたためだ。


　わずか一時間ばかり。その間に何が、人間──でないにしても知性ある者の印象を、こうまで変容させるものだろう。


　おっとりした気立てのよさそうな美び貌ぼうは、仔こ猫ねこのような奔ほん放ぽうさを感じさせこそすれ、これほど酷こく薄はくだっただろうか。その残ざん虐ぎやくな行こう為いにもかかわらず、容姿にかぎれば魅み力りよく的とさえいえたものだが、今は鉄でできているように冷たい。


　それに、この目。


　人を殺すことにおそれを抱いだく少女のものではない。殺すことを切願する者のそれだ。


「ちょっと見ないうちに、こぎれいな顔になったじゃない」


「そうですか？　体を取り換かえたもので」


　なんとか体をねじって軽口を叩いた眞子に、ユーフロジーヌは悠ゆう揚ようと応じた。


「なるほど。すると、あちらは古い体というわけですか」


　殺人鬼きの手にとらわれた妹を気づかうでもなく、修一郎は眼下の死体を瞥べつ見けんして、ひとりで納なつ得とくする。


　その死体は、ただ屋内にいる人間たちの注意をそらすためのものではない。空中高く抛ほうりなげた死体が天窓をやぶった瞬しゆん間かん、その騒そう音おんにまぎれて窓ガラスを割ったのだ。


　観客席の高さは、通常の建物でいえば二階に相当するはずだが、一階部分に張りだした雨よけの上に、ユーフロジーヌは立っている。


「さっきはどうも」


　田代に向けて淡たん泊ぱくな挨あい拶さつをしながら、窓まど枠わくをまたぐ。


　スカートの裾すそにからまり、ゴムの縁ふち取どりからこぼれたガラス片が、冷えた音を発して割れる。


「その人をつれもどしてくださったみたいで助かりました。なんのお礼もできませんけれど、せめて痛くないように殺してさしあげますので」


「やめるんだ。子供を撃うちたくない……その子を放せ」


「撃ちますか？　盾たてに当たっても知りませんよ」


　髪の毛をつかまれて、強引に銃口の前に移動させられた眞子が、横顔で嘲ちよう笑しようした。


「そういえば、地下倉庫にはもう行ったの？　なんて名前だったかしら、あのちびメイド、ぶっ殺してあげたんだけど、見てくれた？」


「……はい。うちの侍じ女じよがお世話になりました」


　ほわっ、とした春風みたいな笑え顔がおである。


　それとは不相応な握あく力りよくが、ぶちぶちと黒髪をちぎり、眞子の喉をのけぞらせる。


「お世話になりっぱなしでは失礼ですから、こちらからもお返しさせてもらいました。あの皆川さんという方、殺してきましたので」


　眞子の呼気がつまり、裕紀が顔をゆがめた。


　空気中に染しみだした絶望と憎ぞう悪おと悲しみのにおいが、胸に心地ここちいい。


「あら、ご不満そうですね。ごめんなさい、よけいなことしちゃったみたいで。助けが来る望みがなくなって、ほんとうにお気の毒さまです。でも、これからですよ？」


　眞子の耳たぶを、鋭利な歯が甘く嚙かんだ。小さな血の玉が浮うく。


「たっぷりお礼させていただきますね。許して、早く殺して、って泣いてお願いしたくなるくらい、丁てい寧ねいに」


「それは、楽しみね」


　硬かたい笑みで応じた眞子の右手が、白い光を牽けん引いんして一いつ閃せんした。
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　カッターナイフの刃はは、ユーフロジーヌの手を傷つけることなく、濃のう紺こんの頭とう髪はつを断たつ。


「撃て！」


　くずおれるように体をまるめた眞子の命令に、ほとんど反射的な銃じゆう声せいがかさなった。


　が、アルミサッシの窓枠をえぐった銃じゆう弾だんをよそ目に、ユーフロジーヌは虚こ空くうに舞まっている。


　客席の欄らん干かんに降り立ったところを薙なぎはらった裕紀のバットは、がつん、とむなしく金属音を散らしたのみだ。


　すでに二度めの跳ちよう躍やくをしたユーフロジーヌは、バスケットボール用のゴールポストのリングに左手をかけ、そこから斧おのを投とう擲てきする。


「うわぁ！」


　恐きよう怖ふのあまり硬こう直ちよくした裕紀を救ったのは、鉄製の手すりだった。


　ごぅん……、とペンキの剝はく離りしかけた欄干を振しん動どうさせて、斧の鉄てつ刃じんが深々と食いこむ。上を向いた柄えが、メトロノームのようにはげしく揺ゆれる。


　その間にユーフロジーヌは、しなったゴールリングの反発力を利用して、さらに離はなれた場所へと着地した。


　コートをはさんだ体育館の反対側である。


　振ふりかえった田代の銃が、その標的を見失った。壁かべ際ぎわに配置されていた金かな網あみのボール入れの陰かげに、少女の姿が消えたからだ。緑色の細い金属棒で形成された円えん筒とうの内部には、茶色のバスケットボールがいっぱいに収納されている。


「そんなところに隠かくれて、どうしようっていうの？　わたしにお礼がしたいんじゃなかった？」


「隠れた？　だれがです？」


　ユーフロジーヌの足が、ボール入れの底部をしこたま蹴け飛とばした。


　滑かつ車しやに火花を噴ふかせて、一瞬、床ゆか板いたの上を走った鉄の容いれ物は、そのまま滑かつ空くうし、観客席の真上の照明器具に激突した。


　白熱灯の破片や金属部品が、すさまじい異音といっしょくたになって、人間たちの頭上にばらまかれる。


「危ない！」


　田代の大きな体に抱かれるように転てん倒とうしながら、眞子は見た。


　ぐしゃぐしゃに変形したボール入れが落下し、床にぶつかり、転がる。それをゴミのように手で横に払はらいとばして、真しん紅くの眸めの少女が接近してくるのを。


　雨あま粒つぶを高感度カメラで拡大、スローモーション撮さつ影えいしたように、おびただしい数のボールが降りそそぎ、跳はねまわる。


　ユーフロジーヌの肢し体たいが回転した。


　鞭むちのごとくしなった右みぎ脚あしが、バウンドしたボールに強きよう烈れつなボレーキックを叩きこむ。


　茶ちや褐かつ色しよくの砲ほう弾だんは、本来、直径よりも狭せまいはずの欄干の隙すき間まを白はく煙えんをあげてこじ開け、身を起こしかけた田代の横よこ面つらにめりこんだ。


　ものすごい音がして、サングラスが破壊され、血しぶきを空中に飛散させて、巨きよ漢かんはもんどり打った。


「ぐお……！」


　鼻び孔こうから血をしたたらせ、火傷やけどと内出血によって半面を変色させながらも、田代はなんとか意識をたもち、椅い子すにかじりついて向きなおった。


　しかし、ユーフロジーヌが新体操の演技にも似た優美な動きで宙に躍おどり、つづけざまにボールを蹴るほうが早かった。


　爆ばく竹ちくが炸さく裂れつする音に似ていた。


　顔面、腹部、右腕、右脚に重い革かわの打だ撃げきを受けて、田代の巨体が回転しながらふっとんだ。


「調子に乗るんじゃないわよ、干ひ物もの女！」


　田代の手から離れた自動拳けん銃じゆうを拾いあげて、眞子がすばやく膝ひざをたてる。


　風圧が、彼女の前まえ髪がみを巻きあげた。


　面前に迫せまったバスケットボールから目をそむけもせず、眞子は引き金を押しこんだ。


　間かん一いつ髪ぱつ──。


　爆散したぼろぼろの革とゴムと繊せん維いの束を浴び、さすがに顔をしかめた眞子が、眼下に視線をもどしたとき、体育館の床に、ユーフロジーヌの姿はなかった。


　香こう水すい、いや、消毒液が香かおった。


　眞子の顔に、いつのまにか影かげがかかっている。


「どなたかお捜さがしですか？」


　裕紀と修一郎の凍こおりついた眼まな差ざしが、声の主の居場所をつげていた。すぐ間近、左側の欄干にたたずんでいるにちがいない。


　動けない。動く前に、殺される。


　正面を向いたまま、皿のようにみはった眞子の両眼に、汗あせが流れこんだ。


　まばたきして、睫まつ毛げにからんだ雫しずくを落とす。


「……お捜しなのよ！」


「それはよかったです。ごきげんよう」


「あっ!?」


　意を決して、全力で体を振り向かせた眞子の掌しよう中ちゆうから、いともあっさりと拳銃がはじき飛ばされた。


　気のないそぶりで、軽く手ではたかれただけで。


　手すりの上で両膝を曲げ、蠅はえでも追うような仕し種ぐさであったにもかかわらず、その平手打ちは、眞子の両手首の神経ににぶい麻ま痺ひをもたらした。


　階下の床に落ちた銃を目で確かく認にんしかけた眞子の腹部に、裸足はだしのつま先が埋うまった。


「ぐぶっ」


　数歩うしろによろめき、くずおれた眞子の口こう腔こうと鼻孔から、血液まじりの胃液が逆流した。


「眞子ちゃん！」


　頭と肩かたをささえる裕紀と、背中を叩たたいてやる修一郎の眼前で、少女は全身を痙けい攣れんさせて、嘔おう吐とをくりかえす。真っ青になった顔は、汗と涙なみだでびっしょりだ。


　その苦く悶もんのさまを睥へい睨げいしつつ、ユーフロジーヌは頰ほおに手をやり、嘆たん息そくした。


「あらまあ、たいへん。思いきり手加減してあげたんですけれど……」


　にっこり微び笑しようした胸の前で、ぽん、と両手があわされる。


「でも、当然ですよね。アルマも苦しい思いをしたのだから」


　その笑顔の前を、黒い紐ひもが上下した。


　がららっ、と天てん井じように据すえつけられた滑車がまわる。


　首を一周した鎖くさりに引きあげられ、ユーフロジーヌの足が欄干から浮いた。


「きゃ……そこはだめっ」


　悲鳴をあげて、ユーフロジーヌは首にかかった鎖を両手でつかんだ。首の接合部分に荷か重じゆうがかかるのは危険だ。


「逃にげろ！」


　球技の際などに、体育館を仕切るネットを張るための鎖をつかんで叫さけんだのは、田代だった。


「あんたは？」


「おれはろくでなしの極ごく道どうだが、大人だ。子供を守る義務がある」


「でも……ひとりじゃ無理だ」


「いいから行け。心配ない。わけがわからない事態ではあるが、なに、警察相手に立ち回るよりは、だいぶ気楽だ。組に迷めい惑わくもかからないからな」


　荒あらい息をつきながら、田代は笑った。


　眞子の肩の下に腕うでをまわして立ちあがらせながら、裕紀はためらいがちに後退しはじめる。


「……あんた、いいやくざだな」


「馬ば鹿かをいうな。いいやくざなどいない。今回はたまたまこうなっただけだ。行け！」


「ああ」


「待って……冗じよう談だんじゃない、逃げるなんて」


　修一郎と裕紀に左右からささえられながら、眞子が顔をあげた。


　青い眸は、高温で燃えたぎる焰ほのおだ。


　鎖で吊つられた異国の少女を見あげて、獣けもののように歯は嚙がみする。


「やっと化け物らしい面つらがまえになってきたわね。そういうの好きよ。でも、ちょっときれいすぎる。前のぼろ雑ぞう巾きんみたいな顔が、あんたにはお似合い」


　その刹せつ那な、ユーフロジーヌの下半身が機き敏びんに躍やく動どうした。


　手すりに刺ささったままの手て斧おのが、柄を蹴られて宙に飛ぶ。くるくると回転しながら上じよう昇しようするそれを、体をひねりつつ、今度は逆の脚の踵かかとで蹴りつける。


　方向を変え、水平に飛ひ翔しようした斧が、ずぐっ、と刃やいばを肉に沈しずませた。


「……何よ、これ？」


　唇くちびるを割ってあふれた大量の血が、臓器の致ち命めい的てきな損そん壊かいを知らせていた。純白のセーラー服の上着に、朱しゆ色いろの地図が手て際ぎわよく描えがかれていく。


「認めない……こんなことは、ぜったいに」


　ごぼごぼと台所の排はい水すい口こうがつまったような音を喉のどの奥からもらしながら、眞子は右手を持ちあげた。にぎられたカッターナイフは、今にも指の中から抜ぬけ落ちそうだ。麗れい美びな面おもてには、怒いかりと死の色が落ちている。


「眞子ちゃん」


　まるで、裕紀の嘆たん声せいが最さい期ごの宣告であったかのごとく、少女の肢体は仰あお向むけに傾かたむいた。


　意識は闇やみに溶とけ、身体感覚は喪そう失しつしていくであろうにもかかわらず、ふたつの蒼そう溟めいの眸は、最後まで自分を殺した相手を見すえている。


　その視線が、ユーフロジーヌの緋ひ色いろの眸と交こう錯さくした瞬しゆん間かん──それは単なる筋肉の痙けい攣れんにすぎなかったかもしれないが──振りおろされた右腕から放たれた刃物が、弱々しい弧こを描いて大気の中を泳いだ。


　太い銀色の刃は、ユーフロジーヌの右足の甲こうに突つきささった。


　いや、距きよ離りがたらずに落下しかけたものを、脚をのばして回収したのだ。


　足に刺さった刃物は、ユーフロジーヌの右手に移動し、さらに彼女が曲芸師のように体を振って鎖をたわませると同時に、つんのめった田代の右肩に深々と埋まい没ぼつする。


「つぅ……」


　苦痛にうめき、眉み間けんの影を濃こくする田代の腕が、鎖を離した。


　じゃらじゃらと鉄の蛇へびが空中にうねり、ユーフロジーヌは階下の床に降りる。


　それを目で追いながら、田代は左手をカッターナイフの柄えにやった。


　ゆっくりと筋肉から引き抜かれた刃は、血と脂あぶらで光っている。それを使って上着の袖そでを裂さき、肩口に巻きつけて止血する男の所作は、場数を踏ふんだ荒くれ者の慣れを感じさせた。


「行け。早く、その子を手当してやれ」


　欄らん干かんをまたぎながらそう学生たちに命じて、身を躍らせる。


　巨体の重量を受けた床板が、どん、と景気よくゆらいだ。


「あなたは逃げないんですか？」


「もともと逃げまわるのは性しよう分ぶんにあわない。あんたが何者かは知らないが、野放しにはできなそうだ」


　カッターナイフをかまえ、腰こしを低く落とす。


　す、す、とほとんど音をたてずに横へと移動する。天井からたれさがる鎖が、ふたりの間に入った。


　直後、田代が半身になり、唇の隙間から短く呼気をもらした。


　鎖の陰かげからすくい上げるような斬撃が、背をそらしたユーフロジーヌの胸をかすめた。


　二度、三度と連続した突きを、軽々と回かい避ひしてから、すかさずユーフロジーヌは踏みこむ。


　引きもどされる男の腕をつかもうとした瞬間、田代は左手で鎖をにぎり、それで逆にユーフロジーヌの細腕をぐるりとからめとった。


「素人しろうとの動きだな」


　落らく胆たんともとれる独白とともに、田代が巨きよ軀くを反転させる。


　ユーフロジーヌの世界が、風車のように変転した。


　柔じゆう道どうの一本背負いに近かった。仮借なく、板張りの硬かたい床ゆか面めんに背中と腰を叩きつけられて、ユーフロジーヌは混乱した。


　鎖にがんじがらめにされた右腕が、しぼった布みたいにねじれているのがわかった。起きあがろうとしたが、できない。


　真上から急降下してきた蛇革の靴くつが、喉を踏みつけた。


「げっ」


　さながら、カエルの断だん末まつ魔まだ。


　巨漢の筋力と体重すべてを合成した一いち撃げきだ。子供の気管や頸けい椎ついなどひとたまりもない。


　生きている人間であれば、致ち命めい傷しようにもなりかねなかった。


　だが、田代は手加減しない。ふたたび持ちあがった足が、再度、鉈なたのように落下する。


　蛇革をまとったギロチンを、ユーフロジーヌは左手で受けとめた。


　唇の動きにあわせて、ごほっ、ごほっ、と咳せきが出る。気道がつぶれて、うまく発声できない。


「……ぞごば……そこは敏びん感かんなんです。乱暴にしないでください」


「まずは、腕か」


　靴底を押しかえすユーフロジーヌの左腕に、田代は足をからみつかせた。と同時に、両手を手首にかけ、みずからの胸に押しつける。腕ひしぎ十字固めの体勢だ。


　ユーフロジーヌに痛覚はないが、それでも腱けんや骨格にかかる負荷は感じとれる。


「く……」


　柔道の選手がするように、脚を跳はねあげて男の頭をねらうが、田代は巧たくみに床の上を回る動きをして攻こう撃げきをやりすごす。


　ユーフロジーヌは唇を嚙かみ、肩がはずれている右腕に力をこめた。


　ごきごき、と不気味な音がした。


「なんだと」


　田代が目を剝むいた。肩けん胛こう骨こつと肘ひじ関節がはずれて、植物のように鎖とからまりあっていた右腕が、奇き妙みような触しよく手しゆのように動いた。


　振ふりはらわれた鎖が、鉄の鞭むちとなって、田代の頭を殴おう打だする。


　赤黒い液体がワックスでかがやく床を汚よごした。


　のけぞった男のあごにユーフロジーヌの右みぎ脚あしがかかり、力任せに腕から引きはがした。田代は賢けん明めいだ。へたに抵てい抗こうすれば、首を折られる。みずから関節技わざを解き、後転して身を逃がしたのである。


　慎しん重ちように体を起こす彼の顔面は、頭部からの出血によって朱しゆに塗ぬりつぶされている。


「痛みがないのか……」


「はい。だから、多少の無茶もできるんです」


　首をちぢめ、肩をまわしたユーフロジーヌの体内で、骨がこすれる音がした。筋肉の力にみちびかれて、肩胛骨がもとの位置におさまり、肘が正常な高さにもどる。


　手て袋ぶくろの破れ目から、鎖によって摩ま擦さつされた擦すり傷こそのぞいているものの、内出血による腫はれや痣あざなどはみられない。生身の人間のような血液がないのだ。


「なるほど。まともじゃないというのは、こういうことか」


　止まらない血を指でぬぐい、田代はハンカチを額に巻いた。目に血が入るのをふせぐためだ。すでにシャツは汗あせと血を吸い、すっかりもとの色を失ってしまっている。


　だが、彫ほりの深い精せい悍かんな面相には、まだ活力がみなぎっていた。


　相手から同じ距離をたもちつつ、横へ横へと移動する足どりにも遅ち滞たいはない。


　ユーフロジーヌは死角を作らぬよう、それにあわせて体の向きを変える。


　不意に、田代が動いた。


　背をまるめ、刃物を腰だめにかまえつつ、真っ正面から突とつ進しんする。


　なんの工く夫ふうもない攻撃に、ユーフロジーヌはかえって驚おどろいた。


「捨て身の抵抗ですか？」


　腹部に打ちこまれた刺し突とつを、男の手首をつかむことで、やすやすと止める。


　そのまま、腕をねじ切ってやろうか、そう考えたとき、田代の左手が、ぐい、とドレスのパフスリーブをにぎりしめた。


　また、投げ技だ。


　そう悟さとったときは、もう手て遅おくれだった。


　みごとに脚を苅かられて、背中から床に倒たおれこむ。衝しよう撃げきに目がくらんだが、だいじょうぶ。今度は骨格に損そん壊かいもない。


　次はこちらの番だ。


　おおいかぶさった男の巨体を横に転がし、自分が上になる。こうなれば、もうおしまいだ。げんこつの一撃で、人間の頭ず蓋がい骨こつはぺしゃんこになる。


「約束守れなくてごめんなさい。よけいな怪け我がなんてさせずに、即そく死しさせてあげたかったんですけれど……でも、これで」


　大きく右腕を振りかぶる。


　鉄板のような胸の筋肉を呼吸で上下させながら、男は沈ちん鬱うつな様子で口を開いた。


「ああ、おわりだな。弾たまがまだ残っていて助かった」


　ユーフロジーヌの視界の外にのばされていた田代の右腕が、馬乗りになった少女を抱だくように、背中へと回った。


　ごりっ、と硬いものが背筋に接せつ触しよくしたのを感じ、ユーフロジーヌの顔色が変わる。


　直後、銃じゆう声せいが体育館に響ひびいた。


「あ……」


　ユーフロジーヌが背筋をそらしたのは、むろん苦痛のためではない。相手の意図がわかったのだ。昔から、知ち恵えに長たけた襲しゆう撃げき者たちが、彼女の不死性を確かく認にんしたのち、かならずそうしたのと同じことを、田代はしたのである。


　つまり、体を維い持じ形成する骨格の中でもっとも重要な、背骨をくだくということを。


　腔内にライフルが刻まれた九ミリ拳けん銃じゆうの威い力りよくは、旧世紀の小銃以上かもしれない。弾種にもよるが、至近距離から受けて無事でいられるものではない。


　一度は天を仰あおいだユーフロジーヌの上半身が、どさり、と力なく男の胸の上に倒れた。


「最初から、このために……」


「痛みがなくても、死ななくても、骨を壊こわしさえすれば動けなくなるだろうからな」


　眞子が落とした拳銃の位置を確認した上で、この状じよう況きように至るように計算して、攻撃をしてきたのだろう。命がけの土ど壇たん場ばだというのに、たいした冷静さだ。


「……でも、惜おしかったですね」


　ぎょっと目を見ひらいた男のいかめしい顔に、白いふたつの手のひらが張りついた。


　丈じよう夫ぶな板を叩たたき割ったような響きがした。


　一回転した男の頭部が、ごとり、と床にぶつかった。


「背骨が折れたって、手は動きます。それに」


　小刻みに震ふるえ、手足を跳ねる死体から、ユーフロジーヌはゆっくりと体を離はなした。


　しっかりと両脚で直立するその背中から、金属と細い木材のような破は片へんがこぼれた。


「折れてもいません」


　鹿しかの骨とくじらの髭ひげを使用したコルセットは、すこぶる弾だん力りよく性に富み、また頑がん強きように造られている。皆川由衣との戦せん闘とう中も、それが胴どう体たいへの打撃を緩かん和わしてくれた。


　本来、アンピール様式のシュミーズ・ドレスにコルセットは不要であるが、それ以前の時代に製作された予備の肉体には、相応の下着が装着されていたのだ。


　しかし、銃弾があともう一発あれば、それもわからない。辛しん勝しようだった。


　これで、あと三人。いや。


「たぶん、ふたり」


　眞子の手傷は、命にかかわるものだったはず。助かる見込みはない。


　彼女が残した血の跡あとが、人間たちの逃にげた先を教えてくれる。





　行き先は医務室だと思ったが、そうではなかった。


　路上に点在する黒い沁しみと血の匂においが誘ゆう導どうする先にあったのは、石造りの重じゆう厚こうな建築物。


「教会……」


　するどく天空を衝つく尖せん塔とうの形は、ソールズベリの大聖堂を連想させた。むろん、はるかに小ぶりな建物ではあるが、直線的で端たん正せいな英国風ゴシック建築は、黒く重たい影かげとなって威い圧あつ的にそびえている。


　日本は教皇庁に教化された国ではないが、この大学はミッション・スクールのようなキリスト教系学校法人が運営しているので、こういった施し設せつがある。そうアルマは言っていた。


　にわかに空が暗くなってきた。まだ午前である。


　雨雲が太陽を隠かくしたのだろう。


　大きく高い正面の扉とびら口は、アーキヴォルトの段差で縁ふちどられており、〝荘そう厳ごんのキリスト〟の図像が横石リンテルや半円壁面テユンバヌムの部分に硬こう質しつで立体的な絵画として表現されている。


　扉には、案の定、鍵かぎがかかっていた。管理人用の鍵束があれば、それも解除できるのだが、アルマの鞄かばんの中から、それはなくなっていた。人間たちが持ち去ったのだろう。


　扉がだめでも、窓がある。


　ゴシック建築は、ロマネスク期のそれと比ひ較かくして、格段に壁かべの面積が少ない。つまり、そのぶん窓が多い。薔薇ばら窓をはじめ、その大半はステンドグラスだ。さすがに防犯のことを考慮して、一階部分の窓は火炎樹フランボワイヤンのはざま飾かざりで細く仕切られているが、上方にある高窓は、貧ひん弱じやくなガラスで風雨を防いでいるにすぎない。


　壁柱を横切る刳型モールドに指をかけて、体を宙に浮うかせ、側廊アイルの屋根に飛び乗ると、足音をたてずに犬けん牙が彫ほりがほどこされたアーチ形の窓まど枠わくに張りつく。


　ぽつり、と頰ほおに小さな粒つぶがはじけた。


「雨？」


　曇どん天てんは気温がさがるのでありがたいが、水気は歓かん迎げいできない。体にほどこされた保全の術式は完かん璧ぺきに近いが、現状では満足に機能してはいないのだ。


　ユーフロジーヌは薄うす衣ぎぬの胸に指をなぞらせた。その内ない奥おうに、本来おさまるべき石さえあれば、さしたる問題もないのだが……。


「……どうでもいいや」


　石に対する執しゆう着ちやくを感じなかった。重要な目的ではない。


　今、人間たちを殺すのは、ただ殺すため。アルマの復ふく讐しゆうだ。それ以外の目的は必要ない。


　この憎にくしみに身をあずければいい。激しく、シンプルに。


　窓にはめこまれている色とりどりのガラスたちは、かつての焼き絵ガラスグリザイユよりも色しき彩さいが鮮せん明めいであり、また透とう明めい度も高い。じゅうぶんに内部の様子を観察することができた。


　窓枠の向こうは、がらんとした空くう虚きよな身廊ネイヴだ。


　ゴシック様式の教会建築に窓が多いといっても、石造りの組積造であるから、日本家屋にくらべると、採光の面でははるかに劣おとる。身廊は暗い。


　中央を西から東へとつらぬく絨じゆう毯たんの左右には座席ベウが並び、その先には内陣チヤンセル、さらには一ひと際きわきらびやかなステンドグラスを背にして、祭さい壇だんがある。巨きよ大だいな壁龕ニツチともいうべき後陣アプスがそなえられているのは、英国ゴシックらしからぬ構造といえた。手前側の袖廊トランセプトは、死角になって見えない。


　人間は──いた。


　木製の長なが椅い子すに腰こしをおろし、ぐったりと背をまるめているのは、須藤裕紀にちがいない。


　ユーフロジーヌは、迷わず、肩かたがけ鞄を先にして、窓に体当たりした。


　稲いな光びかりとともに、色ガラスが千々にくだけた。


　蜘蛛くものように絨じゆう毯たんの上に降り、ゆっくりと身を上向けるユーフロジーヌの頭上に、遠えん雷らいが低くこだまする。雨が降りだしたようだ。


「もう来たのか」


　意外にも、裕紀はあわてなかった。


　サボテンのように釘くぎを生やしたバットをかまえもせず、杖つえのように立てたそれであごをささえるような恰かつ好こうで、億おつ劫くうそうに顔をあげる。


「あの人はどうした」


「殺しました」


「そうか。眞子ちゃんも死んだ」


「あとは、あなたともうひとりだけ」


「あのとき、おれを助けなけりゃ、先生だけで済んだのにな」


　皮肉っぽく口をゆがめる青年の面おも持もちに、既き視し感かんがかさなる。発はつ煙えん筒とうを手にして笑ったときの彼と同じ、どこか自暴自じ棄きな冷静さ。


「今度は、助けたりしません」


　だが、殺す前に訊きくことがある。


「あの大学教授の人はどこですか？　教えてくれれば」


「助けてくれるか？」


「いいえ。苦しまない方法で殺してあげます」


「じゃあ、教えない」


「友情ですか？　あの阿部という男の人も、そう言っていました」


「昌弘が？」


「はい。けっきょく、そのお友達に殺されてしまったようですけれど」


　それを聞いて、はじめて裕紀の顔が動どう揺ようにこわばった。


「今さら、くだらないうそはよせよ」


「信じるも信じないも自由ですが、死体をご覧になればわかると思いますよ。鉄てつ砲ぽうで撃うたれて死んでいました。あの兄妹きようだいです」


「ばかばかしい。おれたちを仲なか違たがいさせようって肚はらだろ」


「まさか。今さら」


　裕紀の言葉を真似まねて、ユーフロジーヌは笑った。誤解を受けてまいった、というように。


　だが、それは誤解などではない。


　この若者はすぐには殺さないほうがいい。アルマなら、きっとそうする。


　人間の悪わる知ぢ恵えをあなどってはいけない。姿を隠した小鳥遊たかなし修一郎が、何か姑こ息そくな手を打ってくる可能性がある。慎しん重ちようを期すべきだ。利用できる道具をみすみす壊すのはもったいなかった。壊すのは、用がすんだあとでも遅おそくない。


「もう一度、尋たずねます。あの大学教授の人は？」


「聞いたら、きっと照れるぞ。あの人は教授でも助手でもない。まだ講師だからな」


「どこにいるんですか？」


　わずかな時間、雨音が礼拝堂のヴォールトのもとを支配した。


「……そこの祭壇のうしろ」


「内ない陣じん？」


　一段高くなった聖所サンクチユアリは無人であり、左横に据すえられた聖歌隊席クワイア・ロフトにも何者の影もない。


　ぶん、と空気がうなった。


　席から立ちあがりざま、裕紀が横よこ殴なぐりにしたバットを、ユーフロジーヌの右手が止めた。釘でてのひらを傷つけぬように、三本の指を立てて。


「だれもいませんよ？」


　顔は振ふり向きもせず、東側、身廊の奥を見ている。


　裕紀の肩から力が抜ぬけ、バットが下がった。


「祭壇のうしろの壁に、扉があるだろ。その中だ」


「そうですか。じゃあ、開けてください」


「鍵がない」


　どうやら、この青年は見張り役というわけでなく、あの大学講師によって締しめ出されてしまったものらしい。意気消しよう沈ちんしていたのも、そのためだろう。


　鍵がなくとも、そう困ることはない。聖卓アルターの上に鞄を置いて、ペンチカッターを出し、それをかついで後陣を進む。


「鎖くさりじゃないんだ。そんなもので切れるもんじゃない」


「こう使うんです」


　ユーフロジーヌの使用法は、その工具本来の目的からすれば、まったく的はずれだった。


　なぜか、その部分だけロマネスク様式の壁柱ピラスターにはさまれた聖女ヒルデガルトの壁彫刻フリーズが、大型ペンチカッターの刃は部分に打たれて、粉々になる。


　何度かくりかえすうち、深い亀き裂れつが扉そのものを十字に断たち、重い断だん片ぺんが床ゆかに落ちた。大理石に似せた、漆しつ喰くいの板なのだ。


「先に入ってください」


「用心深いこった」


「そのために、あなたを生かしているんです。役立ってください」


「……変わるもんだな」


　皮肉と感かん嘆たんのまじった若者のつぶやきを、ユーフロジーヌは聞こえないふりをした。


　何が、どう変わったのかは、自分でもわかっている。


「さっさと入ってください」


　手て荒あらく背中を押されて、裕紀は鈍どん尖せん形けいのアーチ扉をくぐった。


　薄明るい部屋だ。本来、聖母堂か聖器室、もしくは祭服室のような役割のために設けられていたのだろう。けっして広くはない。


　空気の質がちがう。


　温気にとぼしく、また、外で雨が路上にくだける音はまったくとどかない。


　石と埃ほこりと古い布の匂においを、鉄──血の臭しゆう気きが圧あつ倒とうしていた。床の石いし畳だたみを、その液体がひたしている。


「やあ、困りますね、須藤くん」


「先生」


「彼女をここへ案内していいなんて言ったおぼえはありませんよ」


　薄い布製の衝つい立たてから、小鳥遊修一郎の長身があらわれた。


「勝手なことを！　おれだけ外に残されて、何ができたっていうんですか」


「きみが彼女に殺されるまで抵てい抗こうしてくれたら、もう数分は時間がかせげたでしょうに。失望しましたよ」


　冗じよう談だんめかすでもなく、かといって狂きよう気きを感じさせるでもない、平素と変わらぬ修一郎の口ぶりである。じつに温おん厚こうそうな困り顔で、繁はん茂もした夏草のような髪かみをかき混ぜる、その手指が真っ赤に塗ぬりつくされている。まるで、外げ科か手術を終えた医師だ。


　妹の生命を救おうという苦く闘とうの名残なごりであろうが、医師でもない者には手にあまる重傷であったはずだ。


　衝立の向こうからは、心音も呼吸音も聴こえてこない。


「先生、あんたは……」


「もう逃にげ場はありません。お祈いのりする時間が必要ですか？」


　絶句する裕紀にかわって、ユーフロジーヌが口を開いた。


　青年は、どこか眠ねむたげな風ふう貌ぼうを少し上向け、壁かべの燭しよく台だいにたゆたう灯ひをながめる。


「あいにく、ぼくはキリスト教徒ではありませんので」


「では、告解のかわりに、赤子のような悲鳴を」


　ゆるりと持ちあがるペンチカッターが、大型鳥の頑がん健けんなくちばしに似た刃に、灯ともし火びを赤々と反射させる。


　その尖せん端たんが、ふたりの若い男の顔を交こう互ごに指ししめした。


「どちらから先にしましょうか。ご要望あります？」


「先生……石を、盗ぬすんだものを返してください」


「それはどうでしょうね、須藤くん。今さら石を返したところで、彼女はぼくときみを生かしておかないような気がするんですが。ねえ？」


「はい」


　満面の笑えみで、ユーフロジーヌは同意した。


「あなたたちとお話ししているだけで、さっきからずっと吐はきそうなんです」


　やわらかな弧こを描えがいた唇くちびるの奥で、ぎちぎち、と歯が摩ま擦さつする。


　クリーム色の長ちよう髪はつが、ぞわり、と逆立つ。


「殺したいっていう感情を抑おさえているのが、こんなに気持ち悪いなんて。もういいですよね？　つまらないおしゃべりはおしまいにしましょう。我が慢まん、できません」


「やれやれ、お父上が泣きますよ」


「え──？」


「あの石は、ただ単に貴重であるだけでなく、きみが所持していてこそ、意味があるというのに」


　ユーフロジーヌは、生身の人間がするように、気息を喉のどにつめた。


　今、この若い大学講師は、なんと言ったのだろう。


　おまえが持っていてこそ、意味がある。それはいつか、六番目のお父さまがおっしゃったことと同じだ。


「あなたは……あれが何なのか、ご存じなのですか？」


「哲学者の石ラピス・フイロソフイルム、第一原質ステリア・プリマ、錬金薬エリクシール、エメラルド・タブレットの秘ひ蹟せき……呼び名はいろいろありますが、自然原理に反するコントラ・ナトウルム技の要よう諦ていであるとされる、古代ギリシアの遺産ですね」


「なぜ、それを……」


「ヨーロッパの古い文ぶん献けんを、かなり念入りに調べましたので」


　石についての知識にはさほど驚おどろきはしないが、それと自分との聯れん関かんまで調査したという労力に、舌を巻かざるをえない。こんな極東の、しかも一いつ介かいの大学職員が、よくもまあ。


「母方の祖父が、著ちよ名めいな人形作家でしてね。骨こつ董とう趣しゆ味みというのか好こう事ず家かというのか、ちょっとした初期印刷書籍インキユナブラや羊皮紙バーチメントの資料館のようなものがあったんです」


　なるほど、蠟ろう人形、銅像、彫ちよう刻こく、自動人形オートマタ──そうした古来の資料の延長に、死体を使った究極の人形の製造に関する情報があったわけだ。


「祖父の家系はフランスの富ふ豪ごうで、先祖はイングランドや北米を転々として、やがて石炭産業で財をなしたらしいですが、妙みような趣味のせいで散財がかさみ、母は不動産の相続をあきらめなくてはならなかったそうですよ」


「あなたの家庭環かん境きようになんて興味ありません。けれど、ちょっとびっくりしました。この国には、あなたをふくめて少なくともふたり、わたしの体の秘密を知っていた人間がいました」


「ふたり、ですか。それはひょっとして、伊い織おりという人物ではありませんか？」


　今度こそ、ユーフロジーヌは驚きによって口をつぐんだ。


　修一郎は誇ほこるでもなく、訥とつ々とつとした口調で語りつづける。


「伊織は、ぼくのハンドルネームです。あのウェブサイトを運営しているのは、ぼくですよ。東くんや鴨かも志し田ださんは知らなかったでしょうけど」


「先生……じゃあ、あんたが東たちに、この女のことを教えたのか？」


「そうなりますね。呪のろいなんて信じているわけではないですが、万一のことを考えて、彼やきみたちにツタンカーメンの柩ひつぎを開いてもらったわけです」


「東が殺されたのも、昌弘が殺されたのも、あんたの口車に乗ったせいだってことかよ！」


「そう非難されると、返す言葉もありませんが」


　実際、弱りきったというふうに首筋を搔かき、長身を揺ゆらす。


「でも、どうしても安全に彼女の体から石を摘てき出しゆつしたかったので、仕方なかったんです。それに、呪いが本当かどうか、ちょっと興味もありましたし……けっきょく、きみとぼく以外みんな死んでしまったということは、呪いが実証されたも同然ですね」


　どこか子供じみた無む邪じや気きな表情をみせる修一郎を、裕紀は声もなく凝ぎよう視しした。一片の罪悪感もないどころか、学者らしい好こう奇き心しんに目をきらめかせる相手の様子に、畏い怖ふをおぼえているのだろう。


「そうそう。さっきの続きですが、ぼくの祖父の名字はシュジエというんですが、彼の祖父は別の姓せいを名乗っていましてね」


　湖の色をした青年の眸めが、前まえ髪がみの陰かげから、じっとユーフロジーヌの赤眼に射さしこまれた。


「シュトゥディオン男だん爵しやくというそうです」


　総毛立つような悪お寒かんが、ユーフロジーヌの足を後ずさりさせた。


　シュトゥディオン男爵──本家はプロイセンの伯家であるから、男爵家といえば、ひとつしかない。魔ま道どうの継けい承しよう者にして、背教者。類たぐい稀まれな錬れん金きん術じゆつ師の家系。


「そんな……」


「きみを造ってから七代後、つまり、きみの最後の父親が、ぼくの先祖ということになります」


「七番めの……」


　あの不ふ埒らちな、自分を捨てて新大陸へと去った放ほう蕩とう者の子孫が、今、ここにいる。


　気が遠くなるような、奇き異いなめぐりあわせ。


　せっかく、百年がすぎて、体も新しくして、過去から解放されたというのに。運命の縛ばく鎖さはしごく頑がん丈じようだ。


「ここまで話せば、ぼくが石を手に入れた目的も察しがつくんじゃないですか？　もともと西洋文化史の研究をしていたといっても、錬金術や死者の蘇そ生せいなんて、歴史的な観点をはなれて没ぼつ頭とうするほどの興味はなかった……あなたのことを知るまでは」


　表情にも語調にも変化はほとんどないが、青年の興奮は体にあらわれていた。


　大きくて長い指をもった両手が、せわしなく擦こすりあわされている。付着した新しん鮮せんな血が、ぬるぬると皮ひ膚ふを潤じゆん滑かつさせ、手の動きを次し第だいに速めていく。


「人形を愛した祖父の血のせいでしょうかね。その祖父も、シュトゥディオンの精神を継ついで、無意識に少女の形を造っていたのかもしれません。きみはすばらしい。すばらしい造形物です。ぼくも、きみのような人形を造りたくなったんです。百年以上ですよ？　そんな時間をへだてて、この大学でぼくときみが邂かい逅こうしたのは、啓けい示じのような気がするんです」


　両手の動きが、ますます加速して、異様な音を発しはじめた。


　乾かわきかけ、ねちょねちょと粘ねん度どを増した血が糸をひいては、シャツやスラックスに飛び散る。


「きみが眞子を殺してくれて助かりました。妹ながら、素材としては申し分ありませんが、どうやって死体になってもらおうか悩なやみどころだったんです」


「そんなの、簡単じゃない」


　笑いをふくんだ少女の声は、ユーフロジーヌの唇からつむがれたものではない。


　黄ばんだ麻あさの衝立が、びぃっ、と裂さける。


　修一郎の両眼が、こぼれそうなほど開かれた。


　ぼりぼり、と何かをくだく不気味な音がするたびに、彼の肩かたや腕うでが痙けい攣れんする。


「こうやればいいの」


　シャツのボタンがはじけ飛び、ずぼっ、と青年の胸から真っ赤な棒が突つきだした。


　細っこい腕だ。へし折れた肋ろつ骨こつが、皮膚を花のように外側へ拡ひろげている。噴ふきだす血の勢いと呼応して伸しん縮しゆくする筋肉の塊かたまりが、五本の指の中に収まっていた。


　手指がにぎられ、心臓が破は裂れつした。


　想像以上の血液が飛散し、出入口のそばにいるユーフロジーヌの足もとにまで、赤一色の点てん描びようをほどこした。


「ね？　簡単でしょう？」


　前ぜん傾けいして倒たおれていく兄の背後から、血まみれの眞子の笑え顔がおがあらわれた。




　Ⅵ　再来者ルヴナン。







　なんてことだ。


　ユーフロジーヌは目の端はしを震ふるわせた。


「眞ま子こちゃん……生きて……」


「生きて？」


　歓かん喜きというには暗すぎる裕ゆう紀きのつぶやきを聞きとめ、少女は皮肉っぽく口辺をゆがめた。


「どうやら、生きてはいないみたい。ほら」


　真っ赤に染めあげられた眞子の手が、みずからの胸に向けられた。


　上半身は裸はだかである。下着は身につけているが、スポーツブラジャーがまくり上げられ、まだ女性よりは少年に近い乳ち房ぶさがあらわになっていた。


　ふたつの謙けん虚きよなふくらみの中央に、縦一文字の疵きずがある。乱暴に縫ほう合ごうされた、その新しい疵は腹部の斧おのによる裂れつ傷しようとつながり、ほとんど胴どう体たいを左右に二分しているように見えた。乾いた血の沁しみや白いという表現よりも白い皮膚は、とうてい生きている人間のものではない。


「不思議ね。生き物の体が熱をもっていて、いつも脈打っているっていうことが、死んでみてはじめて実感できたわ」


「自分の体が、壁かべや床ゆかよりも冷たい……ですよね」


　最初は驚いたものだ。ユーフロジーヌにもおぼえがある。


　眞子は答えず、唇くちびるから笑えみを消した。空と同じ色を宿していた双そう眸ぼうは、今や、魔ま性しようの紅色である。


　下着を直してから、腰こしかけの背もたれに無造作にあずけられていたセーラー服を取り、それに袖そでを通そうとした眞子が、ふと眉まゆをひそめた。


　血染めの右手の中指と小指が、あべこべな方向に曲がっている。左手でちょっとねじってやると正常な位置にもどったので、脱だつ臼きゆうしていたのだろう。力が強くなったところで、肉体の強度そのものは生前とあまり大差がない。人間の胸むな板いたを素す手ででつらぬき、心臓をえぐるという行こう為いは、眞子の肉体にもそれなりの負担をあたえたのだ。


「ほんとうに痛みの感覚がないのね」


「……どうですか、こっち側に来た気分は？」


「光も音も、空気のにおいも味も、すべてがさっきまでとちがう。これがあなたの世界か……すてき！　三百年も独ひとり占じめしてきたなんて、ずるいんじゃない？」


「ようこそ、なんてとても歓かん迎げいできません」


「そうだ。これ、返しておくわ」


　友達同士でかわされるような親しげな言葉と同時に、飛来してきたのは物ぶつ騒そうな刃は物ものだった。


　ばちんっ、と合がつ掌しようしたユーフロジーヌの両手の間に、手て斧おのの刃やいばが挟はさまれた。刃先が鼻び梁りように触ふれるか触れないかという、きわどいところだ。


　手放したペンチカッターが、遅おくれて床に落ちた。


「わたしはこれを使わせてもらう。頃ころ合あいでしょう？」


　眞子の左手が、刀受けから日本刀をつかみ上げた。鯉こい口ぐちから青い光がのぞく。


　鍔つばの象ぞう嵌がんに十じゆう字じ架かと聖母子像が意い匠しようされている。江え戸ど期のキリシタン文化財であろう。周囲にも、踏ふみ絵えや仏ぶつ壇だんに擬ぎした祭さい壇だんなどといったものが、さながら聖遺物のように仰ぎよう々ぎようしく陳ちん列れつされている。


　眞子は重力を知らない者のように、軽かろやかに衝つい立たてを飛び越こえ、赤あか樫がしでできた事務机に立つ。しゃらん、と鞘さや走った白はく刃じんが、蠟ろう燭そくの明かりをはねて、斜ななめに流れた。


「どうしたの？　用意しなさいよ」


「……」


　ユーフロジーヌは身の危険を感じていた。恐きよう怖ふではなく、危険を。


　今、眞子が投じた斧は、必死で体を動かさなければ、防ぎえない速度であった。皆みな川がわ由ゆ衣いの体術は脅きよう威いであったが、それでも人間の動きであり、速さという点では対処できたし、膂りよ力りよくでは有利に立っていたのだ。


　ところが、今度の相手は、人間ではない。体の性能という側面からみれば、まったく互ご角かくであるはずの相手である。


「あなたがほしがっていたものは、わたしのおなかの中にある。ほしくないの？」


　打ち捨てられた黒くろ漆うるし塗ぬりの鞘が、よそよそしく床に転がった。


「わたしは、殺されたわたしの復ふく讐しゆうをしたくて、どきどきしてるわ。ねえ、ご先祖さまっ」


　コウモリみたいに飛ひ躍やくした眞子が、黒くろ髪かみを躍おどらせ、真っ正面から打ちかかってきた。


　とっさに上げた斧の柄えに、まばゆい火花が咲さく。
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　重い一いち撃げきだ。よろめいたユーフロジーヌに、眞子はさらに追い討うちをかける。袈裟けさ懸がけに左右から浴びせかけられる太刀たちを死にものぐるいで受けとめつつ、ユーフロジーヌは後退するしかない。


「ぬるいわよ？　ぜんぜん来ない！」


　逆袈裟に斬きりあげた刃が、鉄火をまといながら反転し、肩かた口ぐちから刺し突とつをくり出した。


　まるで、雷らい光こうだ。


　喉のどの皮に朱しゆ線せんをひいた閃せん光こうに、一ひと房ふさの銀ぎん髪ぱつが散る。


　まさに紙かみ一ひと重えで切きつ尖さきをかわしたユーフロジーヌは、しかし落ちていたガラス瓶びんを踏んで、もののみごとにすっ転がり、石造りの聖せい水すい盤ばんにしこたま背中をぶつけてしまう。


　とっさに盤の縁へりをつかみ、転てん倒とうの勢いを利用して後転するユーフロジーヌのつま先が、眞子のあごを浅く蹴けりあげた。


　その打撃が、わずかな狼ろう狽ばいを生み、遅れて振ふりおろされた日本刀の先せん端たんが、がっ、と石せつ灰かい岩がんの唐から草くさにくわえこまれた。


　後転しざま、遠心力で後方へ飛んだユーフロジーヌは、ひたり、と壁に四よつん這ばいで張りついてから、すぐ床に着地した。


　日本刀の刃が、聖水盤から抜ぬけた。少し感心したふうに、眞子は唇を笑ませた。


「さすがに、この体の使い方に慣れてるわね」


「三百年の経験です」


「手足が速く、強く動きすぎて、頭が次の行動を命令するのが追いつかない感じがする」


「体が先に動いて、意識が置いていかれちゃう感覚、ですよね」


　そう受け答えをしながら、ユーフロジーヌは手斧を胸の高さまで上げた。


　かろうじて笑いで余よ裕ゆうを表しはしたが、手足は無様に震えている。


　目、耳、鼻、全身の皮ひ膚ふ、うぶ毛、すべての感覚を駆く使しして、眞子の動きに注意する。


　まばたきでもしたら、もう瞼まぶたが上がる前に、胴どうと首が切断されていそうな殺気。おそろしくて、おそろしくて、気が遠くなる。


「眞子ちゃん」


　意を決したかのように、おもむろに口を開いたのは、室内で唯ゆい一いつの人間であった。


　胡う乱ろんげな横目で彼を見やり、眞子は無言でうながす。


「昌まさ弘ひろを殺したのは、きみなのか？」


「そんなこと」


「答えてくれよ」


「ええ、そう。わたしが殺したの」


　どうでもいい。そんな口調だった。


　気だるげな様子で石いし畳だたみを踏み、ユーフロジーヌのほうへと歩きだすことによって、話わ柄へいの終しゆう了りようを告げた少女に、裕紀はさらに食いさがった。


「……本当なのか？　どうして？」


「どうしてって、そのときの気分でそうしただけよ。それが手っとり早い方法だったし」


「人を……人を殺したんだぞ！」


「だから、わかってる」


　肩かた越ごしに、少し顔を振り向かせた眞子の目が、陰いん惨さんな苛いら立だちに沈しずんでいる。


「さっき、兄さんを殺したのも見たでしょ？　あなたも殺してもらいたいわけじゃないなら、うっとうしいから出ていってくれない？」


　言葉をなくして立ちすくむ若者を捨てて、眞子は前に向かい、歩行を再開した。


　だらりと右手にさげた大刀の尖せん端たんが、ときどき床に爪つめ痕あとをきざむ。


「観客席はほうっておいて、ふたりで楽しくやりましょうよ、ご先祖さま！」


　突然、はじかれたみたいに加速した眞子が、刹せつ那なにユーフロジーヌのふところに身をすべりこませた。


　ばちっ、と鉄と鉄が激錯し、蛇へびのように赤い二対ついの眸めがまじわる。


　耳みみ障ざわりな金属音を大量生産しながら、全力で鍔つば迫ぜりあうふたりの足が、はげしく床ゆか面めんを摩ま擦さつする。


「く……」


「つらそうね。だいじょうぶ？」


　にこっ、と眞子が真っ白な歯をこぼした。人ひと喰くい鮫ざめを彷ほう彿ふつさせる鋭えい利りな歯並び。魔まが宿った者の証あかし。にもかかわらず、その微び笑しようには、微み塵じんの残ざん忍にんさもない。真心から病人をいたわり、勇気づけるナイチンゲールのよう。


　あまりにも美しい笑みに、思わず目を奪うばわれた直後、ユーフロジーヌのみぞおちにローファーの靴くつ底ぞこがめりこんだ。


「げほっ」


　うしろに飛ばされたユーフロジーヌの体は、銅製の観音像に激突し、不敬にも床に打ち倒たおした。鐘かねのような響ひびきをたてて転倒した立像の背には、十字架が彫ほりこまれている。赤子を抱だいていることからみても、これは観世音に偽ぎ装そうしたマリア像であろう。


　その近辺には、同じような造形の仏像が立ちならんでいた。


　ユーフロジーヌもカソリック信徒であるが、一見して異教の偶ぐう像ぞうとしか見えないそれらには、特別な畏い敬けいは感じなかった。注意深く観察している猶ゆう予よもない。


　体勢をもどす前に、すでに眞子は肉にく薄はくしている。


「ほら、真っ二つ！」


　語ご尾びにハートマークがつきそうな嬌きよう声せいと同時に、頭上から落下してきた閃せん光こうを、なんとか横っ飛びに身を投げ出してよける。


　一転して起きあがるところに、今度は水平の一刀。


　ばねのように上に跳とんで逃のがれ、背後の如によ来らい像の頭頂に降りると、間をおかずにそこからも跳びはなれる。直後、如来の首と手首が刎はねられた。


　眞子のセーラー服のスカートがなびき、銀のひらめきが宙に円えん弧こを描えがく。


　ドーム形の天てん井じようから吊つりさがったシャンデリアに右みぎ脚あしをかけて逆さまにぶらさがり、ユーフロジーヌは右手の斧おので刀を受け流した。振り子となって大きく揺ゆれたシャンデリアから、衝つい立たての裏へと着地する。


　だが、敵の視界から身を隠かくしても、息をつく暇ひまさえあたえられなかった。


「仔こブタさん、それは隠れているうちに入らないわ」


「ひっ」


　揶や揄ゆとともに、衝立に張られた布の表面から、白い切尖が飛びだした。


　のけぞったユーフロジーヌを追つい跡せきするかのように刃が流れて、べろり、とめくれ落ちた薄うす布ぬのの向こうから、眞子が滑すべりこんできた。


　そのタイミングをねらって斧を降りおろそうとしたユーフロジーヌは、後退しながらの姿勢だったこともあり、足をすべらせてしまう。


　目をはしらせた眞子の右みぎ腕うでが、視線と同じ速度で下から巻きあがる。が、眞子のほうも、床についた膝ひざを液体にとられて、万ばん全ぜんの斬ざん撃げきではない。ユーフロジーヌは苦もなく、身を斜めに反らして剣けん先さきをかわした。


　なにせ、周囲はひどい状態なのだ。


　石せつ棺かんにも似た卓たくとそのまわり一面を塗ぬりつくした血潮は、眞子の体から流れでたものにちがいない。ここで外げ法ほうの施せ術じゆつがおこなわれたのだ。


「なつかしい風景？　あなたも、こういうふうに体から血を抜かれて、内臓を消毒されたの？」


「お父さまは、こんな粗そ雑ざつな手術はなさいません」


「ああ、そう。むかつくのよね、ファザコンを恥はじもしない、その天然ぶり」


　胡う乱ろんげに髪を搔かいた仕し種ぐさから、見ちがえるような速さで、眞子は踏みこんだ。


　鞘がないので居合いではないが、それを上まわる凄せい絶ぜつな打ちこみ。


　顔の前に立てた斧の柄が、オレンジの鉄火を噴ふく。


　防ぎはしたが、衝しよう撃げきまでは止められない。刃が下あごを割った。


「ぶっ飛べ、おら！」


　強ごう引いんに刀を振りぬいた眞子の罵ば声せいを、ユーフロジーヌは聴きいていない。


　粉々になった衝立の破は片へんが舞まい、仏像や仏壇や屛びよう風ぶといった所蔵物が競うように将しよう棋ぎ倒だおしになる。


　そうした物品を破は壊かいしつつ空中を横切ったユーフロジーヌは、みずからも仏像などと運命をともにして、壁かべ際ぎわで床ゆかに這はいつくばった。


「う……」


　埃ほこりだらけになって、背中にのしかかった木像を払はらいのけたユーフロジーヌは、すぐ近くに人間の気配を感じて、少なからず驚おどろいた。


　壁にもたれるようにして、暗がりに座っているのは、須す藤どう裕紀だ。


　とうに逃にげだしたと思っていたのだが、あるいは乱らん闘とうに巻きこまれることをおそれて、身を隠していたのだろうか。目があったが、しゃがみこんだまま動こうともしない。


「まだいらしたんですか」


「動くと怪け我がしそうだからな」


　石にかこまれた室内の荒あれようが、彼の判断の正しさを裏づけていた。ユーフロジーヌも、おそらく眞子も、彼の安全に気をつかったりはしないのだ。


「おまえこそ、逃げたほうがいいんじゃないのか？　あの子に切り刻まれないうちに」


「逃げる？　逃げる？　逃げるですって？」


　食いしばった歯に嚙かみくだかれる笑いの音程は、眞子のそれに似ていた。


「おもしろい冗じよう談だんです。座ぶとん十枚さしあげます」


　くっくっ、と肩かたをふるわせて、おかしさに耐たえる。涙なみだが出る。怒いかりで。


「あの人は、アルマを殺したんです。ぜったいに許さない。死なない体になっていようがどうだろうが、そんなことは関係ありません。死ぬまで殺します。もちろん、あなたも」


「……化け物が」


「あなたはのちほど。今はいそがしいですから」


　体の各部の骨に異状がないのを確かく認にんしながら、膝をのばすユーフロジーヌの顔は、もう正面、すなわち部屋の奥へと向けられている。


　漆しつ黒こくの影かげが、紅あかい眼まなこを底光りさせて、ゆらゆらと近づいてくる。


「あぁら、ごめんなさい。怪我人相手に本気で斬きりつけたりして。痛かった？　そんなわけないか」


　部屋の中央まで来て嘲ちよう弄ろうする眞子の、黒い革かわ靴ぐつが、怪我人の落とし物を踏ふみにじった。


　白びやく蠟ろうで作られた細工物のような、左手。


　ユーフロジーヌの左腕は、肘ひじの下から先がない。先刻、最初の太刀たちによって断たたれていたのである。シャンデリアに脚でつかまったのは手が使えなかったためであり、眞子の攻こう撃げきに力負けしたのも片腕が欠けていたからである。


「腕は切れちゃったにしても、とろそうな外見のわりには、よく動くじゃない」


「慣れです」


「わたし、剣道で二段の免めん状じようもっているんだけれど、三段以上の人が相手でも、二本連取されたことはないの」


　剣術の心得があるらしい。どうりで、得物のあつかいに長たけているわけだ。


「でも、本来なら、真剣なんて重くて素す振ぶりでも一苦労のはず。それが、今では、竹刀しないの十分の一の重さも感じないわ」


　ぴゅん、と横に旋せん回かいした刃はを、ユーフロジーヌは上体のみをそらして避さけた。もとより殺意ある攻撃ではなく、揶や揄ゆにすぎない。


　だが、ユーフロジーヌは、自分のほうが不利であることを実感していた。


　不死身の肉体、そして筋力や五感という物理的な部分では五分五分であっても、刀法を中心にした戦闘技術、それ以上に戦う意志や気き概がいでは、あきらかに眞子はユーフロジーヌを凌りよう駕がしている。


「そっちから斬りかかってくれてかまわないのよ？　一方的じゃ、つまらないから」


「……では、お言葉にあまえて」


「いつでも、どうぞ」


　おどけるように軽く両腕を開いてみせる眞子に向けて、ユーフロジーヌは一歩、二歩と近づいてゆく。ゆっくりと、間合いを計りながら。


　あと数センチ前進すれば、おたがいの武器がとどくという距きよ離りになったとき。


「……まさか」


　顔をこわばらせた眞子が、驚きよう愕がくの視線を真下に落とした。


　黒いハイソックスのくるぶしに、五本の細い指がからみつき、爪で肉をけずっていた。なかばから断ちきられたユーフロジーヌの腕が、海うみ蛇へびみたいに嚙かみついているのだった。


　その動どう揺ようがもたらした数すう瞬しゆんだけで、ユーフロジーヌにとってはじゅうぶんだ。


　思いきり大きく右足を踏みこみ、右腕を斜ななめ下から、一気に天井めがけて振ふりはらう。


「このくそったれ！」


　品性の欠落することはなはだしい罵ば倒とうを吐はき、眞子はうしろに跳ちよう躍やくした。


　壁際に着地した彼女の右の脇わき腹ばらから左ひだり肩かたにかけて、セーラー服が裂さけ、ラズベリー色の深い傷口が乳製品の皮ひ膚ふを破壊している。まだ新しん鮮せんな死体だけに、凝ぎよう固こしきっていない血液がしたたり落ちた。


「やってくれるわね」


　はみだした腸の一部を、彽てい徊かいもなく、日本刀で切って捨てる眞子の佳か麗れいな顔は、怒りのためにひきつっているのではない。うれしそうに笑っているのだ。


「なるほど、慣れ、ね。この体にそんな使い方があるなんて」


　まだ足首にへばりついていた腕が、刀で串くし刺ざしにされ、ごみのように抛ほうり投げられた。


　薫くん蒸じようする前の腸ちよう詰づめみたいに、それが壁にぶつかる音を聴くと同時に、ユーフロジーヌは動いた。


　疾しつ駆くして間近に飛びこんできた眞子の一刀が、斧首に受けながされる。


　からみあった凶きよう器きが、宙に銀円を引きながら、床石に激突した。


　けたたましい摩ま擦さつ音と火花。石いし畳だたみに亀き裂れつがはしる。


「お馬ば鹿かさん」


　上から日本刀を押さえこんだユーフロジーヌの横よこ面つらに、眞子の左肘が叩たたきこまれた。片腕では防ぎようがない。


　頰ほおを打たれて首をのけぞらせたユーフロジーヌの体が、そのままの速度で半転する。銀ぎん髪ぱつがひらめき、眞子の視界を白くかすませた直後、その首筋に旋回したユーフロジーヌの左ひだり脚あしのかかとがめりこんだ。


　雑草が突とつ風ぷうに折れるように薙なぎたおされた眞子は、それでも地面に左手をついて、体を縦に一回転させ、からくも横転をまぬがれる。


　猫ねこのごとき身ごなしで眞子が膝をたてるのを見すえつつ、ユーフロジーヌは距離をとるため、すばやく後ずさった。


　その背中に、ぼんやりと色しき彩さいをはらんだ薄うす明あかりがかかる。ステンドグラスによって染めつけられた、外の光。暗い聖器室から、内ない陣じんに出たのだ。


　激しく低い雨音が、鼓こ膜まくの表面を搔かきむしる。


　石壁に浸しん透とうした水の粒りゆう子しが、空気に満ちている。


　間かん髪はつを容いれず、眞子も後陣の窖あなぐらから駆かけだしてきた。体を低くして、蛇へびが地をすべるように接近する。


　ユーフロジーヌの跳躍のほうが、寸瞬、早かった。


　斜めに逆ばしった白光は、ドレスの裾すそを少しだけ短く裁断し、朗読台レクターンの支柱を、包丁で寒天でも切るように断ったにすぎない。


　聖卓の天板を踏んで、そこに置きっぱなしにしていた鞄かばんを斧で引っかけがてら、さらにユーフロジーヌは宙をまたいで後退する。降りたのは、身廊の座席の背もたれだ。


　同時に、口で鞄を開き、中につっこんだ右手に触ふれたものを投げつける。


　空気を裂いた懐かい中ちゆう電灯は、眞子の体にはかすりもせずに、その頭上、緻ち密みつなステンドグラスに吸い寄せられ、イエス・キリストの左耳のあたりを貫つらぬいた。


　微み塵じんにくだけた分厚いガラスが、おびただしい剣けんとなって真下の少女を襲しゆう撃げきする。


　ばしゃぁん、と床一面に注いだガラスが、いっせいに粉ふん砕さいして飛散した。


　一瞬、内陣をおおいつくした硬こう質しつの水しぶきの向こう側から、軽けい捷しような獣けものが躍おどりでた。


　不可視の翼つばさに運ばれ、高いヴォールト天てん井じようを背にして躍った眞子が、ほとんど直上から幹から竹たけ割わりに打ちおろしてくる。


　が、わずかに早く、ユーフロジーヌはそこを離はなれ、無む惨ざんに両断されたのは長なが椅い子すの背もたれだけであった。


　舌打ちした眞子が、刀を振りきった姿勢からすばやく起きあがろうとして、当とう惑わくに目を揺ゆらす。腰こしかけの座面についた膝ひざと足裏が動かない。


「この時代には、便利なものがあります」


　瞬間接着剤ざいの容器を肩にかけた鞄の中にもどしてから、ユーフロジーヌは斧おのを口にくわえた。そして、軽く腰を沈しずめて、ひとつ前の座席の下に手を差し入れる。


「ええいっ」


　片手だけで床から引きはがされた長大な木製の椅子が、小枝みたいに抛り投げられた。


「こんなもの！」


　眞子の防ぼう御ぎよは迅じん速そくで的確、かつ大だい胆たんだった。


　日本刀を床に刺さすと、膝をちぢめて奥の椅子の背もたれに腰をおろした恰かつ好こうで、足に密着した手前の長椅子をかかえこみ、相手と同じように持ちあげる。


　巨きよ大だいな家具同士が激げき突とつし、木片が散った。ユーフロジーヌが投とう擲てきした椅子は、横にはじかれ、側廊のアーチをささえる円柱コラムをへし折った。


　建物が震しん撼かんし、石材がくずれ、砂すな煙けむりが猛もう然ぜんと噴ふきあがる。天井から埃や装そう飾しよくの一部が降ってきた。


　さらにユーフロジーヌは後退しながら、片かたっ端ぱしから長椅子を抛るが、眞子はまるで脚で発はつ泡ぽうスチロールの塊かたまりでも蹴けり払うように、それらをことごとく叩き落としてしまう。


「都合がいいわ」


　下半身を束そく縛ばくする重しが、その都度、破壊されて身軽になるのだ。身廊と左右の側廊をへだてる石柱のうち四分の一あまりが倒とう壊かいしたところで、ユーフロジーヌの攻撃はやんだ。


　投げる椅子がなくなってしまったのだ。


　静せい寂じやくを嫌きらうように、突発的な崩ほう壊かい音がふたたび身廊をぐらつかせた。


　身廊と側廊をへだてる大アーケードを構成する柱の多数を失った結果、二階間トリビユーンの一部が崩落したのである。


　視界をつぶした煙に目をこらしつつ、眞子は元来の半分ばかりの大きさになってしまった長椅子の残ざん骸がいから、足をはがした。靴くつ底ぞこがめくれた革かわ靴ぐつと、膝の皮膚組織ごと、廃はい材ざいとなった椅子は捨てられた。


「こんな積み木遊びで殺せるなんて思ってないんでしょ？　出てらっしゃい」


　返事はない。


　死体には体温も呼吸も心音もないので、気配の有う無むをたしかめるのは難なん儀ぎではあるが、少なくとも何者かが近辺で動く様子は感じられなかった。


「かくれんぼってわけね」


　捜さがすのはむずかしくない。死体には、人間とはちがう匂においがあるのだ。


　眞子は左手を背中にまわし、肩けん胛こう骨こつの下にめりこんだ半はん透とう明めいの刃は物ものを抜ぬいた。先ほどのステンドグラスの断だん片ぺんである。生身の人間であれば、致ち命めい傷しようだったろう。





　鬼おにが近づいてくるのがわかった。


「どこに隠かくれたのかなー？　仔こブタさん、今、ぶっ殺しにいってあげるからねー」


　礼拝堂に響ひびきわたる幼い少女の声は、腹の底から楽しそうだ。石をけずるような摩擦音は、日本刀の尖先が壁かべの漆しつ喰くいを搔いているのであろう。


　屋内に充じゆう溢いつした煙が、まだ視界を灰色にくもらせている。


　南側の側廊アーケードに属する柱の陰かげに身をひそめ、ユーフロジーヌはがたがた震ふるえている。鮫さめのように三角形が連続した歯が、小刻みにぶつかりあう。


　おそれるな……こわくない。自分と同じ、ただの不死身の魔ま物ものだ。


　そう声なく自分に言いつけるが、恐きよう怖ふは消えない。こんな戦いは、経験したことがないのだ。


「アルマ……」


　つい口の中でつぶやいた名前が、恐怖にもまさる憎にくしみの感情を再燃させた。からっぽの胸きよう郭かくを焦こがし、頭の芯しんを熱くする。


「くんくん。あれぇ？　どこからかホルマリンや防ぼう腐ふ剤ざいの匂いが……おいしそうな女の子の匂いがするぞぅ？」


　煙の粒子が濃のう霧むのようにただよう中、はしゃいだ少女の声が徐じよ々じよに大きくなる。


「ここかなー？」


　どこかの扉とびらが蹴破られた。きゃははっ、とうずくような笑い。


「それとも、こっちかなー？」


　今度は窓のガラスが粉砕して、床ゆか石いしにばらまかれた。


　足音は、確実に、寄り道もせずに接近してくる。もう、わかっているのだ。


「出ておいでー。怖こわくないんだからぁ。やさしーく殺してあ、げ、る」


　しばらくの沈ちん黙もく。そして。


「見ぃつけた」


　ひょい、と柱のうしろ側から突つきだした眞子の満面の笑えみ。しかし、真しん紅くの目だけは冷えきっている。


　ユーフロジーヌは無む我が夢中で、絶ぜつ叫きようしながら斧を叩きつけた。


「おっと、ご挨あい拶さつね」


　軽々とうしろへ跳とんだ眞子が、身廊の中央にしきつめられた絨じゆう毯たんの上に着地する。


　今だ。


　ユーフロジーヌは空振りして床を割った斧を、思いきり引いた。


　あらかじめ、そこに絨毯の端部分をまとめて、たぐり寄せておいたのだ。斧にからめとられた分厚い絨毯が、一気に床面をすべる。


　足をとられた眞子が、滑こつ稽けいな劇の役者がするように、派手に両脚を跳はねあげた。


「何……!?」


「ご機き嫌げんいかが、オオカミさん！」


　嘲ちよう弄ろうに近い叫さけびをあげて、ユーフロジーヌは仰あお向むけに倒たおれた相手に飛びかかった。振ふりおろした斧の刃やいばは、しかし眞子の肩かたを浅く割ったにすぎない。


　半秒と地面に背をつけることなく、横に身を転がして立ちあがった眞子めがけて、なおも斧を斜ななめに薙ぎつける。が、それは彼女の頭上を横切った刀身に沿ってすべり落ち、床石を粉々にする。


　重い打撃を受け流した日本刀が、薄暗い側廊に光の弧こを描えがいた。


　二条の長い銀髪の束が、ばさり、と地面に落ちた。


「今のはよかったわよ。ぞくぞくした」


「あ……」


　ユーフロジーヌの視界から、眞子の顔が消えた。


　正面の壁や柱の列が下に流れ、高いアーチ状の天井が映り、それから背にしていた側廊が逆さまに見えて、最後に床が急接近して、ごつん、とはげしく額がぶつかった。


「でも、残念ね。もうひと工く夫ふうあれば、わたしの脳天を完熟トマトみたいに、ぐしゃっ、ってできたのに」


　ごろごろと転がったユーフロジーヌの頭部が、眞子のつま先を向いて止まった。


　掌しよう中ちゆうからこぼれた斧が、戛かつ、と絨毯に突きささった。


　気き鬱うつげな吐と息いきが、眞子の唇くちびるを割った。


「もう少し楽しみたかったけれど、あんまり贅ぜい沢たくもいえないわね。あとはあの須藤って人でも殺してみようかしら。じゃあね、ごくろうさま」


　まだ直立しているシュミーズ・ドレス姿の少女の体へと、眞子の左手が伸のびた。


　とん、と鎖さ骨こつのあたりをつついて、もの言わぬ死体を倒す。


　ところが、死体は倒れず、逆によろめいたのは眞子のほうであった。


「そんな……」


　見ひらかれた両眼が、彼女自身の胸を見おろす。そこに真っ白な腕うでが、杭くいみたいに埋まい没ぼつしていた。眼前に立つ、首のないユーフロジーヌの右腕が。


　鞠まりのように落ちている生首が、地上から、冴さえた微び笑しようを向けた。


「慣れると、こういうこともできるんです」


「……でたらめすぎるのよ、この化け物！」


　怒いかりまかせの一いつ颯そうを、ユーフロジーヌはしゃがみこんでかわした。跳びさがりざま、床から自分の頭を拾いあげ、間合いをとる。


「あなたにはもったいないものなので、これは返してもらいますね」


　髪かみをつかんで、頭をもとの位置へともどした右手を、ちょっとかかげてみせる。


　指がつまんでいるのは、一見、ウズラの卵のようだ。なんの変へん哲てつもない、磨みがきこまれた石ころ。それが不死の術における要よう訣けつともいえるものなのだった。


　ユーフロジーヌは、それを口もとへ持っていき、口にふくんだ。


　その大きさに躊ちゆう躇ちよして、しばらく頰ほおの内側で転がしたあと、思いきって飲みくだす。首の切断面から飛びださないように、つむじを手で押さえて。


「んがぐっぐ」


「マンガね、まるで」


　硬かたい塊を嚥えん下かしたユーフロジーヌを、眞子は冷れい淡たんに瞥べつ見けんする。


　ふたりの少女の間には、闘とう争そう心や戦闘力という点で大きな差があるが、ユーフロジーヌはその差を経験によってくつがえしてみせたのだ。不死の肉体がもたらす常識はずれの筋力や反射速度は、もともと刀法の技術をもつ眞子を攻こう撃げき面でユーフロジーヌよりも優位に立たせたが、逆に、体の使い方という面での知識や経験が、ユーフロジーヌに眞子の意表をつく手管をあたえてくれた。


　まだ死体であるという境きよう遇ぐうに不慣れな眞子には、自分の首を断たたせることで相手を油断させ、近接距きよ離りから攻撃するなどという破は天てん荒こうな方法は思いつきもしないはずだ。人間にはできない、化け物ならではの戦い方を理解し、自然におこなえることが、ユーフロジーヌが唯ゆい一いつ、眞子にまさっている部分かもしれなかった。


　だが、これで問題が片づいたわけではない。


　何しろ、相手はまだ、少しも死んではいないのだから。


「癪しやくだけれど、まだ楽しめるっていうのはうれしいわ。石を取りもどしたから、もう用事はすんだなんて言わないでしょ、ねっ？」


　身を投げ出したユーフロジーヌの、今は肩かた口ぐちまでしかない銀ぎん髪ぱつを、日本刀の一いつ閃せんが散らした。


　倒れたところに、さらに上から刃が打ちおろされるが、ユーフロジーヌはとっさに手で自分の頭を抛り投げることで、頭部への攻撃をやりすごした。


「ちっ」


　眞子はまだ、人間の急所をねらうという、剣けん術じゆつにおいては当然というべき癖くせを修正できない。洗練された攻撃法を体得していることが、かえって足かせになっているのだ。


　ぎゃりん、と絨毯もろとも石材をえぐった鉄てつ刃じんが、さらに反転して背中を襲おそう。ユーフロジーヌは前転して逃のがれ、駆かけだした。


　途と中ちゆう、軽く跳んで頭上から落ちてきた頭部をラグビー選手のように受け、北側の袖そで廊ろうの角を折れる。その先に見えた戸口に飛びこんで、そのまま階段を駆けあがる。


　婦人席である二階間への出入口かとも思ったが、様子がおかしい。階段はおそろしく狭せまく、大人にくらべて小こ柄がらなユーフロジーヌでさえも、ときに額をぶつけそうになる。


　螺ら旋せん状の石段をのぼり、三つの小部屋を素す通どおりして四階までついたとき、はっきりとわかった。ここは鐘しよう楼ろうだ。


　正立方体の空間の中心に、巨きよ大だいな金属の釣つり鐘がねが居座っている。


　緑がかった深い青色の鐘は、今もそうであるように、四面の窓から吹ふきこむ風雨にさらされ、落ちついた風合いをあたえられていた。梵ぼん鐘しようのような形状からすると、これもキリシタン文化の遺産なのかもしれない。


「妙みようなところにもぐりこんだのね、仔ブタさん」


　声と同時に、刀身が空気をつらぬいた。あわててその切尖を回かい避ひして、振り向いたユーフロジーヌは、戸口をくぐって入ってきた眞子と対たい峙じする。


　室内は暗い。窓はあるが、外は雨だ。


　眞子の右みぎ脚あしが床板を踏ふんだ。埃ほこりが舞まう。


　稲いな妻ずまのような突きが連続した。それをユーフロジーヌは巧たくみな足の運びで前進しつつ、すべて紙かみ一ひと重えでかわした。


　驚きよう愕がくに口を開いた眞子の胸に、どすん、と右の蹴けりが命中する。湿しめった音を発して、肉にく片へんとゼリーのように凝ぎよう固こした血がまき散らされた。工芸品のような胸から腰こしにかけての起き伏ふくは、すでにずたずたの肉につ塊かいになっている。


　階段を転げ落ちかけた眞子だが、日本刀の刃を漆喰の壁に突きたてて、からくも持ちこたえた。その隙すきに、ユーフロジーヌは鐘の反対側に回りこむ。


「……動きがよくなったわね」


「そうですか？　あなたが遅おそくなったような気がするんですけれど」


「口も達者になったみたい」


　目を染める赤しやつ光こうが強くなるのと呼応して、眞子は動いた。足から滑すべりこむように鐘の下をくぐり抜ぬけざま、床すれすれに刀を一閃させる。


　軽くつま先で床を蹴り、それを避よけたユーフロジーヌを、下段からすくい上げるように躍おどりあがった銀光が追う。


　ユーフロジーヌの裸足はだしが、たたっ、と鐘の曲面を走る。伸びあがるように跳ちよう躍やくした眞子の剣けん戟げきが、その足音を慕したうように幾いく度ども旋せん転てんし、火花で鐘を飾かざりたてた。


　縦横の金属棒と無数の歯車の隙間を、ふたりは前後して駆けぬける。斬きりとばされたいくつかの部品が、鐘にぶつかって涼すずしい音を雨に乗せた。


　過重を受けた振り子の留め金が壊こわれて、鐘が大きく傾かたむく。縁へりが床にぶつかり、がらん、がらん、と時ならぬ福ふく音いんが雨に沈しずんだ構内に響ひびきわたった。


　そのときには、もうユーフロジーヌは窓まど枠わくから、雨中に身を躍らせている。


　わずかに遅おくれて、眞子も同じ窓から跳んだ。


　ともに片かた膝ひざをつき、水の飛ひ沫まつを飛ばして速度を殺しながら降り立ったのは、勾こう配ばいのきつい切り妻屋根の頭頂部である。下は礼拝堂だ。


「まだです」


「何が？」


「さっきの話です。ほんとうは石を取り返すことなんてどうだっていいんです。わたし、あなたをしっかりと殺さないと、どうしても気が晴れそうにありません」


「うれしい！　死なない化け物どうし、化石になるまで一万年も斬りあってみる？」


「そうはならないと思いますよ」


　ユーフロジーヌの桃とう唇しんが、憫びん笑しように両りよう端たんをゆがませた。嗜し虐ぎやく的な眼まな差ざし。


「あなたの動きが鈍どん磨ましてきたのは、石がなくなったせいだと思います。のろまになっちゃいましたね、オオカミさん」


　眞子の体内からユーフロジーヌの体内へと場所をあらためた秘石が、その効能を示しはじめたのだろう。肉体の腐ふ朽きゆうを防止するというのが一番の目的ではあるが、挙動におよぼす影えい響きようも軽視できない。


　だから、眞子の身のこなしが重くなったというのは、相対的なユーフロジーヌの感想ではなくて、絶対的な現象だという可能性が高かった。


　眞子の両眼がやおら細まり、おもてから氷のように感情が消える。


「だったら、話はとっても簡単。あなたの腹をさばいて、石を取りもどせばいいのね」


　それは一見、たやすいことのようでもある。


　ユーフロジーヌの手に、今は斧おのがない。仮にあったとしても、左腕は失われ、右腕は不安定な頭を押さえる役割をまかされているから、得物をあつかう手段がなかった。


「手ぶらの相手に手心くわえるなんて考えないでね」


　もちろん、考えていない。


　雷らい光こうが雨雲を真っ白にした。遅れて、鉄が裂さけるような雷鳴が山やま肌はだに突つき刺ささる。


　砂すな粒つぶのように硬い雨を顔に受けながら、ユーフロジーヌは、切り妻屋根の天てつ辺ぺんを疾しつ駆くして迫せまる眞子を迎むかえた。


　笛のような音色を尾おにひいて、刃やいばが横に流れる。


　雨う滴てきの切断面が視みえた。


　ユーフロジーヌは、するり、と白はく刃じんの下をすり抜けて、眞子と位置を入れ換かえた。


　ひゅう、と鞭むちのような音がした。


　屋根の上に、黄色と黒の縞しま模様をした蛇へびがうねる。ロープだ。


「危ないわね」


　眞子は跳躍して、足もとをさらったロープをかわした。その端はしは、自分の頭を押さえるユーフロジーヌの右手にくくりつけられている。


「見え透すいてるのよ。第一、この高さじゃあ、ふつうの人間なら助からないだろうけど、わたしとあなたはどうかしらね？」


　身をひるがえした眞子とともに、ツバメのごとく翻ほん転てんした刀が、たてつづけにユーフロジーヌの体をかすめ、濡ぬれそぼったドレスに切れ込みを入れる。


「どうでしょうね」


　袈裟けさ懸がけの一刀を、大きく横に跳はねて回避したユーフロジーヌを、眞子は啞あ然ぜんと見送った。


　切り妻形の屋根は、急きゆう勾こう配ばいの坂と同じだ。天頂の部分から足を踏みはずせば、滑かつ落らくすることは避けられない。おまけに、この雨で濡ぬれてもいる。


「……命いのち綱づなってことか」


　橇そりでゲレンデをすべるのにも似て、水しぶきを飛ばしながら屋根を降りてゆくユーフロジーヌのあとを追い、しゅるしゅるとロープが摩ま擦さつ音をあげる。


　ロープは、屋根裏部屋のものであろう出窓の拳葉ブロケツトにひっかかって、そこで方向を変えて、眞子の眼下を通過し、後方まで伸のびている。


　眞子は笑った。切ってくださいといっているも同然だ。


「ほんと、マンガみたい」


　切れたロープを手でたぐって、泥どろ棒ぼうが空中で手足をばたばたさせるカートゥーンの一場面を思いだしながら、右手の刀を振ふりあげる。


　その刀身が落ちようとした、刹せつ那な。


　下降するユーフロジーヌの体重に誘さそわれてみるみる短くなっていったロープが、ついに、ぴん、と一直線になった。水滴を引いて浮うきあがり、宙を斜ななめに横切る棒となる。


　その直線がむすんでいるのは、出窓の拳葉と──鐘楼。


　轟ごう音おんが、眞子を硬こう直ちよくさせた。


　落雷、いや、ちがう。金属と硬かたいものが激げき突とつし、はげしく破は壊かいする音だ。


　漆しつ喰くいと木材、それに石が雨にまじった。振り返った眞子の目の前に、尖せん塔とうの上からおおいかぶさるように飛来する釣鐘があった。


　よけられる距離ではない。


　とっさに跳躍した眞子の体に、青銅の砲ほう弾だんが撃うちこまれた。





　圧あつ倒とう的な金属塊が、湿った肉と骨を粉こな微み塵じんにしたのが、空気の震ふるえでわかった。


　着地したユーフロジーヌは、急に強くなった雨に目をほそめながら、顔を上向けた。


　雨は赤い色をしている。屋根の上から、ばらばらと肉の欠片かけらが降ってきて、街路樹の枝葉をいっせいに揺ゆらした。石いし畳だたみに落ちた肉片の中には、腕うでや脚の一部だとわかる大きさのものもあり、セーラー服の生き地じがへばりついたものもあった。


　石畳の上に転がった日本刀の刃に、雨がはじけている。


　ユーフロジーヌはきびすを返した。まだ仕事は残っているのだ。最後のひとりを殺すまで、復讐者アラストルは休まない。


　側廊の外がい壁へきにそって歩きだした足が、不意に止まった。


「お嬢じようさま」


　幻げん聴ちようではないかという一いつ瞬しゆんの疑念を、教会堂の扉とびら口前の階段に立っている姿が否定した。


　石炭のような色をした詰つめ襟えりのツーピースに、純白のエプロン。


　ばらばらと雨をはずませる真っ黒なこうもり傘がさの陰かげで、粗あらめのおかっぱ髪がみが、湿った風にそよいでいる。


「こちらにおいででしたか。お捜さがししました」


　雨あめ煙けむりの中、靴くつ音おとが近づくにつれて、怜れい悧りな少女の面おも立だちが確かになる。


「うそ……幽ゆう霊れい？」


「だれがですか」


「じゃあ、夢ね。ほら、痛くない」


「あたりまえです」


　ぎぅ、と頰ほおを指でつねったユーフロジーヌは、相手がみせた淡たん泊ぱくな表情に目をみはった。


「もしかして、もしかしたら、あなたはアルマ・Ｖ？」


「もしかして、もしかしなくとも、わたくしはわたくしです」


　子供らしくない偉えらそうな口調を、ひどくひさしぶりに聞いたような気がする。


　ユーフロジーヌは、自分がさっきから泣いていることを知らない。


「アルマ！　アルマ！　アルマ！」


「いたたた、痛いですっ。わたくしが負傷していることをお忘れですか？　とどめを刺すおつもりですか？」


　いつのまにか、侍じ女じよにすがりつき、右腕一本で小さな体を抱だきあげていたユーフロジーヌは、あわてて腕を開いた。


　尻しり餅もちをついたアルマが、スカートを汚よごした泥どろ水みずを払はらいながら、うらめしげな視線をよこすのに、愛想笑いで応じる。


「ご、ごめんなさい」


「お気をつけください。それでなくとも、お嬢さまは馬ば鹿か力ぢからなのですから」


「うん」


　洟はなをすすりあげて、芝生しばふに頰をうずめたユーフロジーヌは笑った。


「それから、ご自分の頭をもう少し丁てい寧ねいにあつかいますように」


　首の断面から落ちて、足もとで濡れている主人の頭部を、アルマの手が持ちあげた。


「失礼します」


　背中で傘をささえるようにして、今はユーフロジーヌの体がさげている肩かたがけ鞄かばんに手をのばし、布をひっぱり出す。それで涙なみだと鼻水を拭ふいてくれる侍女のそっけない顔を、ユーフロジーヌはあらためて見つめた。しあわせな気分で。


「なんですか？」


「いいえ……ハンカチ汚しちゃってごめんなさいね」


「かまいません。雑ぞう巾きんですから」


「……アルマ！」


　赤らんだユーフロジーヌの顔が、アルマの手によって、もとあった場所に載のせられた。


　憤ふん然ぜんとしながら、右手で頭の角度を修正するユーフロジーヌを、アルマの視線が上から下までなでまわした。


「しばらく見ないうちに、またずいぶんとお体をぼろぼろになさいましたね。せっかく新調したというのに、これでは子供が見たら、夜ひとりで手洗いに行けなくなります」


「あのね……」


「それはともかく」


　反論しかけた主人をさえぎるように、アルマはつづけた。


　四辺に散らばる人体の部品、眞子の亡なき骸がらの断だん片ぺんを確かく認にんしてから──。


「がんばりましたね、お嬢さま」


　端たん整せいなアルマの唇くちびるが、ほんの少しだけゆるんだ。


　豹ひようのような金きん褐かつ色しよくの双そう眸ぼうに、たしかに賞しよう讃さんといたわりの色がある。


　それだけで、ユーフロジーヌは満足だった。


　小こ憎にくらしいけれど、この子が好き。


「それにしても、ずるいわ」


「何がですか」


「わたし、あなたが死んじゃったと思ったんだから！」


「実際、殺されるところでした」


　アルマは頸くびを手でさすった。スタンドカラーから包帯がのぞいている。


「すぐそばに人間の死体が……蛋たん白ぱく源が豊富にあったので、それを吸収して、なんとか生命維い持じに成功しましたが、今まで昏こん睡すいしておりました。もし首を完全に落とされていたら、確実に絶命していたでしょう」


「だったら、ちゃんと教えてくれたらよかったのに！」


「助かる見込みが低かったということもありますが、わたくしが死んだと思っていただいたほうが、お嬢さまにとっては有意だと判断しました」


　ようするに、身内を殺されたことによる怒いかりや憎しみが、ユーフロジーヌを人間たちとの戦いにおいて有利に立たせると踏ふんだらしい。


「そんな……ものすごく……死ぬほど悲しかったのよ」


「申し訳ありません。しかし、敵を欺あざむくには味方からと申します」


「欺かれていたのは、わたしだけのような気がするけれど……」


　釈しやく然ぜんとしない思いに頰をふくらませるユーフロジーヌを、アルマはつまらなそうに見上げた。


「過ぎたことを気にするのは年寄りのよくないところです。ところで、そこは危険ですよ」


「え……わあっ！」


　アルマの目線と、ぱらり、とつま先に落ちた石のかけらに導かれて頭上を見上げたユーフロジーヌは、あわてて一歩前に跳とんだ。直後、周囲に影かげがさしたかと思うと、石でできた針葉樹を思わせる飛び梁フライング・バツトレスを破壊して、屋根から転がり落ちてきた釣つり鐘がねが、歩道のきれいな舗ほ装そうを台無しにした。


　どぉん、と雷鳴を凌りよう駕がする轟ごう音おんと突とつ風ぷうが、濡れた銀ぎん髪ぱつをはずませる。


　くだけた石畳が芝生に転がり、衝しよう撃げきで飛ばされた日本刀が回転しながらユーフロジーヌの肩かた口ぐちをかすめ、街路樹の幹に突つきたった。


　弓ゆ弦づるめいた微び音おんをはなって、刀身が振しん動どうする。


「び、びっくりしたぁ」


「お怪け我がはございませんか？」


「ええ」


　鐘の質量が、落下をくいとめていた飛び梁の小尖塔ピナクルの強度に競せり勝ったのだろう。


　ただの偶ぐう然ぜん、しかし、あの少女の怨おん念ねんがこの銅塊に憑ひよう依いしているような気がして、ユーフロジーヌは樹皮に刺ささった彼女の得物に目をやった。


　白い刃は紋もんをまとった鏡のような刃やいばの表面に、雨景色が宿っている。そこに映る自分の姿をみとめた瞬しゆん間かん、ユーフロジーヌは首をうしろにめぐらせた。


「お嬢さま！」


　雨に濡れたユーフロジーヌの顔に、びしゃり、と白い蜘蛛くもが張りついた。


「びっくりした？」


　五本の指が皮ひ膚ふをえぐり、右の眼球をつぶした。


　樽たるのように地べたに横たわった鐘の上から、眞子が笑いかけている。


　その笑え顔がおには傷ひとつ見あたらない。だが、首から下はすさまじい様相だ。下半身がない。腹ふく腔こうから脊せき椎ついが飛びだし、腸がだらしなく地上にたれている。左腕も、肩のつけ根から欠落していた。頭部と胸、それに右腕だけが、今の眞子の肉体である。


「小さな頭ず蓋がい骨こつね。このまま、にぎりつぶせそう」


「困ります」


　抗こう議ぎしたのはユーフロジーヌの口だが、体のほうはすでにうしろへ離はなれていた。すばやく横に回りこんだ首なしの胴どう体たいが、お返しとばかりに腕を伸のばして、眞子の顔をつかまえようとする。


　脚を使って逃にげることができない眞子は、やむなく手中の生首を捨て、右手で鐘の表面を叩たたき、昆こん虫ちゆうのように跳ぶ。


　植えこみの芝生の上に落ちた頭を回収したユーフロジーヌは、頰肉がけずれ落ち、隻せき眼がんとなったその顔で、器用に街路樹の梢こずえにつかまった眞子を睨ねめつけた。


「しつこい人……ですね」


「つれないじゃないの。まだまだ遊びたりないわ」


「あなたのお遊ゆう戯ぎにつきあわされるのはまっぴらです。つづきはあの世アンフエルヌで、悪魔デイアブロを相手にどうぞ」


「それもいいわね。あなたもいっしょにどう？」


「お断りです」


　ユーフロジーヌの右目が、幹から垂直にはえる日本刀をとらえる。


　樹上にいる眞子の目も、眼下の愛刀に向けられた。


　眞子が梢から手を離すのと、ユーフロジーヌが地を蹴けるのは、ほとんど同時だった。


　上から手をのばす眞子のほうが、わずかに早い。


　その指が柄つかに触ふれる寸前、真横から飛びこんできたユーフロジーヌの顔が、歯で刀を抜ぬき去った。


　右手につかんだみずからの頭、その口で、刀の柄を咬かんだのだ。


　髪の毛と頭部、それだけの長さが、距きよ離りと時間の差をくつがえした。


「んがぁっ！」


　柄つか巻まきに歯を立てて、意味をなさない咆ほう吼こうを吐はき、踏みこんだ右足を軸じくに体を半転させる。


　憎ぞう悪おにゆがんだ眞子の顔面が接近する。


　切尖で芝生を苅かり飛ばしながら、斜ななめ下から、右腕を振ふりあげる。視界がはげしく流れ、刃が硬かたいものを切断した。


　濡ぬれた髪かみとスカートを躍おどらせ、一転したユーフロジーヌの背後に、ふたつの落下物が、水しぶきの王おう冠かんをふたつ散らした。


　ぷっ、と吐き捨てられた日本刀が、地面に切尖を埋うずめた。墓標のように。


　老人に似た笑い声に、ユーフロジーヌは振り向いた。


「……おかしいわね」


　みにくく崩ほう壊かいした胴体から斬きりはなされた、眞子の美しい相そう貌ぼうが、芝生に頰ほおをつけて、こちらを見あげている。


「体が動かない。切られてもくだかれても、リモコンみたいに動かせるんでしょ？　あなたにできたことが、わたしにできないなんて」


「慣れ、です」


「お気づかい、どうもありがとう」


　慣れの問題などではないということを、ユーフロジーヌも眞子も薄うす々うす理解していた。


　アルマの冷ややかな声が、それを裏づける。


「見たところ、あなたもシュトゥディオン家伝来の術をほどこされたようですが、そのような付け焼き刃では、とても」


　眞子の不死性は、ユーフロジーヌほどには完成されていないのだ。素人しろうとが短時間に施せ術じゆつし、石の力で肉体を維持していたにすぎない。ユーフロジーヌにとって石は防ぼう腐ふ剤ざいであるが、眞子にとって石は不可欠な動力、不死を維持するための要かなめだったのである。


「……劣れつ悪あくなコピー製品だってこと？　馬ば鹿かにしやがって……」


　東洋人の清潔さと西洋人の端整さをかねそなえた美貌が、子供っぽい泣き顔に変化した。眦まなじりからあふれた悔くやし涙が、雨といっしょに、するすると肌はだを洗っていく。


「……ちくしょう。ちくしょう」


　やがて嗚お咽えつは雨に吸いこまれ、涙も止まった。


　そこにあるのは、もう死体の一部であった。


　ユーフロジーヌはひざまずき、眞子の顔をなでて瞼まぶたを下ろしてやった。


「……あなたのこと、忘れません」


　友達にはなれなかったけれど、はじめて同じ体をもち、同じ感覚の中に身を置いた少女。


　そして、化け物よりもおそろしい、天来の殺人鬼き。




　Ⅶ　サンフラワー。







　そろそろ夕刻といってもいい刻限であるが、雨上がりの空はまだ明るさを失っていない。


　地面から立ちのぼる湿しめった土と草の匂においが、とても心地ここちいい。


　それにしても、サイレンの音がこれほど好ましく聞こえたことはない。


　今はもう、その音は消え、回転灯がもの静かに赤い色をあたりに投げているだけではあるが、ひぐらしの声の中に割りこんだ最初のサイレンの音を耳にしたとき、須す藤どう裕ゆう紀きは腰こしかけていたベンチから立ちあがって、少し駆かけだしそうになったほどだ。


　体育館前の円形広場に停車した警察車しや輛りようの間をいそがしそうに往来し、会話をかわす警官たちの様子は、その職業的な権けん威いよりも、単純に人間が大勢いることを証明する雑音によって、裕紀を落ちつかせていた。


　背広姿の刑けい事じたちのいささか横おう柄へいな態度も、まるで気にはならない。


「確かく認にんしますが、通報したのはあなたにまちがいありませんね？　ほかに学生さんや職員の方はいないんですか？」


「今は……いません」


「手配中の田た代しろ賢けん吾ごが、こちらに来たという話でしたが、彼は？」


「死にました」


　ベンチのかたわらに置かれている携けい帯たい電話の塊かたまりは、田代のものである。


　警官たちの動きがあわただしさを増し、体育館の出入口から、毛布で隠かくされたストレッチャーが出てきた。


　それを押す警官を追い越こして、ベンチのそばまで駆けてきた若い巡じゆん査さが、裕紀に会え釈しやくしてから、私服警官の前で敬礼をした。


「発見しました。被ひ疑ぎ者しやにまちがいありません。死亡しています」


「凶きよう器きは？」


「銃じゆうもありました。先日、警官の傷害事件に使用されたものでしょう」


「わかった。ごくろうさん」


「いえ、もう一体、べつの遺体がありました。性別は女性、子供です。首が切断され、紛ふん失しつしているため、身元の特定は困難だと思います。それに妙みようなんですが……」


　と、警官はわずかに言葉をにごし、制せい帽ぼうをとって額を搔かいた。


「出血がみられず、死後、すくなくとも一年以上……いや、数十年は経過しているのではないかと……しかし、足の裏にこの敷しき地ちの土が付着しており、着衣からは血液が採取されました」


「古い血だろう」


「いえ、あきらかに数日以内に付着した、本人以外の血液です。むろん、田代のものではありません」


「なるほど……」


「それから、もうひとつ」


　長い職務経験をうかがわせる上司の顔に、こみ入った事件を倦うむ表情を見てとったのだろう、警官はやや申し訳なさそうにつけ加えた。


「遺体の全身にはかぞえきれないほどの損傷があり、その多くは修理された痕こん跡せきがあります」


「修理？」


「ええ。治ち療りようとは呼べません。生きている人間の体にほどこしたとは、とても……」


「死後数十年と言ったな？　屍し体たいを切ったり縫ぬったりしていたっていうのか」


「……屍体は歩いて足に土をつけたりしませんよ」


　揚あげ足あしをとるようなその一言に私服警官が苛いら立だちを示さなかったのは、相手の真しん剣けんな眼まな差ざしに当とう惑わくしたためだろうか。無言で肩かたをすくめ、彼は報告をうながした。


　さらに細かい問答が交かわされたのち、ふたたび敬礼をして、小走りに去る警官と入れ違ちがいに、べつの制服警官がやってきた。


「構内の路上で、男性の遺体を発見しました。頭部の損傷がはげしい上、制服がないので断定はできませんが……駐ちゆう在ざい所しよの巡査である可能性が高いです」


「学生寮りようのほうは？」


「はい、男性と女性の他殺体を、それぞれ一体ずつ発見しました。ともに学生と思われます」


「そうか」


　年配の刑事の骨ばった手が、あごを撫ぶした。


　たびかさなる報告に、いささか食傷気味といった表情である。


「教会と、それから旧館の地下室も調べてください。まだ死体があるはずです」


　横から口をはさんだ裕紀を、刑事はいくらか鼻白んだ様子で見やった。


「事情を説明していただけますか？」


「はい」


　だが、信じてはもらえまい。


　ひとまず待つようにと言われて、パトカーの後部座席に腰を沈しずめた裕紀は、渡わたされたタオルを頭にかぶって頰ほお杖づえをついた。ひどく体が疲つかれているのがわかった。


　クーラーが少し肌はだ寒ざむく感じる。窓を開けようかと思ったとき、それを気取られたかのように、こつこつ、と窓ガラスを叩たたく音がした。


　顔をあげた裕紀は呆ぼう然ぜんとした。


　ガラス越ごしに、黒くろ髪かみの少女が車内をのぞきこんでいる。


　桃もも色いろの唇くちびるが割れて、真っ白な歯が笑えみを描えがいた。鮫さめのように変質した歯。


　赤く濡ぬれた眸めは、警察車輛の回転灯が投じる光を受けているためではない。


「なんで……」


　言葉がでない。たしかに死んだはず。教会の前には、粉々にくだかれた肉体の断だん片ぺんが散乱していた。かつては小鳥遊たかなし眞ま子こという少女だった肉片たちが。


　まさか、不死身の怪かい物ぶつというのは、ほんとうに、どうあっても死なないのか──。


　脳も体も弛し緩かんしきって、何もできない。


　そんな裕紀を見かねたふうに、少し苦笑いして、眞子は左右のてのひらを窓ガラスに密着させた。ぐっ、と力がこめられる。


　ゆっくりと下降してゆくガラス板と天てん井じようとの隙すき間まから、なま暖かい外気が侵しん入にゆうしてきた。


「どうも」


「殺しにきたのか？」


「いえいえ。そういうのじゃありません」


　華きや奢しやな両手が振ふられると、冬服であろう濃のう紺こんのセーラー服から、防虫剤ざいか除じよ湿しつ剤ざいのにおいがただよってきた。真っ赤なマフラーを首に巻いているのはなぜだろう。


「着き替がえたりしているうちに、あなたがいなくなっちゃったので、捜さがしていたんです」


「お嬢じようさま、お早く。警官がもどってこないうちに」


「はぁい」


　眞子を急せかす声をかけたのは、メイドの服装をした背の低い少女だ。ひまわりのアプリケがほどこされた鞄かばんを右みぎ肩かたからかけ、大人用のこうもり傘がさを右手についている。


　裕紀は喉のどに息をつまらせた。


「あいつ……」


「はい。そういうことですので、もうあなたを殺すのはいいかな……と。盗とられたものも返してもらえましたし、今回のことは、これでおしまいということで」


　照れくさそうに頰ほおを搔かく眞子の笑顔を、裕紀は啞あ然ぜんと凝ぎよう視しする。


「おまえ、まさか」


「だめです」


　裕紀の口に、細長い人差し指が押し当てられた。


「だれにも言わないでください。それが条件です。もし、しゃべったら……」


　下にさがった指が、青年の喉に横一文字の線を引く。


　雪でこしらえたような頰に、もう笑みはない。長い睫まつ毛げにふちどられた冷れい涼りような眼まな差ざしが、裕紀の両眼に赤しやつ光こうを射さす。


　ふ、と眞子の相そう貌ぼうが、今度は無防備にほぐれた。


「約束ですよ」


　生前には見せたこともない柔にゆう和わな表情で、そう念を押して、窓から離はなれる。


　最後に、ちょこん、とお辞じ儀ぎをしてから、きびすを返した眞子の背中が、侍じ女じよとならんで遠ざかっていく。


　それが街路樹の向こうに見えなくなってから、裕紀はシートに深く背をあずけた。
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　だが、ふたたび窓ガラスを叩たたく音に、跳はね起きる。


「お待たせして、すみません。これ、どうぞ」


　よほど裕紀の形相が必死だったのだろう、若い警官はたどたどしく謝罪しながら、なかばまで降りた窓から缶かんコーヒーを差しだした。


「どうも」


「あたたかいほうがよかったですか？」


「いえ……いただきます」


「ところで、さっきの女の子たちは？　野次馬にしては、近くに民家もないようですが」


　缶コーヒーの冷たさを両手の内に感じつつ、裕紀は、めがねをかけた警官の顔から目をそらした。なんとなく、バックミラーを見やる。そこにまだ、彼女の姿が映っていやしないかという不安をもって。


「講師の小鳥遊修しゆう一いち郎ろう先生の妹さん……眞子さんです」


「どちらへ行かれたんです」


「さあ。実家はヨーロッパらしいですから、帰るんじゃないですか？」


「こ、困ります。未成年とはいえ、まだ事情聴ちよう取しゆも」


　あわてて近辺に目を配るが、黒ずくめの少女の影かげがどこにも見あたらないことを悟さとると、警官は進入禁止のテープをくぐって走っていった。


　生き真面まじ目めに芝生しばふを避さけ、遊歩道に沿って駆けていく彼をしばらく見送ってから、裕紀はプルトップを指で引いて、缶コーヒーを口につけた。


　ほぼ一昼夜、何も口にしていなかったことを、ようやく思い出した。





　街路樹から、ひぐらしの合唱が降ってくる。


　夏の陽ひは長く、蒼そう穹きゆうはまだじゅうぶん明るいが、そろそろ山やま際ぎわは茜あかね色を帯びつつあった。


　遊歩道の石いし畳だたみにのびる影が長い。


「これからどうしましょう」


「どうなさるのも、お嬢さまのお望みのままですが、まずは早く構内から出ることです」


「そうね。警察の人に見つかったら困るものね」


　ユーフロジーヌはしきりに指で前まえ髪がみをいじる。漆うるし色の髪の毛はめずらしかった。


　その様子を横にながめて、アルマが眉まゆ根ねをよせた。


「なぁに？」


「いいえ、お気になさらず。ただ、むかつく顔だと思っただけですので」


「……気にするでしょっ、それはっ」


「申し訳ありません。しかし、わたくしを殺そうとした娘むすめの顔ですので、見ているだけで腹が立ってくるのです」


「だ、だって仕方ないでしょう。わたしのお顔はまた壊こわれちゃったんだから……」


　盛せい夏かに不似合いなマフラーを巻いているのは、首の接合部を隠かくすためだ。長なが袖そでのセーラー服は、学生寮で眞子の着衣を探していて、なぜか東あずま浩ひろしの部屋で見つけたのだが、つなぎ直した腕うでの縫ほう合ごう痕こんが人目に触ふれないという点では好都合であった。


「まあ、偽ぎ装そうとしては巧こう妙みようではあります。こまかい修しゆう繕ぜんの手間もはぶけましたし」


　ふたりは並木道をはずれて、目立たぬように木立の間を選んで歩いた。


「ここから出て、それからどこへ行けばいいのかしら。フランスやドイツへ行くには、海を越こえなくちゃならないのよね？」


「航空機が発達しているらしいので、さほどむずかしくはないと思われますが、ひとつ問題があります」


「なぁに？」


「今のわれわれには、旅費を捻ねん出しゆつするだけの経済力がありません」


「……お金がないのね」


「学生寮にあった現金はすべて回収しましたが、この国の貨か幣へい基準をまだよく把は握あくしていないので、これだけの金額で何ができるのかが不明確です」


　どうやら、先行きは不安のようだった。


「ひとまず、自宅に帰るのがよろしいかもしれませんね」


「だから、そのためのお金がないっていうお話をしているんでしょう？　それに、考えてみたら、ヨーロッパへもどったって、もうお屋や敷しきも残っていないのよね……」


「ですから、この国にある自宅へ帰るのです、眞子お嬢さま」


　つまり、小鳥遊家へ。


「そ、そんな無茶な」


「いえ、まったく合理的な選せん択たくです。小鳥遊眞子は兄の修一郎に扶ふ養ようされていると、保険証には記き載さいされていました。あの兄妹きようだいはふたりで生活していたのです。両親は離り婚こんし、父親は死去、母親は海外生活。これ以上の好条件はありません」


「でも、そんな、よそさまのお屋敷に無断で……」


「ですから、もう他人の屋敷ではないのです」


　ふてぶてしい提案にあきれて、ため息をつくユーフロジーヌの斜ななめ前を、ひまわりのアプリケが行く。


　ひさしぶりに持ち主の肩かたにもどった鞄は、すっかり傷んでしまっているのだが、アルマは不ふ機き嫌げんになりこそすれ、それを捨てようとはしなかった。合理性を重んじる彼女にしては、奇き妙みようなことである。


「ね、その鞄、大事なの？」


「はい」


「なぜ？」


「憶おぼえてらっしゃいませんか？」


「何を？」


「お忘れでしたら、けっこうです」


「なぁに、気になるでしょう」


　前を向いたまま、アルマはさくさくと下草を踏ふむ。


「これは、お嬢さまにいただいたものです。一七七九年四月二十日の午後六時をまわったときのことです。その日は──」


　想おもい出した。


「あなたの一歳のお誕生日だったわね」


「はい」


　鞄をこしらえたのは商店の鞄職人だが、ひまわりの花を縫ぬいつけたのは、ユーフロジーヌだった。


「そうだったわね……どうして忘れていたのかしら。ごめんなさい」


「お気になさらずに。お嬢さまの記き憶おく力だけでなく、頭の出来そのものについて、わたくしは過度の期待をしておりませんので」


「……怒おこった？」


「いいえ」


　肩越しに、ちらりと見えたアルマの横顔は、笑っていたのかもしれない。


「やはり、お嬢さまだけでは心配だと、そう思っただけです。賢かしこくて記憶力にも不安のないわたくしが、これからもお助けせねばなりません」


「うん。よろしくね」


「重いです」


　うしろから侍女の首に手をまわし、頭の上にあごを載のせてもたれかかると、紫むらさきの髪からいい匂においがした。







おわり　





あるゾンビ少しよう女じよの災さい難なんⅡ





池いけ端はた　亮りよう
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